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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「カイくん……どう？　気持ちいい～？」

「う……いや、その……」

　背後から聞こえてくるジゼラの甘い囁ささやき声に、戒かいはつい声を詰つまらせる。

　いつもならどうにか誤ご魔ま化かして曖あい昧まいな返答をするのだが、背中を這はい回り、時に圧あつ迫ぱくするにゅるにゅるむにゅむにゅの感かん触しよくに、思考は完全停止。

　男としての本能を抑おさえることに全すべての神経を使わなければ、この状じよう況きようを耐たえることなど出来ようはずもなかった。

「い、いいか、カイ。絶対に目め隠かくしを取るな。絶対にだ！」

「わ、わかってるよ……」

　今日何度目かわからないアリサの念押しに、小さく頷うなずき返す。彼女の手が脇わき腹ばらの辺りを優やさしく撫なでていくこそばゆい感覚に、思わず身体からだが震ふるえた。

（うぅ……なんで朝からこんなことに……）

　ここは二四班の宿舎の風ふ呂ろ場ば。朝食前のこの時間帯は戒が唯ゆい一いつ、入浴を許された時間であり、同時に戒以外が入浴することのない貴重なプライベートタイムのはずなのだが……。

（それがどうして、アリサやジゼラ先せん輩ぱいと一いつ緒しよに入るなんてことに……）

　彼女達の手やら胸やらが肌はだに触ふれる度たびに表現しようのない心地ここちよさが全身を駆かけ巡めぐり、理性の牙が城じようを着々と崩くずしていく。

　今はなんとか耐えているが、もしこの先もこんな日々が続くようであれば……完全崩ほう壊かいも時間の問題だろう。

（教官……頼たのみますから、早く解決法を見つけて下さい……！）

　諸悪の根源であり、かつ（不本意ながら）唯一、この状況を解決できそうなイレーナに内心で祈いのりを捧ささげ、必死に気を紛まぎらわす。と、

「ねぇ、カイくん。これ、取ってもいいかしら～？」

　突とつ然ぜん、ジゼラが何気ない調子でそう尋たずねてきた。

　これ……？　って、まさか……！

「な、ななな何を言っているのです！　それを取ったら、その、み、見えてしまうではないですか！」

　動どう揺ようのあまりどもりまくったアリサの声。

　その声を聞いて、戒は自身の予測が正しいことを確信した。

「でも、このままだと上手うまくお尻しりが洗えないのよ～。カイくん、いいでしょう～？」

「ダ、ダメに決まってます！　お尻は自分で洗いますから！」

　腰こしに巻いたタオルを片手で押さえながら、悲鳴のような声で答える。

　ああもう……少しは羞しゆう恥ち心しんというものを持って下さいよ、先輩！

「あらあら～そんなに恥はずかしがらなくて大だい丈じよう夫ぶよ～。お互たがい、一度は全部見せ合った仲でしょう～？」

「あ、あれは事故みたいなもので……」

　以前、下半身を見られてしまったことを思い出し、思わず赤面する。

　そういえばあの時、僕も先輩の裸はだかを見ちゃったんだよね……いや、見たっていっても本当に一いつ瞬しゆんだけだから、ほとんど記き憶おくに残ってないんだけど……！

　などと、誰だれに向けているかもわからない言い訳を戒が心中でつらつら並べたてていた、その時、

「……全部、見せ合った……だと？」

　すぐ目の前から、怒いかりに震えるアリサの声が聞こえてきた。

　あああ……！　そういえば、アリサもすぐ近くにいたんだった……！

「い、いや、違ちがうんだよアリサ。あれはあくまで不幸な事故で……」

「……そうか。では、今お前の腰に巻かれたタオルが偶然外れてしまっても、それも不幸な事故ということだな！」

　そう言うや否いなや、タオルが思い切り下に引っ張られる。戒は慌あわててタオルを押さえる手に力を込こめた。

「ちょっ……やめてよアリサ！　羞恥心はどこにいったの!?」

「お前こそ、ジゼラ先輩には見せられて私には見せられないというのか!?」

「だから別に見せたわけじゃ……って先輩も！　引っ張るの止やめて下さい！」

「あらあら～何のことかしら～。偶然、タオルがずり落ちそうになっただけよ～」

「偶然って言えば何でも許されると思ってませんか!?　ま、待って二人とも、そんな前後からなんて……い～～～～や～～～～！」

　爽さわやかな朝には似つかわしくない、戒の情けない悲鳴が風呂場に響ひびき渡わたる。

　どうしてこんなことになっているのか。

　その原因は、昨夜にまで遡さかのぼる……。







　第一章　永遠の束縛エターナルチエイン







　強化合宿も終わり、いよいよ来週から後期が始まるというこの時期。

　ニブルヘイム王立士官学校では、週末の二日間を利用して学園祭が開かれる。

　長期休みをしめる最後にして最大のイベントということで、学校内は学年を問わず大いに盛り上がっていた。

「学園祭かぁ……。なんかこういう光景を見てると、ここが士官学校だってことを忘れそうになりますね」

　楽しそうに談だん笑しようしながら廊ろう下かの飾かざり付けをする女子生徒達を見て、戒かいはぽつりと呟つぶやく。

　彼女達に限らず、学園祭の準備をする生徒達の姿は日本の高校生と何ら変わりない。

　それこそ、ここが士官学校であることに違い和わ感かんを覚えてしまうほどに。

「まぁ、なんだかんだいってもまだ学生だからな～。暢のん気きなものなのだ」

　隣となりを歩くイレーナがどこか悟さとったような口調でそう答える。教官である彼女にとってはもう見慣れた光景なのだろう。

　まぁ、傍はた目めには学校に遊びに来たちびっ子小学生にしか見えないけど……。

「こんな風に、ずっと平和が続けばいいんですけど……」

「そうだな～。そんな世界を作ってくれる救世主が颯さつ爽そうと現れてくれたらいいと思うのだ」

「……そんな都合良くいきませんよね」

　両りよう腕うでで抱かかえていた木箱を今一度持ち直し、廊下の角を曲がる。

　向かう先は二四班の宿舎。現在、戒はイレーナの研究室に入りきらなくなった資材を宿舎の倉庫に運んでいる最中だ。

「世界を変えようとするなら、それに見合った覚かく悟ごが必要だからな～。でも、そんな覚悟を持った者をこの学校で育てなければいけないとも思うのだ」

「おお……なんか教官っぽいセリフ……」

「教官っぽいも何も、イレーナさんは正しよう真しん正しよう銘めいの教官なのだ！」

「え？　そうでしたっけ？」

「真顔で聞き返してきたのだ!?」

　そんないつも通りのやり取りを交かわしながら、二人は校舎を出て二四班の宿舎の中へ。

　階段を上り、三階の一番奥にある倉庫部屋に着くと、中には既すでにアリサ、ジゼラ、ミラ、カリナが勢せい揃ぞろいしていた。

「お～揃ってるな～。それでは、これより毎年恒こう例れいの倉庫整理を始めるのだ！」

　戒が木箱を床ゆかに置く間に、イレーナが声高らかにそう宣言する。

　彼女いわく、学園祭で使う備品を倉庫から出すこの時期に、同時に整理も行うようにしているとか。その考えは理にかなっていると思うので、特に反対する理由もない。

　そう思っていたのだが……。

『…………』

　戒を除く二四班の面々は、どことなく冷ややかな視線をイレーナに送っていた。

「な、なんなのだ～？」

「教官……去年もこの時期に倉庫の整理をしました。しかしあれ以来、私達はこの部屋をほとんど使っていません」

　アリサの言葉に他ほかの三人がうんうんと頷く。

　確かに、普ふ段だんの生活でこの倉庫部屋を使うことはめったにない。戒自身、この部屋の存在を知ったのはつい昨日のことだ。

「にもかかわらず……今、この部屋は散らかり放題。さて、散らかしたのは一体誰でしょうか？」

「ぅぐ……」

　アリサからの鋭するどい視線に、イレーナが言葉を詰まらせる。

　言われてみれば、部屋のあちこちに散乱しているのは古い本や何かの資料と思われる紙束、そして戒が先さき程ほど運んできたものと同じ木箱がいくつか。ようするに、学生が使いそうなものはほとんどない。

　ははぁ……なるほど。つまり、

「教官は研究室に入りきらない資料やら資材を適当に宿舎の倉庫に詰め込んだ挙げ句、その整理を僕達にやらせようとしている……と」

「そそそそんなことはないのだ！　言いがかりなのだ！」

　アリサ達四人だけでなく戒からも白い目を向けられ、冷ひや汗あせを流しながら必死に否定するイレーナ。

　だが、やがてますます冷たさを増す視線に耐えかねたのか、がっくりと頭を垂れた。

「イレーナさん一人じゃ整理しきれないので、手伝って欲しいのだ。この通りなのだ……」

「初めからそう言えばいいんです」

　目を閉じ、腕うで組ぐみをしながら一つ頷くアリサ。その様子がまるで子供を躾しつける母親のようで、戒はつい苦笑した。これじゃ一体、どっちが教育する側なんだか……。

　イレーナが素す直なおに頭を下げたことで、アリサ以外のメンバーも仕方なく整理を手伝う。

　比ひ較かく的てき軽い本や資料は女性陣じんが担当し、唯一の男手である戒は資材の入った木箱を担当することになった。

「それにしても……いいのかな？　こんなことしてて」

　箱の中にあるガラクタ（にしか見えない）をポイっとゴミ箱に投げ捨てながら、近くで資料を仕分けしているアリサに尋ねる。

「？　どういう意味だ？」

「だって、学校じゃ皆みんな、学園祭の準備をしてるのに……僕達だけ倉庫整理なんて……」

「ああ、そういうことか。心配するな。別に生徒全員が学園祭の準備に参加しているわけではない」

「え？　そうなの？」

「学園祭は基本的に自由参加だからな。参加する生徒はせいぜい半数程度だろう。もっとも、個人トーナメントに参加する者だけは強制参加だが……」

「個人トーナメント？　そんなものあるの？」

「あらあら～……カイくんったら、お母さんになんでも聞いちゃう子供みたい」

「う……」

　ジゼラにからかわれて初めて自分が質問ばかりしていることに気が付き、思わず赤面する。

　だが、アリサは嫌いやな顔一つせず質問に答えてくれた。

「個人トーナメントは前期対たい抗こう戦上位八班の代表者で行われる、学園祭の実質的なメインイベントだ。毎年この時期は誰が優勝するかという話題で盛り上がるのだが……今年はな」

　苦笑を浮うかべるアリサに戒は一瞬、首を傾かしげる。が、すぐその原因に思い至った。

「そっか。今年はリアが出場するんだね」

「そういうことだ。勝負に絶対はないとはいえ……まぁ、優勝は彼女で決まりだろう」

　他のメンバーも同意見らしく、異論を唱える者はいない。つい先日、彼女の圧あつ倒とう的てきな力を見せつけられたばかりでは無理もないだろう。

「そういえば、その個人トーナメントのことなのだがな～」

　とそこで、背せ伸のびをしながらゴミ箱を覗のぞき込んでいるイレーナが思い出したように言った。

「何でも今年はマスターズの一人、影帝シヤドウマスターが観戦しに来るらしいのだ」

「「「「えっ……!?」」」」

　女性陣四人の驚きよう声せいがハモる。戒はイレーナの言葉より、彼女達の驚おどろきように驚いてしまった。

「……本当なのですか？」

「本当なのだ。今日正式に発表されるはずなのだ」

　半信半疑といった顔のアリサにイレーナが自信を持って答える。

　ここまではっきり断言するということは、恐おそらく本当なのだろう。

「それって、そんなに驚くことなの？」

　木箱の中身を全すべてゴミ箱にぶちまけながらミラに尋たずねる。

「ええ。マスターズは戦時中以外、基本的に王宮の外に出てはいけないことになっておりますの。ですから名前はおろか、顔さえわかりませんわ」

「カリナも、まだ一回も見たことない、です……」

「へ～……」

　二人の説明に頷うなずきながら、空になった木箱を床に置く。

　そういうことならあの驚きようにも納なつ得とくだが……。

「でも、教官。なんでそんな人がわざわざ学園祭を見学に……って、なんでゴミ箱漁あさってるんですか？　汚きたないですよ？」

「お前が何でもかんでも捨てちゃうからなのだ！　まだ使えるものも入っていたのだ！」

「そう言われても、僕にはガラクタ……じゃなかった、ゴミにしか見えないんですけど」

「言い直したら余計に悪化したのだ!?」

「っと、すみません。尊敬している教官に噓うそはつけないと思ったら、つい本音が……」

「今噓ついたのだ！　絶対尊敬してなのわぁぁああ!?」

「あ、落ちた……」

　ツッコミに夢中になるあまり、ゴミ箱に転落したイレーナを仕方なく救出する。

　全く、世話が焼けるなぁ……。

「はぁ……カイに任せたのが間ま違ちがいだったのだ。次の箱からはイレーナさんも一いつ緒しよに──」

　身体からだのあちこちについてしまった埃ほこりやら何やらを一通り払はらった後、再びゴミ箱を覗き込もうとするイレーナ。

　ところが、

「本当に？」

　突とつ然ぜん、ジゼラがその腕を摑つかみ、半ば強引に振ふり向かせた。

「影帝シヤドウマスターが来るんですか？　間違いなく？」

「だ、だからそう言っているのだ。どうしてお前達はイレーナさんの言うことを信じないのだ」

　いつもと違うジゼラの口調と態度に戸と惑まどいながら、イレーナが首を縦に振る。

　いやまぁ、生徒を騙だまして自分の荷物整理を手伝わせようとするような人の言葉を信じられないのは無理もないと思うけど……。

「……そうですか」

　イレーナの腕から手を放し、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめるジゼラ。

　その表情から何か鬼き気き迫せまるようなものを感じ、他のメンバー達も一様に手を止めてマジマジと彼女を見つめた。

「……あの、ジゼラ先せん輩ぱい？　どうかしたんですか？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、戒は意を決して声をかける。すると、

「カイくん……一つ聞いてもいいかしら？」

　ジゼラはこちらに視線を向け、この上なく真しん剣けんな口調でそう尋ねてきた。

「ど、どうぞ……」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込みながら、戒も表情を引き締しめる。

　アリサ、ミラ、カリナの三人が固かた唾ずを吞のんで見守る中、さらに少しの間を置いてから、ジゼラはようやく口を開いた。

「どうすれば……サインを貰もらえると思う？」

「…………はい？」

　予想の斜ななめ上の質問に、思わず気の抜ぬけた声で聞き返してしまう。

　その途と端たん、ジゼラは表情を崩くずしていつも通りのふんわりした笑えみを浮かべた。

「だって、憧あこがれのマスターズに会えるんだもの～。マスターズを目指す者として見み逃のがすわけにはいかないわ～。いわゆる一つの〝思い出作り〟というやつね～」

「そ、そういうことですか……」

　緊きん張ちようの糸がぶつりと切断され、一気に全身の力が抜ける。アリサ達三人もなんともいえない表情でため息をついていた。

「一体何事かと思いましたよ……心配して損しました。っていうか、サインって文化この世界にもあったんですね……」

「あらあら～、心配してくれたの～？　嬉うれしいわ～♥」

「んむっ!?」

　安心して脱だつ力りよくしたところで、いきなりぎゅーっと抱だきしめられる。

　母性の塊かたまりである豊かな双そう丘きゆうにすっぽりと顔が埋うまり、甘いミルクのような香かおりがたちまち快楽中ちゆう枢すうを刺し激げきした。理性ではいけないとわかっていても、本能がつい抵てい抗こうを拒こばんでしまう。

「あっ……！　ど、どさくさに紛まぎれて何をしているのです！」

「離はなれなさい！」

「ずるい、です……！」

　ぐいぐいと三人に引き剝はがされ、どうにか魔ま性しようの引力から逃のがれる。

　ジゼラは「あらあら～」と頰ほおに手を当てながら残念そうな顔をした。

「カイくんったら、すっかり人気者ね～」

「むぅ……なんとなく、イレーナさんだけ仲間外れな気がするのだ。イレーナさんも混ざりたいのだ！」

「いや、意味がわかりません……」

　わけのわからないことを言い始めるイレーナに、げんなりしながらツッコむ。

　一体何の仲間ですか……。

「全く、先輩はそうやっていつもカイで遊んで……少しは自重して下さい」

「あらあら～、遊ぶなんて人聞きが悪いわ～。わたしはちょっとしたスキンシップを──」

「そのスキンシップが過か剰じようだと言っているんです」

　そう言って、どことなく不ふ機き嫌げんそうな目をジゼラに向けるアリサ。対するジゼラは笑顔を崩さないまま、正面からその視線を受け止める。

　二人の間に挟はさまれた戒はどうすればよいかわからず、一人視線をウロウロさせた。

　な、なんだろうこの空気……。なんか、さっきまでとはまた違った緊張感が……。

「二人とも、その辺にしておくのだ。まだ倉庫整理は終わってないのだぞ～」

　と、ここでイレーナが二度手を叩たたき、作業に戻もどるよう促うながす。

「そ、そうですわね！　まだ倉庫整理の途と中ちゆうでしたわ！」

「カ、カリナ、こっちの資料を整理します……」

　慌あわてたように近くの資料を手に取り、整理を再開するミラとカリナ。それを見たアリサとジゼラも無言で作業を再開し、戒は思わずほっと息をついた。

「ふぅ～……危き機き一いつ髪ぱつだったのだ。イレーナさんの気転に感謝するのだぞ～？」

「？　感謝？」

「本気でわからないって顔をしているな～……もう救いようがないのだ。ともかく、今のは一つ貸しなのだ。いつかきちんと返すのだぞ～？」

　意味がわからず聞き返すも、イレーナからの返答はなし。よくわからないが、いつの間にか彼女に一つ借りを作ってしまったらしい。

　一体、どこでどんな借りを作ってしまったんだろう……なんか釈しやく然ぜんとしない……。

「まぁ、それはともかく……実はカイにちょっと話があるのだ。一いつ旦たん外に出るのだ」

「話……ですか？」

　そうなのだ、と頷き、一足先に部屋を出て行くイレーナ。わざわざ外に出るということは何か込こみ入った話なのだろうか。

　近くにいたアリサに「ちょっとだけ外に出てくるね」と一言告げ、戒も部屋を出る。後ろ手に扉とびらを閉めると、廊ろう下かで待っていたイレーナは早さつ速そく、話を始めた。

「お前、マスターズのことはどのくらい知っているのだ～？」

「えっと……正直、よく知らないです。王室に仕えているすごい魔ま術じゆつ師しってことくらいしか……あ、それと属性に対応して七人いるんでしたっけ？」

「その通りなのだ。そしてな～、影帝シヤドウマスターは闇やみ属性の使い手であると同時に、古代魔ま法ほうの研究者でもあるのだ」

「はぁ……そうなんですか」

　戒が気のない返事をすると、イレーナはがっかりしたように肩かたを落とす。どうも想定していた反応とは違ったらしい。

「あの……それで？」

「本当に鈍にぶい奴やつだな～……。以前言った通り、古代魔法に関する資料の大半は王宮に保管されているのだ。そして、影帝シヤドウマスターはその王宮で古代魔法を研究している……ということは～？」

　そこまで言われて、戒はようやくイレーナが言わんとしていることを察した。

「つまり、僕が元の世界に戻る方法を知っているかもしれないということですか!?」

「可能性はあるな～。もしお前が望むなら、話をする機会を設けられるようかけあってみてもいいのだ。どうだ～？」

「もちろん──」

　お願いします、と言おうとして、ふと思いとどまる。

　ここに来たばかりの頃ころなら、一も二もなくそう答えていただろう。慣れない剣けんの訓練や対たい抗こう戦に参加したのも、全ては元の世界に帰るため。迷う必要も理由もなかった。

（でも……）

　今はもう違う。僕が戦うのは、元の世界に帰るためだけじゃない。二四班の仲間達の力になりたいと、そう思っているからだ。

　それに、僕自身に与あたえられた力のこともある。あの力の正体を知らないまま、この世界を去っていいものだろうか。

「……いえ、少し考えさせてくれませんか？」

「ん～？　そうか～？　ひとまず話だけ聞いておいても損はしないと思うがな～」

「そう……なんですけど……」

　イレーナの至し極ごくもっともな言葉に、自然と返答も歯切れが悪くなる。

　仮に影帝シヤドウマスターが方法を知っていたとしても、帰るか帰らないかは自分次し第だい。ならば、聞くだけ聞いておいた方が良いと考えるのが普ふ通つうだろう。

　だが、もし方法を知ってしまったら……きっと、僕は迷ってしまう。それならいっそのこと、知らない方がいい。

「まぁ、強制はしないがな～。だが、あまり遅おそいと交こう渉しよう出来なくなるから、遅くとも明日あしたまでには決めるのだぞ～」

「……はい」

「それじゃあ、作業に戻るのだ。お前に捨てる以外の整理の仕方を教えてやるのだ」

　ふん、と鼻を鳴らして気合いを入れ直すイレーナの後に続き、再び倉庫整理に。

　部屋に戻って残っている木箱の一つを開けようとすると、ふと誰だれかからの視線を感じた。なんとなしに、そちらに視線を向ける。

「アリサ？」

「え？　あ、ああ、何だ？」

「いや、なんか僕のこと見てたから……どうかした？」

「そ、それは……えっと……ちょ、ちょっとトイレに行こうと思ってな！　って、何を言わせるのだ！　それでも男か！」

「別に僕が言わせたわけじゃないと思うんだけど……いってらっしゃい。あと、男関係ないからね？」

　いつも通りツッコミを入れてから、ふと疑問に思う。

　あれ？　よく考えたら、トイレに行くのにどうして僕を見る必要が？　誰かに断って行くにしても、わざわざ男の僕を選ぶ必要はないと思うんだけど……。

　などと、戒が一人首を傾かしげていると、

「なぁ……カイ」

　部屋を出ようと扉に近付いたアリサが、一歩手前で立ち止まった。戒は「ん？」と首だけ振ふり向け、続く言葉を待つ。が、

「……いや、なんでもない」

　アリサは小さく首を左右に振り、結局、何も言わずに部屋を出て行ってしまった。

「アリサ……？」

「こら、カイ。整理に集中するのだ。お前はぼけっとしてると何でも捨てそうだからな～」

「あ、はい。じゃあ、これ捨てますね」

「言ってる傍そばからなのだ!?」

　イレーナに注意され、仕方なく作業に戻る。

　アリサのことも気になるけれど、まずは自分のことをきちんと考えないといけない。

　影帝シヤドウマスターと会うべきか、会わないべきか。作業をしながら考えることにしよう。







「……はぁ～……」

　トイレに向かうために三階の廊下をトボトボと歩きながら、アリサはらしくもない重いため息を吐はき出す。

　胸の奥底に沈ちん殿でんする何かモヤモヤしたものを吐き出そうと無意識の内に起こした行動だったが、残念なことにまるで効果はなかった。それどころか、はっきりとその存在を自覚したことで、よりモヤモヤが強くなってしまったような気さえする。

　盗ぬすみ聞きするつもりはなかった。トイレに行こうと思い立ち、扉に近付いたところで二人の会話が聞こえてしまったのだ。内容が内容なだけに何食わぬ顔で出て行くわけにもいかず、さりとて会話を聞かずにその場を離れることも出来ず……結局、全部聞いてしまった。

（カイ……どうするつもりなのだ？）

　影帝シヤドウマスターが元の世界に帰る方法を知っていると決まったわけではない。

　だが、もし知っていたら……やはり、カイは帰ってしまうのだろうか。

（それでいいではないか……何を迷う必要がある？）

　立ち止まり、窓の外の曇くもり空を見つめながら考える。

　本当はわかっていた。カイはきっと、元の世界に帰ってしまったら自分達に迷めい惑わくがかかると思っているのだろう。だから態度を保留したのだ。

　それなら、背中を押してあげなければ。カイがいなくても二四班は大だい丈じよう夫ぶだと、そう言ってあげなければならない。

　既すでに答えは出ている。それが正しいという確信もある。

　けれど、言えなかった。理性が導き出したその結論と、自分の中にある気持ちは完全に真逆だったから。

（結局……一番迷っているのは他ほかならぬ私ということか）

　頭を冷やすかのように、目の前にあった窓ガラスにこつんと額をぶつける。

　トイレに行くつもりだったことなど、もうすっかり頭から抜ぬけ落ちていた。







「よし……残すはこの木箱だけだね」

　そう呟つぶやきながら、戒はぐるりと一度右みぎ腕うでを回す。

　イレーナが学園祭準備の関係で再び学校に戻ってしまったため、二四班の面々だけで倉庫整理を進めること約三時間。途中で夕食や入浴（女性陣じんのみ）を挟はさみ、時刻は間もなく午後一〇時になろうとしていた。

　最後の一つということでアリサ達の手も借り、五人で黙もく々もくと中身を仕分けしていく。

　すると、

「ん……？」

　木箱の奥底に一つ、気になる物が入っていた。

「ブレスレット……？」

　ゴテゴテした、鎖くさりを連想させるようなデザインのそれを手に取り、マジマジと見つめる。

　この世界では装そう飾しよく品全ぜん般ぱんが高級品らしく、あまり普ふ及きゆうしていない。たまに指輪を見かけるくらいのものだ。

　ブレスレット、しかも男性向けにデザインされた物となると、かなり珍めずらしい。

「ほう……珍しいな」

　ブレスレットに気付きすぐ隣となりにやって来たアリサも、物珍しそうに見つめている。

　先さき程ほど、少し様子がおかしかったので気になっていたのだが、今はすっかりいつも通りだ。大したことではなかったのか、あるいは気のせいだったのかもしれない。

「あ、うん。だよね。僕もそう思った」

「装飾品自体は最近、少しずつ普及し始めているらしいのだが……男性向けのものはほとんど存在しないはずだ。恐おそらく、どこかの貴族がお抱かかえの細工師に作らせたのだろう」

「へ～……。ちなみに、僕がいた世界では男性用の装飾品も結構普及してるんだけど──」

　せっかくなので少し話を膨ふくらませようとしたところで、思わず言葉を止める。

　話を聞くアリサの表情が一いつ瞬しゆん、引きつったように見えたのだ。

「アリサ……どうかした？」

「べ、別にどうもしない」

　表情を見られまいとでもするように、慌あわててぷいっと顔を背そむけるアリサ。彼女らしくないその仕草に、戒は眉まゆをひそめた。

　やはり、どこかおかしい。まるで何か悩なやんでいるかのような……。

「あらあら～……いわゆる一つの〝貴重品〟というやつね～」

「ガラクタばかりかと思っていましたが、そんなものが入っているとは……教官の言っていたこともあながち噓うそではなかったようですわね」

「捨てなくてよかった、です……」

　とその時。少し遅おくれてブレスレットに気付いたジゼラ、ミラ、カリナの三人が口々に感想を呟く。戒は一いつ旦たんアリサから視線を外し、そうですねと相づちを打った。

　何か悩みがあるなら是ぜ非ひ相談して欲しいと思うが、三人の前では言いにくいことかもしれない。話を聞くのは後にした方が賢けん明めいだろう。

「ねぇ、カイくん。試ためしに一度着けてみたらどうかしら～？」

「え……？」

「だって、せっかく見つけたのだから、一度男の人が身に着けている姿を見てみたいと思って～」

「いや、でも……多分似合わないですし……」

　突とつ然ぜんのジゼラの提案に、戒は困ったように頭をかく。

　勝手なイメージかもしれないが、こういうものはイケメンが身に着けるからこそ映はえるような気がする。

　ましてや、女顔の僕じゃ……。

「いいではないか、一度着けてみるくらい」

「心配しなくとも、わたくし達しか見ていませんわ」

「カリナも、見てみたい、です……」

　だが、そんな戒の内心に反して、ジゼラ以外の三人からも期待のこもった視線が向けられる。

　そこまで言われては断り切れず、戒は自分の右手首にブレスレットを巻いた。

「ど、どう……かな？」

　軽く右手を掲かかげ、恐る恐る感想を聞いてみる。

「うむ。なかなか似合っているではないか」

「男性向けの装飾品というのも、案外悪くありませんわね」

「なんだかカイくんがいつもより男らしく見えるわ～」

「格好いい、です……」

「そ、そう？　ありがとう……」

　アリサ達からの褒ほめ言葉に、ついつい頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　もちろんお世辞かもしれないが、そんな風に言われると悪い気はしない。

「せっかくだから、そのままもらっちゃってもいいんじゃないかしら～？」

「いや、そういうわけには……。一応、教官の物ですし」

　さりげにひどいジゼラの提案をやんわりと拒きよ否ひしつつ、左手でブレスレットを外そうとする。が、

「…………あ、あれ？」

　いくら力を入れて引っ張っても、ブレスレットはぴくりとも動かなかった。

「む？　どうした？」

「……は、外れない……」

「何……？」

　異変に気付いたアリサも手伝ってくれるが、やはりブレスレットはびくともしない。

　他の三人が加わっても、結果は同じだった。

「どうなってるの、これ……？」

「……恐らく何かの魔ま法ほうか、あるいは呪のろいの類たぐいだろう」

　アリサが顎あごに手を当てながら深刻そうな顔で呟く。

「呪い!?　そんなものあるの!?」

「まれにな。そういった物は大たい抵ていの場合、封ふう印いんされたり破は壊かいされたりするのだが……時折手つかずで残っている物もあると聞く」

「……そういえば……」

　アリサに続き、今度はミラがブレスレットを真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめながら言う。

「以前、装着した者を三日で死に至らしめる呪いの腕輪が何者かに盗み出され、行方ゆくえ不明になっているという話を聞いたことがある気がしますわ……」

「え……？」

　じゃあ……もしかして、このブレスレットが？

　僕、あと三日で死んじゃうの？

「……皆みんな、短い間だったけど今までありがとう……」

「ま、待て待て待て！　まだそれが呪いの腕輪だと決まったわけではない！」

「早まっちゃダメです、先せん輩ぱい……！」

　悲ひ嘆たんに暮れる戒をアリサとカリナが懸けん命めいに励はげます。

　予想以上の落ち込みように、ミラも「そ、そうですわ」と慌てて言葉を付け足した。

「ともかく、一度教官に見て貰もらうべきでは？　きっと何か知っていますわ」

「そ、そうだね。ちょっと聞いてくるよ」

　三人のおかげで少し前向きになれた戒は、イレーナを探すために倉庫の出入口に向かって歩き出す。と、

「あの……カイくん、ごめんなさい。わたしのせいで……」

　背後から、申し訳なさそうなジゼラの声が聞こえてきた。

「いえ、先輩のせいじゃないですから」

　気にしないで、という意味を込こめて軽く手を振ふってから、再び歩き出す。

　その時、




　──ブ～～ッ！




　ブレスレットから、クイズ番組で不正解を告げるブザーのような音がした。

「へ……？」

　予想外の出来事に、思わず足を止める。と同時に、背後から小さな悲鳴が聞こえた。

　条件反射で振り返る。

　ジゼラが、こちらに向かって飛んできた。

（……え？　えっ!?　ちょっ……！）

　驚おどろきのあまり声を上げることも出来ず、目を見開いたまま固まってしまう。

　瞬またたく間にジゼラが眼前に迫せまり、思い切り正面衝しよう突とつした。

「ぅわっ……!?」

「きゃあっ……！」

　二人して折り重なるように倒たおれ込む。背中を強く床ゆかに打ちつけ、その痛みに戒は一瞬、顔をしかめた。すぐには起き上がれそうにない。

「いたた……カイくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　頭上から心配そうなジゼラの声がする。

　どういうわけか目の前が真っ暗なのでよくわからないが、どうやら今、彼女は自分の上に乗っかっている状態らしい。

「ふぁい、ふぁいひょうふへふ（はい、大丈夫です）」

　ジゼラに心配をかけないようすぐ返事をするが、上手うまく喋しやべれなかった。

　なんだろう。妙みような息苦しさを感じる。まるで、何かに口を塞ふさがれているような……。

「あんっ……♥　カ、カイくん、ダメ……」
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　戒が状じよう況きようを把は握あくできずに戸と惑まどっていると、急にジゼラの声が色っぽくなる。

　何!?　もしかして僕、変なところ触さわっちゃってる!?

「ふ、ふみまへん。ふぉく、ふぉんなふもりら……！（す、すみません。僕、そんなつもりじゃ……！）」

「あっ……ダメよ、カイくん……息がかかって……んぅっ♥」

　慌てて謝罪すると、なぜかますます色っぽくなるジゼラの声。

　わけがわからず混乱していると、次し第だいに目が暗くら闇やみになれてくる。

　まず最初に視界に飛び込んできたのは──

（いっ……!?）

　レースの付いたパンツだった。しかも視界一いつ杯ぱい、目と鼻の先だ。

（え？　ちょっと待って。ってことは……）

　ようやく状況がのみ込めてきた。

　恐らく、ここはジゼラのスカートの中。そして今、自分は彼女の股ももの間に顔を……。

「……カァァァイィィィィ……!!」

　底冷えするようなアリサの声と共に、ゴゴゴゴゴ、という背景音が付きそうなほど濃のう密みつな殺気が伝わってくる。

　やばい……この状態でいたら確実に殺される……！

「ぷはっ……！　ま、待ってよ、僕は何もぶぎゅっ」

　スカートから顔を出して言い訳しようとした瞬しゆん間かん、待っていたかのようにミラに顔を踏ふみつけられる。

「言い訳はそれだけですの？」

「ごべんばだい……（ごめんなさい……）」

　全く目が笑っていない、形だけの笑えみを浮うかべるミラに即そつ刻こく謝罪。

　普ふ通つうに怒おこられるよりよっぽど怖こわかった。

「カイ先輩の……えっち……」

　カリナからも責めるような目を向けられる。

　うぅ……何も悪いことはしていないはずなのに、どうしてこんな目に……。

「その～……なんだかごめんなさいね～……」

「いえ……先輩、怪け我がはありませんか？」

「平気よ～。カイくん、庇かばってくれてありがとう」

　ジゼラが嬉うれしそうにニコニコしながら礼を言う。彼女が怪我をしないよう、戒はとっさに身体からだの向きを調節し、下した敷じきになったのだ。

「そんな大したことじゃ……それより、一体何があったんです？」

　背中の痛みが引いてきたので、ゆっくり上半身を起こす。

　少し身体を動かしてみたが、他ほかにどこにも痛みはなかった。

「それがよくわからないのよ～。変な音が聞こえたと思ったら急に身体が浮き上がって……まるでカイくんに引っ張られてるみたいだったわ～」

「そうですか……」

　ジゼラの説明を聞きながら、戒は右手首に巻かれたブレスレットに視線を落とす。

　不思議な現象が起こったのはあの音が鳴った直後。原因は間ま違ちがいなくこれだろう。

「お前達～、整理は進んでいるか～？」

　と、ここでタイミングよくイレーナが倉庫の扉とびらを開けて顔を覗のぞかせた。

「ちょうどよかった。教官、カイが着けている装そう飾しよく品について何かご存じですか？　木箱の中に入っていたようですが……」

「ん～？」

　ひょこひょこと戒に近寄り、上下左右からマジマジとブレスレットを観察する。

　そして、

「……もしかして、〝永遠の束縛エターナルチエイン〟か～……？」

　やや自信なさげにそう言った。

「〝永遠の束縛エターナルチエイン〟……？」

「イレーナさんが昔研究していた魔法具アーテイフアクトの一つなのだ。廃はい棄き処分したと思っていたのだがな～……」

　イレーナが腕うで組ぐみをして難しい顔をする。

　どうやらこのブレスレットは魔法具アーテイフアクトの一種らしい。

「じゃあ、呪いの腕輪じゃないんですね？　三日で死んじゃったりしませんよね？」

「何の話だ～？　少なくとも命に別状はないから安心するのだ」

　その言葉に戒はほっと息をつく。

　よかった……こんなことで死んだら悔くやんでも悔やみきれない。

「それで、この魔法具アーテイフアクトにはどんな効果があるんですの？」

「あ～……それはだな～……」

　ミラの問いに対し、視線を宙に彷徨さまよわせながら答えを渋しぶるイレーナ。

　この反応を見る限り、ロクでもない効果なのは間違いないだろう。

「どうせいつかバレるんですから、白状して下さいよ」

「わ、わかってるのだ。その魔法具アーテイフアクトはな～……装着した者の近くに必ず異性を一人以上縛しばり付けておく効果があるのだ」

「…………は？」

　思わず目が点になる。

　ロクでもないだろうとは思っていたが、まさかそんなバカバカしい効果だとは……。

「近くに異性がいなくなるとどうなるのです？」

「その場合、一番距離が近い異性を魔ま法ほうで強制的に引き寄せるのだ」

「それでさっきはわたしが引き寄せられてしまったのね～」

　ジゼラがなるほどといった感じで頷うなずく。

「効果はどのくらい続くんですの？」

「装着している間ずっとなのだ」

「ずっと……？　トイレとか、お風ふ呂ろとか、寝ねている時も、ですか……？」

「外さない限りず～っとなのだ」

　つまり、二四時間いつでもどこでも束そく縛ばくされるということだ。

　なんてはた迷めい惑わくな魔法具アーテイフアクト……ある意味呪のろいのアイテムよりタチが悪い。

「まぁでも、外せば問題ないわけですよね。それで、どうやって外すんです？」

　右手首のブレスレットを見せながら、イレーナにそう尋たずねる。が、

「…………」

　イレーナは沈ちん黙もくしたまま、露ろ骨こつに目を逸そらした。

　……その反応、まさか……。

「あの、一応確かく認にんしますけど……知らないわけじゃないですよね？」

「……イ、イレーナさんはちょっと用事を思い出し──」

「逃にがすか！」

　ベタベタな常じよう套とう句くで逃とう走そうしようとしたイレーナの首根っこを摑つかむ。

「本当に知らないんですか!?」

「し、知らないというより忘れてしまったのだ。なにしろ、それを研究したのは随ずい分ぶんと前のことだからな～」

「当時の研究資料とかは？」

「それは残っていると思うのだ。多分、この倉庫のどこかに……」

「この倉庫って……」

　そう言われ、改めて倉庫内を見み渡わたす。

　今日整理したものを含ふくめて、ここに保管されている本や資料の数は膨ぼう大だいだ。全すべて調べるのに一体どれほどの時間がかかるか、見当もつかない。

「どうしてくれるんですか!?　教官がきちんと廃棄処分していればこんなことにはならなかったのに！」

「そ、そうだな～……」

　戒が厳しく責任を追つい及きゆうすると、イレーナはしばしの間考え込む。

　だが、やがて頰ほおを赤く染めたかと思うと急にモジモジし始め、

「こうなったら……責任をとって、イレーナさんが一生傍そばにいてあげるのだ♥」

「いや、そういうのいいですから。早く外す方法を見つけて下さい」

「カイがいけずなのだ！」

　素そっ気けなさ過ぎるカイの答えに、せっかく勇気を振ふり絞しぼったのに、と地じ団だん駄だを踏むイレーナ。

　そんなこと言われても……わざわざ自分からロリコン疑ぎ惑わくをかけられにいくようなものですよ、それ。

「まぁ、資料のある場所はおおよそ見当がついているので、二日か三日もあれば方法はわかると思うのだ。それまでは我が慢まんして貰もらうしかないな～」

「それなら最初からそう言って下さいよ……」

　さっきの小芝しば居いは何だったんですか……。

「で、でも、二、三日はそのまま……なんですよね？」

「そこだよね、問題は……」

　カリナの懸け念ねんに、戒は腕組みをして「う～ん……」と唸うなる。

　今のままでは、学校の廊ろう下かを歩いただけですれ違う女子生徒を片かたっ端ぱしから引き寄せてしまう。そんなことになったら学校中がパニックになるだろう。一体どうしたものか……。

　などと、戒が思い悩なやんでいると、

「それなら、わたしが傍にいるわ～」

　突とつ然ぜん、ジゼラが元気よく手を挙げてそう言った。

「え？　先せん輩ぱいが……ですか？」

「そうよ～。近くに異性がいなくなると効果が発生する……ということは、近くに常に異性がいれば効果は発生しないということでしょう～？　元はといえば身に着けてと頼たのんだわたしの責任だから、そのくらいはしないと～。いわゆる一つの〝罪つみ滅ほろぼし〟というやつね～」

「はぁ……なるほど……」

　頷きながら、戒は頭の中でジゼラの提案について吟ぎん味みする。

　確かに、常に行動を共にする異性がいてくれれば大だい惨さん事じは回かい避ひ出来る。二四班のメンバーは普ふ段だんから一いつ緒しよに行動することが多いので、不都合も少ないだろう。

　名案といえば名案……なのだが、

「ま、待て！」

　予想通り、ここでアリサから異議申し立てが入る。

　まぁ、普通に考えたら却きやつ下かだよね。しかも相手がジゼラ先輩じゃ、何事もなく終わるとは思えないし。

　さて、どうしたものか……。

「その役目、私が引き受ける！」

「だよね。でも、他にどんな方法が……ん？」

　あれ？　聞き間違いかな？　なんだかあり得ないセリフが聞こえたような……。

「い、今なんて？」

「だ、だから、私が一緒にいると言っているのだ！」

「いや、でも、二四時間ずっとだよ？　お風呂の時も寝る時も……」

「望むところだ！」

「望むの!?」

　なぜか気合い十分のアリサに、思わず半歩身を引きながらツッコむ。気合いが入りすぎて完全に空回りしている感じだ。

　やっぱり、今日のアリサはなんだかおかしい。

「お待ちなさい！　そういうことなら、わたくし以上の適任はおりませんわ！」

「カ、カリナも、立候補、します……！」

「えぇっ……!?」

　半歩どころか三歩くらい身を引いてしまった。

　いやいやいや、なんで皆みんなして立候補してくるの!?　本当に今の状じよう況きようわかってる!?

「まさしくよりどりみどりだな～。それで、カイは一体誰だれを選ぶのだ～？」

「へ……？」

　イレーナがそう尋ねた瞬しゆん間かん、女性陣じん四人の視線が一いつ斉せいに集中し、戒は思わず頰を引きつらせる。

　何だろう、この言いしれぬプレッシャーは……クラウディオやイセリアと戦った時でさえ、ここまでの重圧は感じなかった気がする……。

「えっと……その……」

『その？』

「そ、そうだ！　交代制っていうのはどうかな？　ほら、そうしたら一人一人の負担は少なくなるし……」

　ぱっと名案を思いつき、すぐにその場で提案する。

　我ながらナイスアイディア。これなら皆も文句なしで賛同してくれるに違いない。

「……まぁ、そんなことだろうと思ったがな」

「カイくんらしいといえばカイくんらしいわね～」

「多分、こういうところは一生なおりませんわね」

「（コクコク）」

　ところが。どういうわけか、四人は揃そろって呆あきれたような諦あきらめたような、なんとも言えない表情を浮うかべていた。イレーナまでもが残念なものを見るような目でこちらを見ている。

　あれ？　なんで？　いいアイディアだと思ったのに……。

「それで、一人六時間ずつ担当しますの？」

「う～ん、二人一組の方がいいんじゃないかしら～？　どうしてもカイくんから離はなれないといけない時があるかもしれないし～」

「じゃあ……二人組で、半日ごとに交代、ですね……」

「……仕方ありませんね。それでいきましょう。まずは組み合わせですが──」

　当人である戒を差し置いて、勝手に話が進んでいく。どうやら結局、交代制が採用されたらしい。さっきは呆れてたのに……何なんだ一体……。

「こんな調子だと、あいつらこの先も苦労しそうだな～」

　イレーナが話し合いを続ける女性陣を見つめながら呟つぶやく。その視線はどことなく生なま温ぬるかった。

「そうですね。交代制でも半日拘こう束そくしちゃうわけですし……」

「いや、そういう意味ではないんだがな～……」

　ダメだこりゃ、と言わんばかりに小さなため息をつくイレーナ。

　その反応に、戒は一人首を傾かしげるのだった。







「えっと……なんというか、この度たびはご迷惑をおかけしまして……」

　話し合いが一通り終わり自分の部屋に戻もどった後、戒はわざわざ面めん倒どうごとを引き受けてくれた二人に対し、改めて頭を下げる。

　今夜から明日あしたの午前まではアリサとジゼラが担当してくれるらしい。

「あらあら～別に迷惑じゃないわ～。アリサちゃんもそう思うでしょう～？」

「……まぁ、お前の責任ではないからな。気にするな」

　柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべるジゼラと、軽く肩かたをすくめるアリサ。

　ただでさえ倉庫整理に時間がかかった上に妙みような騒そう動どうまで起こってしまい、時刻はもう間もなく深夜〇時になろうとしていた。

（幸い入浴は済んでるし、後は寝ねるだけなんだけど……ここ、三人で寝るにはちょっと狭せまいよね……）

　元々一人用の部屋なので、広さはおよそ六畳じようほど。ベッドや家具もあるので、実際に使える床ゆかスペースはさらに狭い。となれば当然、

「じゃあ、僕が床で寝ますから、二人はベッドを使って下さい」

　そう言って、予備の毛布を取りにタンスに向かう。が、

「あらあら～ダメよ～。ここはカイくんの部屋なんだから、カイくんを床で寝かせるわけにはいかないわ～」

　ジゼラに寝ね間ま着きの袖そでを摑まれ、引き留められてしまった。

「いやでも、それこそ迷めい惑わくをかけてしまってる二人を床で寝かせるわけには……」

「それなら大だい丈じよう夫ぶ。三人ともベッドで寝ればいいわ～」

「…………へ？」

　予想外の提案に、一瞬、思考回路がフリーズする。

　部屋にあるベッドは当然ながら一人用。そんなところに無理矢理三人で寝ようとすれば、当然、互たがいの身体からだが密着することになるわけで……。

「いやいやいや、そういうわけには……ねぇ、アリサ？」

「……し、仕方ないな。ここはお前の部屋なのだから。うむ、仕方ない仕方ない……」

「ほら、アリサもこう言って……あれぇっ!?」

　思わず声が上うわ擦ずってしまった。

　まさかアリサがジゼラ先輩の提案に同意するなんて……本当にどうしちゃったの!?

「はい、決まりね～。さぁカイくん、一緒に寝ましょう～？」

　ジゼラが満面の笑みでポンと手を合わせる。想定外の展開に、戒は激しく狼ろう狽ばいした。

「い、いや、でもですね……えっと、そう、実は僕、すごく寝ね相ぞうが悪くて──」

「あらあら～。そういうことなら、わたしが一晩中ず～っと抱だきしめていてあげるわ～。そうすればベッドから落ちないで済むでしょう～？」

「……すみません、気のせいでした」

　グーの音も出ない切り返しを決められ、潔いさぎよく抵てい抗こうを諦める。恐おそらくもう何を言っても無む駄だだろう。それどころか、さらなる事態の悪化を招きかねない。

「それじゃあ、カイくんが真ん中ね～」

　そう言って、羽織っていた上着をひょいと脱ぬぎ捨てるジゼラ。その下はいつか見たスケスケのネグリジェだった。

「っ……せ、先輩、そんな格好……！」

　不意を突つかれ、戒は大おお慌あわてで目を逸そらす。

　あ、危ない……もう少しであちこち全部見えてしまうところだった……！

「ジジジジゼラ先輩！　カイもいるというのに、なんという格好を……！」

「だって、寝る時はいつもこれなんだもの～。大丈夫、灯あかりを消せばほとんど見えないわ～」

「で、ですが……」

「そんなことより、もう遅おそいし早く寝ましょう～？　明日起きられなくなるわよ～」

　アリサの抗こう議ぎを軽くあしらい、一足早くベッドに上がるジゼラ。

　続けてアリサが不満そうな表情を浮かべつつベッドに上がり、最後に戒が「お邪じや魔まします……」と遠えん慮りよがちに二人の間に入った。

（うぅ……き、緊きん張ちようする……）

　なるべく左右の二人に触ふれてしまわないよう、身を小さくして目を閉じる。

　先日の合宿で同じ様な状況を体験した時には、もう二度とこんなことは起きないだろうと思っていたのに……まさかこんなすぐに起きるなんて……。

「ねぇ……カイくん。こっち向いて♥」

「え……？」

　耳元で甘い囁ささやき声がすると同時に、左ひだり腕うでの肘ひじ辺りがふに、と何か柔らかいものに挟はさまれる。戒の心臓がドグン、と一つ大きく跳はねた。

「あ、あの、先せん輩ぱい……もう少し離れた方が……」

「だって、狭いんだもの～。あまり離れちゃうと落っこちてしまうわ～。いわゆる一つの〝不ふ可か抗こう力りよく〟というやつね～」

　そう言いながら、より身体を密着させてくるジゼラ。肘を包み込むムニュムニュの圧あつ迫ぱく感かんがさらに増し、戒は誘ゆう惑わくに負けてつい顔を左に向け──

「いだだだだっ……！」

　そうになったところで、強引にアリサの手で反対側に向けさせられた。

　ぐぎり、と首から嫌いやな音がし、たまらず悲鳴を上げる。

「い、痛いよアリサ……！」

「お前が不ふ埒らちなことを考えるからだ。こっちを向いていろ」

　すぐ目の前にあるアリサの不ふ機き嫌げんそうな顔。すっと細められた瞳ひとみも、形の良い鼻も、柔らかそうな唇くちびるも……ほんの少し手を伸のばせば届きそうな距きよ離りにある。

　今の状況も忘れて、戒はマジマジとアリサの顔を正面から見つめてしまった。

「……だ、だからといってそんなにじろじろ見るな、バカ者……」

「っ……ご、ごめん！」

　頰ほおを染めながら恥はずかしそうに目を伏ふせるアリサを見て、ようやく我に返って謝罪する。

　何してるんだ、僕……こんな至近距離で……。

「アリサちゃんばっかりずるいわ～。こっちも向いて、カイくん♥」

「ダメだ！　こっちを向いていろ！」

「ちょぉっ……ふ、ふらりろもおりるいへ！」

　両側からがっちり摑つかまれ、戒の顔が不細工に歪ゆがむ。天てん井じようを向いて寝れば万事解決なのだが、この状態ではそれを伝えることもままならない。

　それでもなんとか二人を説得しようと、戒が強引に口を開きかけたところで、

「お、お前は私のことだけ見ていればいいのだ！」

「ぅぇ……？」

　アリサの口から、思わぬセリフが飛び出した。

「あ、ありしゃ……？」

「え……？　あっ……や、その、は、わっ……！」

　一瞬ポカンとした後、たちまち耳まで真っ赤に染めるアリサ。ぱっと手を離すとくるりと寝返りを打ち、こちらに背中を向けてしまう。すぐに「うぅぅ～……」という小さな唸うなり声が聞こえてきた。

（えっと……別に深い意味とかはないんだよね？　ジゼラ先輩の方を向くなっていう意味で言っただけで……うん。そうだ。きっとそうに違ちがいない）

　一人勝手にそう結論づけ、顔を天井に向けると目を閉じる。心臓の鼓こ動どうがやけにはっきりと耳奥で木霊こだましていた。

　深い意味なんてないと結論づけたはずなのに……一体何を期待してるんだ、僕は……。

「あらあら～、なんだかいい雰ふん囲い気きね～。妬やけちゃうわ～」

　などと思っていると、そこで左ひだり隣どなりのジゼラから小さな忍しのび笑いが。

　なんとなく嫌な予感がし、戒がジゼラの表情を横目で確かく認にんしようとすると、

（はわっ……!?）

　いきなり毛布の下にあった左手を摑まれ、どこかに誘ゆう導どうされた。

　指先に感じるしっとり滑なめらかで、それでいて確かな柔らかさと弾だん力りよく性を備えた至高の手て触ざわり。

　おおよその手の位置から察すると……もしかしてこれ、ジゼラ先輩の太もも!?

（先輩、マズいですよ……！）

　抗議の意志をこめた視線を送るが、ジゼラは楽しそうに微笑むだけ。

　万が一、このことがアリサにバレたら烈れつ火かのごとく怒おこり出すだろう。その前に止やめさせないと……！

「んっ……」

「っ……！」

　だが、戒がジゼラの手を振ふり払はらおうとしたその直前。

　彼女は寝返りを打つフリをしながら、戒の手を両足の太ももに挟み込んでしまった。

（しまった……遅かった……！）

　強引に引き抜ぬけば、確実にアリサに気付かれてしまう。

　さらに言えば、左手全体を包み込むモチモチ肌はだの感かん触しよくには抗あらがいがたい魅み力りよくがあった。思わず、このまま身を委ゆだねてしまいたくなるような……。

（って、何考えてるんだ僕は……！）

　快楽に押し流されそうになった思考をどうにか振り払い、そろそろと手を動かす。

　スリスリ、スリスリ……と指先が肌を撫なでると同時に、ジゼラはぴくんと身を震ふるわせた。

（カイくん……そんなに動かしちゃ、ダメ……♥）

　頰を上気させ、目を潤うるませながら小声でそう呟つぶやくジゼラ。大人の色気と羞しゆう恥ちの感情が入り交じったその表情に、戒の視線は釘くぎ付づけになってしまった。

　ジゼラ先輩……可愛かわいい……。

「……おい、カイ。先さき程ほどから何をごそごそしている？」

「うぇっ……!?」

　とその時。いきなりアリサから声をかけられ、ついびくりとしてしまう。

　ゆっくり動いていた戒の手が一気に足の付け根の方に移動し、ジゼラの身体が一ひと際きわ大きくはねた。

「あんっ……♥　ダメよ、カイくん、そこは……♥」

　はっきりとしたジゼラの色っぽい悲鳴。

　やばい、と思ったときには既すでに遅く、アリサはたちまち両目を逆三角形に吊つり上げた。

　抵抗する間もなく毛布がはぎ取られる。

　戒の左手は、まるでジゼラの股ももに挟まれるような格好になってしまっていた。

「……あ、あの、えっと……」

「な、ななななな……！」

　かぁぁぁ、とアリサの顔が再び真っ赤になる。今にも頭から湯気が出てきそうなほどだった。

「にゃ、にゃにをしているのら！　ここここんにゃ、わらひがとなりにいりゅというろに……！」

「いや、その、これは半分くらいは事故というか……」

「ちゅまり、はんぶんはこいといるころらな!?」

「そ、そういうわけじゃ……！」

　あまりにショッキングだったのか、いつも以上に呂ろ律れつが回っていないアリサを懸けん命めいに宥なだめる。

　っていうかアリサ、寝ね間ま着きの状態でそんなに身を乗り出したら、その……胸の谷間が思い切り見えちゃうんだけど……。

「そこれあさまれしぇいざしろ、カイ！」

　そう言って、びしっと床ゆかを指さすアリサ。

　あ、朝までって……後六時間以上あるのに!?

「ご、ごめんなさい。反省してますからそれだけは……！」

「うるしゃぁぁぁぁぁああああああああい!!」
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　両手を合わせて必死に許しを請こうも、怒いかり狂くるったアリサは聞く耳を持ってくれず。

　戒は冷たい床に正座させられ、朝まで眠ねむ気けと足の痺しびれに苦しめられるハメになったのだった。







　第二章　学園祭の記き憶おく







「……朝……か……」

　窓から差し込む眩まばゆい陽光に目を細めながら、戒かいは干ひからびた声でそう呟く。

　正座を始めてからかれこれ七時間弱が経過。もちろんその間、一いつ睡すいもしていない。

　いい加減、体力も気力も限界に近かった。

（もう両足の感覚ないよ……。うぅ……なんでこんなことに……）

　ベッドの上では、怒り疲つかれたアリサとベッドに縛しばられて身動きが取れなくなったジゼラ（アリサが強引に縛ってしまった）がすやすやと眠ねむっている。

　二人とも寝ねてしまったのでこっそりサボろうかとも思ったのだが、正座を崩くずした瞬しゆん間かんにアリサが目覚めるような気がして、結局、一度も崩せなかった。

「……お風ふ呂ろ入ってこよ……」

　眠気覚ましも兼かねて毎朝の日課をこなそうと、ゆっくり立ち上がって洗面用具を取りに向かう。

　一歩目で転てん倒とうした。

（っ～～～～！　予想はしていたけど……これは、きつい……！）

　右足を踏ふみ出した瞬間、一気に全身に痺れが回った。ちょっとやそっとじっとしているくらいでは到とう底てい、収まりそうにない。

　仕方なく徒歩移動を諦あきらめ、ほふく前進で洗面用具を取りに向かう。端はたから見ると異様な光景だろうが、背に腹はかえられない。

（……そういえば、何か忘れてるような……何だっけ？）

　頑がん張ばって思い出そうとしてみたが、寝不足のせいか全く頭が回らない。

　まぁいいか、と思考を放ほう棄きし、戒が洗面用具をしまっているタンスの引き出しに手を伸ばそうとした、その時、

　ブ～～ッ！

　右手首から突とつ如じよ、耳みみ障ざわりな音が鳴り響ひびいた。

「にゅぁっ……!?」

「きゃっ……!?」

　背後から二つの驚きよう声せいが上がる。そこでようやく、戒はこんな状じよう況きようになってしまった元げん凶きようを思い出した。

　しまった……！　そういえば、〝永遠の拘束エターナルチエイン〟のことをすっかり忘れ──

「ふぎゅっ……！」

　両足が痺れた状態では逃にげることも出来ず、強制的に引き寄せられたアリサとジゼラの身体からだに押おし潰つぶされる。

　もう踏んだり蹴けったりだった。

「あ、朝からなんなのだ、一体……」

「いたた……。カイくん、大だい丈じよう夫ぶ～？」

「大丈夫……です……」

　二人の体重に肺を圧あつ迫ぱくされながら、なんとか声を絞しぼり出だす。

　もう……どうにでもなれ……。

「〝永遠の拘束エターナルチエイン〟か……どうやら、同じくらいの距きよ離りにいる異性はまとめて引き寄せてしまうらしいな……」

「わたし縛られていたはずなのに、それも解けちゃうのね～」

　予想以上に強力な〝永遠の拘束エターナルチエイン〟の効果に感心する二人。

　あの……それより先にどいて欲しいんですけど……。

「それで？　カイはこんな朝早くにどこに行こうとしていたのだ？」

　立ち上がり、寝間着を軽く整えたアリサが尋たずねる。

「お風呂だよ。僕はいつもこの時間に入ってるから」

「そういえばそうだったな、すっかり忘れていた。……し、しかし……その……」

「うん、わかってる。今日は無理だよね」

　頰ほおを染め、言いにくそうにもごもご口を動かすアリサに、戒は苦く笑しようを返す。

〝永遠の拘束エターナルチエイン〟が効果を発揮している今の状態では、異性が一いつ緒しよでなければ入浴することが出来ない。不潔だとは思うが、イレーナが外す方法を見つけてくれるまでは我が慢まんするしかないだろう。

　と、思っていたら、

「あらあら～、大丈夫よ～。わたしが一緒に入ってあげるわ～♥」

「え……？」

　ここで、ジゼラから思わぬ申し出が。

「昨日も言ったけれど、今回のことは元はといえばわたしの責任だから～。カイくんだってお風呂入りたいでしょう～？」

「それは、そうですけど……でも……」

「それに、足が痺れてる今の状態だと、そもそもお風呂まで歩けないんじゃないかしら～。正座させられちゃったのもわたしの責任だし……ね？」

　いいでしょう、と確かく認にんするかのように小首を傾かしげられ、思わず頷うなずきそうになる。が、即そく座ざに頭を左右に振って思い直した。

「せ、先せん輩ぱい、本気ですか!?　入浴ということは、つまり、その……」

「嫌いやならアリサちゃんは来なくていいわよ～。傍そばに一人いれば大丈夫らしいから～」

「なっ……！」

「さぁ、カイくん行きましょう～？」

「いや、ちょっ……僕はまだ行くなんて言ってないんですけど!?」

　慌あわてて抗こう議ぎの声をあげるが、ジゼラは笑え顔がおでスルー。両足が痺れたこの状態では抵てい抗こうもままならない。万が一、風呂場で襲おそわれたら（貞てい操そう的な意味で）ジ・エンドだ。

　いや、いくらなんでもそんなことはないと思うけど、でも……！

（ア、アリサお願い！　先輩を止めて……！）

　勝手なお願いと思いつつも、心中でそう叫さけぶ。すると、

「ま、待って下さい！」

　その声が届いたのか、アリサが慌てたように声をかけてきた。

「あらあら～？　何かしら～？」

「その……必要性は理解しますが、いくら何でも一緒に入浴というのは賛同出来ません。それも二人でなんて……。カイとて一応、男なわけで……もし何かあったら……」

　頰を染めてしどろもどろになりつつ、ごくごく常識的な意見を述べるアリサ。戒は心の中でうんうんと激しく同意する。

　よかった……昨日少し変だったから不安だったけど、さすがにここはきちんと止めてくれた。ありがとう、アリサ……！

「つまり、わたしとカイくんが二人で入るのには反対だけれど、恥はずかしくて一緒には入れない……ということかしら～？」

　その言葉にアリサがこくんと頷く。すると、ジゼラはポンと一つ手を叩たたいた。

「なるほど～。でもそれなら、両方解決するいい方法があるわ～」

「「へ……？」」

　ニッコリ笑顔でそう告げるジゼラに、戒とアリサの声がハモる。

　正直……嫌な予感しかしなかった。







（……どうして、こんなことに……）

　目め隠かくしで視界が暗くら闇やみに染まる中、戒はそう独りごちる。

　ほんの数ヶ月前まで、女の子と一緒に入浴などというレアイベントは自分とは無む縁えんのものだった。実は空想の産物じゃないかと疑っていたくらいだ。それがこの世界に来てから、幸か不幸か既すでに二度も経験している。

　これだけでも驚おどろくべきことなのに……まさか女の子二人と、それも目隠しをしながら入る日が来るなんて……なんかもう色々な意味で泣きたくなってくる。

（確かに、これならアリサの恥ずかしさは多少、軽減されるかもしれないけれど……）

　端はたから見たら絶対、変態プレイにしか見えないよね？

「それじゃあ、わたしが背中の方を担当するから、アリサちゃんは前をお願いね～♪」

「わ、わかりました……」

　ジゼラの軽かろやかな口調とは対照的に、ガチガチに緊きん張ちようしていることが丸わかりのアリサの声。だが、それも無理からぬ事だろう。

　目隠しをしているので確信はないが、目の前にいる彼女は恐おそらく、生まれたままの姿。目隠しで見えていないとわかっていても、当然、不安はあるはずだ。むしろ、一緒に入浴することを承しよう諾だくしてくれたことが驚きだった。

　ちなみに、僕自身も腰こしにタオルを巻いただけで、ほとんど全ぜん裸らに近い格好。

　正直に言うと、少し恥ずかしい……。

「で、では洗うぞ……いいな？」

「お、お願いします……」

　アリサの緊張が伝染し、ついこちらの声も固くなる。なにしろこれから、アリサとジゼラに身体を洗ってもらうことになっているのだ。

　なお、これは目隠しをしている上、両足の痺しびれもまだ完全に収まっていない状態では上手うまく洗えないだろうという二人からの配はい慮りよによるものであって、断じて僕の希望ではない。

　……いや本当に。

「あらあら～。カイくん、思ったより筋肉あるのね～。女の子みたいな身体をしているのかと思っていたわ～」

「そ、そりゃ……僕だって男ですから……」

　肩かたの辺りを手でさすりながら感心したようにそう言うジゼラに、戒は小さく身を震ふるわせながら答える。

　もっとも、この世界に来るまではもう少しひょろっとした──それこそ女の子みたいな身体だったことは否いなめない。

　訓練や個人練習を通じて毎日剣けんを振ふり回している内に、自然と筋肉がついてきたのだ。

「ふむ……確かに。意外と鍛きたえてありますね」

「ひゃぅ……！」

「でしょう～？　ほら、二にの腕うでなんてこんなに硬かたいわ～」

「おぅふ……!?」

「腹筋や胸筋もなかなか……全身がバランスよく鍛えられていますね」

「あふんっ……ちょ、二人とも……！」

　前後から身体のあちこちを撫なで回され、戒はこそばゆさに何度も身み悶もだえる。目隠しをしているせいでどこを触さわられるか予測できず、それが余計にこそばゆさを助長した。

　繰くり返すようだけど、断じて変態プレイじゃないからね!?

「あ、あの、二人ともその辺で。身体洗わないと……」

「はっ……そ、そういえばそうだった。すまん、つい……」

「ついカイくんの身体に見み惚とれちゃったのよね～？」

「はい……って、ちちち違ちがいます！　わ、私はそんな……！」

　見えていなくても、アリサが狼ろう狽ばいしながら首を左右に振っていることが手に取るようにわかる。きっと背後のジゼラはニヤニヤと意地の悪い笑みを浮うかべていることだろう。

　うぅ……二人とも、あんまりじっくり見ないで……なんかすごい恥ずかしくなってきた。

「よ、よし、洗うぞ。少しくすぐったいかもしれないが我慢しろ」

　アリサの言葉に「了りよう解かい」と一つ頷き、心の準備をする。

　ほどなくして、石せつ鹼けんでぬるぬるになったアリサの手がお腹なかをゆっくりと撫で回し始めた。

（おおぅ……これは、なんというか……キモチイイ……）

　スベスベした彼女の手が肌はだに触ふれる度たび、なんともいえない幸福感に満たされる。おっかなびっくり、それでも一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばろうというアリサの気持ちが初うい々ういしい手つきから伝わってきた。

　夢ゆめ見み心地ごこちとはまさにこのことだろう。

「ど、どうだ？」

「ウン……スゴク、イイデス……」

「そ、そうか。よかった。しかし、なぜカタコトなのだ……？」

　戒が満足していることに安あん堵どしつつ、急に言葉遣づかいが変わったことに首を捻ひねるアリサ。

　一方、幸福のあまり思考能力が極きよく端たんに低下した戒は、与あたえられる快楽にただ身を委ゆだねていた。

　昨日から散々な目にあってばかりだし……このくらいのご褒ほう美びがあっても罰ばちは当たらないよね？

「それじゃあ、こっちもいくわよ～」

　などと都合のいいことを考えていると、今度は背後にいるジゼラから声がかかる。放心状態の戒は「オネガイシマス……」とほとんど条件反射で答えた。が、

　──むにゅう♥

「いっ……!?」

　予想外の刺し激げきを受け、一気に現実に引き戻もどされる。

　背中に押し当てられた感かん触しよくは、明らかに掌てのひらのそれではなかった。

「せ、先輩っ……!?」

「あらあら～。そんなに慌ててどうしたのかしら～？」

　原因などわかりきっているはずなのに、平然とすっとぼけるジゼラ。

　その間にも、背中に押し当てられたそれはにゅるにゅるむにゅむにゅと上下に動き続けていた。

「カイくん……どう？　気持ちいい～？」

「う……いや、その……」

　耳元でするジゼラの甘い囁ささやき声に、戒はつい声を詰つまらせる。先さき程ほどとは別の意味で頭がぼうっとしてしまいそうだった。

　もちろん気持ちいい……気持ちいいですけど……でも、僕にはちょっと刺激が強すぎる気がします……！

「……？　どうかしたか、カイ？」

「な、なんでも！」

　訝いぶかしむようなアリサの声に、慌てて首を振る。まるで昨日の繰り返しだった。

「まさか、またジゼラ先輩と何かいやらしいことを……！」

「ししししてない、ししてないよ!?」

「ならばなぜそこまで動どう揺ようする！　何か隠かくしている証しよう拠こだろう！」

「うぅ……それは……」

　容よう赦しやない追つい及きゆうに返す言葉が見つからず、身体中から冷ひや汗あせが吹ふき出す。

　このままでは二日連続でおしおき直行コース。それだけはなんとか避さけないと……！

「あらあら～。アリサちゃんったら、すぐに人を疑うのはよくないわ～。わたしだって昨日のことは反省しているのよ～？」

　そんなこんなで戒が死しに物もの狂ぐるいで言い訳を考えていると、見るに見かねたのか、ジゼラが助け船を出してくれた。

　……まぁ、完全に噓うそだったけど。後、本当に反省しているなら、アリサに見つかる前に止やめて頂けませんかね……？

「む……確かに、人を疑うのはよくないことですが……」

「でしょう～？」

「し、しかし、先せん輩ぱいが何もしていないならどうしてカイは動揺していたのです？」

「さぁ～？　もしかして、目隠ししているけど本当は見えているとか～？」

「なっ……!?」

　その言葉にアリサが絶句する。戒も驚きのあまり言葉を失った。

「みみみ見えているのか!?　正直に答えろ！」

「見えてないよ！　っていうか、入る前に何度も確かく認にんしたじゃない！」

　ほとんど摑つかみ掛かかるような勢いで尋たずねてくるアリサを懸けん命めいに宥なだめる。

　噓ではないと納なつ得とくして貰もらえるまで五分以上の時間を要した。

「……わかった、信じよう。だが改めて言っておく。絶対に目隠しを取るな。絶対にだ！」

「わ、わかってるよ……」

　今日何度目かわからないアリサの念押しに、盛せい大だいにため息をつきながら頷うなずき返す。

　なんか、もう疲つかれ果てた……早く洗い終わってここから出たい……。

「ねぇ、カイくん」

　すると、そんな風に戒が疲ひ弊へいしきっていたその時。

　ジゼラが突とつ然ぜん、動きを止めて声をかけてきた。

「は、はい。何でしょう？」

「これ……取ってもいいかしら～？」

　何気ない調子でそう言って、腰の辺りを指でつんつんしてくる。

　これ……？　って……まさか……！

「な、ななな何を言っているのです！　それを取ったら、その、み、見えてしまうではないですか！」

「でも、このままだと上手くお尻しりが洗えないのよ～。カイくん、いいでしょう～？」

「ダ、ダメに決まってます！　お尻は自分で洗いますから！」

「あらあら～そんなに恥はずかしがらなくて大だい丈じよう夫ぶよ～。お互たがい、一度は全部見せ合った仲でしょう～？」

「あ、あれは事故みたいなもので……」

　言いながら、以前、下半身を見られてしまった（ついでにジゼラの裸はだかも一いつ瞬しゆん見てしまった）ことを思い出し、腰こしに巻いたタオルを押さえながら思わず赤面する。

　あの時も恥ずかしかったが、今はもっとまずい。なにしろ、男性特有の反応が下半身に顕けん著ちよに出てしまっているのだ。

　いや、もちろん二人をそんな風に見ているつもりはないんだけど、ジゼラ先輩の胸の感触に加えて、目め隠かくしのせいであれこれ想像しちゃってなんだか妙みような気分に……ってこれじゃまるっきり変態プレイだよ！

　などと、戒が心中で一人ツッコミを入れていると、

「……全部、見せ合った……だと？」

　すぐ目の前から、怒いかりに震えるアリサの声が聞こえてきた。

「あ、いや……違うんだよアリサ。あれはあくまで不幸な事故で……」

「……そうか。では、今お前の腰に巻かれたタオルが偶然外れてしまっても、それも不幸な事故ということだな！」

　そう言うや否や、タオルが思い切り下に引っ張られる。戒は慌あわててタオルを押さえる手に力を込こめた。

「ちょっ……やめてよアリサ！　羞しゆう恥ち心しんはどこにいったの!?」

「お前こそ、ジゼラ先輩には見せられて私には見せられないというのか!?」

「だから別に見せたわけじゃ……って先輩も！　引っ張るの止めて下さい！」

「あらあら～何のことかしら～。偶然、タオルがずり落ちそうになっただけよ～」

「偶然って言えば何でも許されると思ってませんか!?　ま、待って二人とも、そんな前後からなんて……い～～～～や～～～～！」

　二人がかりの暴挙に対し、ジタバタもがきながら必死に抵てい抗こうする。と、

　──ズル……

　突とつ如じよ、視界に真っ白な光が差し込んだ。

「えっ……!?」

　一瞬、何が起きたのかわからず、つい戸と惑まどいの声を上げる。

　白く塗ぬりつぶされていた景色が、次し第だいに色と輪りん郭かくを取り戻していった。

（アリ……サ……？）

　夢か幻まぼろしか、すぐ目の前にアリサの姿が見える。

　形の良い胸も、くびれた腰も、可愛かわいらしい鎖さ骨こつも──何もかも全すべてをさらけ出した彼女が、そこにいた。

　……ああ、そうか。ようやく理解した。さっき暴れたせいで、目隠しがズレ──




「み、み、みみみみみみみ見るにゃぁぁぁぁああああ!!」




　──ブスッ!!

「ぎゃぁぁぁぁぁあああああ！」

　次の瞬間、両目に激痛が走り、戒は風ふ呂ろ場ばの床ゆかでのたうち回る。

　これは、痛い……想像を絶する痛みだ……！

「しまった、ついとっさに目つぶしを……大丈夫か、カイ!?」

「うぅ……ひどいよ、アリサ……。目隠しがズレたのだって、元々はアリサが暴走したからなのに……」

　両目からボロボロ涙なみだを流しながら（もちろん、目は閉じたまま）ふらふらと身を起こす戒に、アリサは「本当にすまなかった……」と謝罪する。

　反省しているようだし、とっさにああいう行動に出てしまったアリサの気持ちもわからないわけではないので、戒もそれ以上の文句は喉のどの奥で飲み込んだ。

「っていうか、今いま更さらなんだけどさ……二人が水着を着て入れば、僕が目隠しをする必要もなかったんじゃないかな……？」

「！　い、言われてみれば！」

　まさに今更ながらの提案に、アリサがはっとする。

　なぜこんな簡単なことに気付かなかったのか、実に不思議だ。三人もいるのだから、誰だれか一人くらい気付いてもよさそうなものなのに。

（……あれ？）

　そういえば……そもそも目隠しをするなんて方法を最初に言い出したのは……。

「……ジゼラ先輩。もしかして、最初から気付いてたんじゃ……」

「あらあら～、何のことかしら～？」

　そうとぼけながら、クスクスと忍しのび笑いを漏もらすジゼラ。

　目を閉じたままでも、彼女が頰ほおに手を当てながら楽しそうに微笑ほほえんでいるであろう事は容易に想像できた。

　本当に……この先輩は……。







「実はわたし、行きたいところがあるのだけれど～」

　入浴後、制服に着き替がえるためにアリサの部屋、ジゼラの部屋を経由し、戒の部屋に戻って来た後。

　ようやく両足の痺しびれから解放された戒が制服に着替えようとしたところで、ジゼラがいきなりそんなことを言った。

「行きたいところ……ですか？」

「そうなの～。ちょっと学がく祭さい市いちで買い物がしたいな～と思って」

「学祭市……？」

「学園祭期間中に開かれる市場のことね～。訓練場を使って、学生や一いつ般ぱん客きやくの方々が商品を売っているのよ～」

「はぁ……なるほど」

　実際に見たわけではないので確信は持てないが、ようするにバザーみたいなものだろう。

　どこの世界でも考えることは一いつ緒しよなんだなぁ……。

「私は昨年、利用しませんでしたが……どういった物が売られていたのです？」

「洋服、雑貨、日用品……他ほかにも色々ね～。街で商店を経営している人達が在庫を売りに出すこともあるから、中古品ばかりというわけでもないのよ～。値段も学生向けに低く抑おさえられているわ～」

「ほぉ……」

　ジゼラの説明を聞いたアリサが小さく感かん嘆たんの声を漏らす。どうやらジゼラだけでなく、彼女も学祭市に興味が湧わいてきたようだ。

　となれば、特に反対する理由もない。

「二人が行きたいなら、僕は構わないですよ。ジゼラ先輩は何が欲ほしいんですか？」

「ありがとう～カイくん。ちょっと下着を見ようと思って～」

「へぇ、下着ですか……下着？」

　着替えを再開しようと、制服の上着に伸のばしかけていた手を止める。

〝永遠の拘束エターナルチエイン〟が効果を発揮している現在、戒はジゼラやアリサの傍そばを離はなれることが出来ない。二人が買い物をしている間、離れて待つという選せん択たく肢しはないのだ。

　それってつまり……僕も下着売り場に同行するってことじゃ!?

「最近、胸の方がきつくなってきたから、そろそろ新しいのが欲しいと思って～。せっかくだから、カイくんに選んで欲しいわ～♥」

「ぼ、僕ですか!?　無理ですよ、そんなの！」

　ジゼラの無茶振ぶりに慌てて首を左右に振る。女性用下着のことなど何もわからないし、もちろん、選んだ経験など皆かい無むだった。

（それにしても……胸の方、かぁ……）

　無意識のうちに、視線がそこに吸い寄せられてしまう。制服の上からでもはっきりわかる、相変わらずのすごい存在感。

　きついってことは……つまり、ただでさえ豊かなそれが今なお成長を続けているというわけで……。しかも、それがさっきまで僕の背中に当たっていたかと思うと……。

「……オイ、カイ。どこを見ている？」

「えっ!?　い、いや、別にどこも……あだだっ、アリサごめん！　謝るから耳引っ張らないで！」

「すぐ噓うそをつく奴やつにはおしおきが必要だな……！」

　ベタながら何気にきついおしおきに、戒は涙目になって許しを請こう。

　そんな二人を見て、ジゼラは暢のん気きにコロコロと笑っていた。

「と、とにかく無理ですよ。第一、男の僕が下着売り場にいたら怪あやしいじゃないですか」

「そうかしら～？　別におかしくないと思うけれど～……でも、カイくんがそう言うのなら仕方がないわね～」

　そう言って、持ってきた鞄かばんをごそごそ漁あさり始めるジゼラ。ひとまず下着売り場に行くことは諦あきらめてくれたようだ。

　よかった……服ならまだしも、下着なんてとても──

「はい、カイくん。これ、わたしからの贈おくり物よ～」

「へ……？」

　下着売り場行きを回かい避ひし、ほっと息をついていたところで、ジゼラが鞄から何かを取り出し、手て渡わたしてきた。虚きよを突つかれ、つい受け取ってしまう。

「これは……女子の制服？」

「わたしのお古よ～。去年着ていたものだけれど、洗せん濯たくしたからそんなに汚よごれてはいないと思うわ～」

「……あ、あの、先せん輩ぱい？　これをどうしろと……？」

「もちろん着るのよ～。カイくんが♪」

　…………。

「い、意味がわかりません！　なんで僕が女装しないといけないんですか！」

「だって、女の子になれば下着売り場にいても問題ないでしょう～？」

「僕は男です！　女子の制服着たって女の子にはなりませんよ！」

「なら、試ためしてみましょう～？　もし着替えて女の子に見えなかったら、わたしも潔いさぎよく諦めるわ～」

「そんな……！」

　せっかく危機を回避したと思ったら、余計に悪化していた。戒はとっさに助けを求めるようにアリサを見る。が、

「……その、実は私も下着を買い足しておきたくてな。行けるなら行っておきたい。もちろん、お前に選んで貰もらうつもりはないが……」

「そ、そうなんだ……」

　頼たのみの綱つなのアリサにも袖そでにされ、がっくりうなだれる。悪ふざけではなく純じゆん粋すいに必要らしいので、責めるわけにもいかなかった。

「……わかりました。でも、女の子に見えなかったら諦めて下さいよ！」

「もちろんわかってるわ～。あ、でも、少しだけお化け粧しようさせてね～」

　女子の制服を手に、妙みようにウキウキしたジゼラが迫せまってくる。戒は目を閉じ、男らしく覚かく悟ごを決めた。

　大だい丈じよう夫ぶ、僕だって男だ。ちょっと化粧をして制服を着替えたくらいで、女の子に見えるはずがない！







「さぁ、それじゃあ学祭市に向かいましょう～♪」

「……カイ、泣くな」

「うぅぅ……」

　ポンとアリサに肩かたを叩たたかれ、女子の制服に身を包んだ戒はほろりと涙を流す。

　化粧を終え、制服に着替えてから鏡を見ると、そこには絶世の美女には程ほど遠いものの、女の子と言われても違い和わ感かんのない姿をした自分がいた。

　女顔と言われていたし、自覚がないわけじゃなかったけど……まさかちょっと化粧したくらいで女装出来るなんて……。この世界に来てから少しくらい男らしくなったと思っていただけに、地味にショックだ。

　華はなやかな飾かざり付けが施ほどこされた正門をくぐり、士官学校の敷しき地ちに足を踏ふみ入れる。

　今日、明日の学園祭期間中は生徒だけでなく一般人の立ち入りも許されているので、学内は普ふ段だんの昼休みとは比べものにならないほど賑にぎわっていた。

「すごい人だね……」

　校舎に続く道の両側に出店された露ろ店てんをちらちら眺ながめながら、戒はぽつりと呟つぶやく。

　朝食を食べたばかりではあるが、あちこちから漂ただよってくるいい匂においについ食しよく欲よくを刺し激げきされてしまう。

「あらあら～どこも美味おいしそうね～。下着を買い終わったら食べに行きましょう～」

「そうですね。学祭市は人気があってすぐ品切れするお店もあるようですから」

「というわけだから、もう少し我が慢まんしてねカイくん……じゃなかった、カイちゃん♪」

「……ちゃんはやめて下さい……」

　覇は気きのないツッコミを入れながら、周囲の視線を確かく認にんする。が、一人としてこちらに注目している者はいなかった。つまり、誰も女装に気が付いていない。下手したら女子トイレや女子更こう衣い室に入っても咎とがめられないのではないだろうか。

　男なら本来、喜ぶべきなのかもしれないが……正直、素す直なおに喜べない気分だ。

　そんな風に男としてのプライドを痛く傷つけられながら、アリサ、ジゼラと共に人ひと混ごみの間を縫ぬうようにして進んでいく。

　訓練場が集まった校舎の東側には、正門付近以上に人が密集していた。

「あらあら～……本当にすごい人。いわゆる一つの〝満員御おん礼れい〟というやつね～」

「衣服類は……あそこのようですね」

　学祭市の入場口で貰った案内図を見ながら、アリサが立ち並ぶ訓練場の内の一つを指さす。

　やはり衣服類は人気があるのか、女子生徒や一般の女性客が入口前に行列を作っていた。

「では、早さつ速そくならびましょう～。はい、カイちゃん。はぐれないように」

「え……？」

「そ、そうだな。万が一はぐれて〝永遠の拘束エターナルチエイン〟の効果が出ては困るし、ここはこうしておくべきだろう」

「ええ……!?」

　右みぎ隣どなりのジゼラ、左隣のアリサにそれぞれ腕うでを組まれ、思わず身を固くする。

　これまでもあれこれ、特にジゼラからはアプローチを受けてきたが、あまり人前でされることはなかったので、なんだか緊きん張ちようしてしまった。

（この状じよう況きよう……まさに両手に花って感じで、男としては鼻高々なんだけど……僕今、女の子なんだよね。だからこそアリサも腕組んでくれてるんだろうし……やっぱり複雑だ……）

　女装している自分に改めてげんなりしつつ、二人に連れられるようにして行列の最さい後こう尾びにならぶ。

　それなりに客の回転は早いらしく、あまり待たずに中に入ることが出来た。

「下着売り場は奥ね～。カイちゃん、人混みに紛まぎれてこっそり逃にげたりしちゃダメよ～」

「わ、わかってますよ……」

　二人の間に挟はさまれている状態では抵てい抗こうもままならず、戒は渋しぶ々しぶ訓練場の奥へ。ここまで来れば誰だれか一人くらい自分を怪しむ者がいるのではないかと思ったが、残念ながら不ふ審しんな目が向けられることはなかった。

「これは……思ったより品しな揃ぞろえ豊富ね～。選びがいがあるわ～」
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「どうやら、ほとんどは在庫品のようですね。新品ばかりです」

　訓練場の三分の一程度を占しめている売り場を見たアリサとジゼラが感嘆の声を上げる。

　確かに、ちらりと見ただけでも様々な色や形の下着が置かれており、種類はかなり豊富なようだった。バザーというより、お店がそのまま移転してきたような感じだ。

「どれがいいかしら～。ほらほら、カイちゃんも俯うつむいていないで好みのものを探さないとなくなっちゃうわよ～」

「いや、なんかおかしくないですか!?　僕は買いませんよ!?」

「あらあら～そうだったかしら～？　ついうっかり～」

　ふふ、と楽しそうに含ふくみ笑いをしながら下着を選びに向かうジゼラ。一いつ瞬しゆん、戒に同情するような目を向けた後、アリサもその後に続く。

　二人があれでもないこれでもないと商品を物色している間、戒は針のむしろに座ったような気持ちで目を伏ふせながらそわそわしていた。

　顔を上げて商品を見るのは躊躇ためらわれるし、周りから聞こえてくるのは「胸のサイズは……」とか「お尻しりのラインが……」といった桃もも色いろな会話ばかりだし……。

　これは……想像していた以上に居い心地ごこちが悪い……。

「こんなものかしら～。アリサちゃんはどう～？」

「はい。私もおおよそメドはつきました」

　それから待つこと約三〇分。いくつかの下着を持ったアリサとジゼラが互たがいの戦果を報告し合う。ようやく、お目当ての品を探し当てることが出来たらしい。

　やった……これでやっと、この苦行から解放される……！

「それじゃあ、今から試着するわね～」

「え？　試着？」

「当然だ。着けてみなければ合うかどうかわからないではないか」

「……さいですか」

　何を言っているんだこいつはという目で見られ、戒は遠い目をしながら頷うなずく。

　どうやら、苦行から解放されるのはまだもう少し先らしい。

　二人が試着室に入るのを見届けてから、再び所在なさげに立ち尽つくす。

　試着室といっても木製の敷しき居いとカーテンで作った簡素なもので、鍵かぎすらかからないわけだが……まぁ、ここが本来訓練場であることを考えればご愛あい敬きようだろう。

（試着ってどのくらいかかるんだろう……もしかして、さっき持ってたもの全部試着するのかな？）

　よく見ていないので正確な数はわからないが、二人とも二つや三つではなかった気がする。となると、場合によってはまた三〇分くらいかかるかもしれない。周りが女性だらけのため、試着室のすぐ近くに待機していなくてもよいのがせめてもの救いだ。

　そう思い、戒が深いため息を漏もらしていると、

「カイちゃん～ちょっといいかしら～？」

　カーテンの向こうから、ジゼラに名前を呼ばれた。

「は、はい。どうかしました？」

「着けてみたら少し小さくて……これ、売り場に戻もどしてもう少し大きいのを取ってきてもらえるかしら～？」

　カーテンの間からジゼラが顔を出し、すっとブラジャーを差し出してくる。戒は一瞬、受け取ろうとした後、すぐ我に返って手を引っ込めた。

「な、なな何言ってるんですか!?　そんなこと出来るわけ……！」

「でも、カイちゃん以外に頼める人がいないでしょう～？　アリサちゃんは試着中だし……それとも、上半身裸はだかのわたしに取りに行けと言うのかしら～？」

「そういうわけじゃ……でも……」

　差し出された薄うす紫むらさき色いろのブラジャーをついマジマジと見つめてしまう。

　お、大きい……じゃなくて、小さかったってことは、つまりついさっきまでこれをジゼラ先輩が身に着けていたということで……。

「カイちゃんが取ってくれないと、次の試着が出来ないわ～。そうしたら、ずっとここで待機することになるわよ～？」

「うぅ……わ、わかりました……」

　心臓の鼓こ動どうが早まるのを感じながら、恐おそる恐るブラジャーを受け取る。心なしか、まだジゼラの体温がほんのり残っているような気がした。

　なんだろう、この強きよう烈れつな背徳感は……わかりたくもない下着泥どろ棒ぼうの気持ちがちょっと理解出来てしまったような気がする……！

「……カイくん、匂い嗅かいじゃダメよ～？」

「っ……かかか嗅ぎません！」

　周囲に聞こえないよう小声でぼそりと注意され、大声で否定する。いきなり変なことを言うので、思わずどもってしまった。

　一応断っておくけど、別に図星だったわけじゃないからね？

「ふふ……それじゃあ、よろしくね～♥」

「……はい……」

　散々からかわれてやや気き疲づかれしながら、ブラジャー（脱ぬぎたて♥）を片手に下着売り場に戻ろうとする。

　すると、

「あれ？　イレーナ教官、こんにちは～」

「おお～。学園祭を楽しんでるか～？」

　近くでそんな会話が聞こえ、戒は大おお慌あわてで物もの陰かげに身を隠かくした。

（きょ、教官……!?　なんでこんなところに……！）

　下着が陳ちん列れつされた棚たなの後ろから慎しん重ちように顔を出すと、ほんの数メートル先でイレーナが見知らぬ女子生徒と会話をしていた。多分、教官としてあちこちを見回っているのだろう。

　きちんと仕事をしていて感心……ではあるのだが、よりによってこのタイミングでここに来なくても……！

（さすがに教官相手じゃ女装もバレるだろうし……どうしよう!?　いや、でも、きちんと事情を説明すればわかってくれるかも──）

「こんなところまで見回りですか？　大変ですね～」

「女装して侵しん入にゆうする不ふ埒らちな輩やからがいるかもしれないからな～。見つけたら裸にひん剝むいて校内引き回しの刑けいなのだ♪」

　ダメだこの人全然許す気ない！　っていうか、もしかしてもう僕のことバレてますか!?

（どうする……どうする中なか山やま戒!?）

　このままここにいては、遅おそかれ早かれ気付かれてしまう。その前にどこか安全な場所に退たい避ひしないと……でも、あまり遠くには行けないし……！

「ではな～。あまりはしゃぎすぎないようにするのだぞ～」

「は～い。お疲つかれ様で～す」

　そんな風にあれこれ悩なやんでいる内に、イレーナと女子生徒の会話が終わってしまう。

　くそっ……こうなったら……！

　戒はほとんどやけくそでそこに飛び込んだ。

「…………へ？」

　入った瞬間、何が起こったかわからず呆ぼう然ぜんとしているアリサと目が合う。

　ごめんアリサ！　でも、近くで安全に身を隠せる場所がここしかなかったんだ！

「カ、カカカカぅんン──ッ!?」

　悲鳴を上げそうになったアリサの口を反射的に手で塞ふさぐ。

　見つかりたくない一心で思わずやっちゃったけど……冷静になってみると、試着室に無断で入った上に声を出せないよう口を塞ぐって、もう犯罪と言われても仕方ないレベルじゃないだろうか。

「ん～？　今、何か声がしたような気がするのだ」

　つかつかと足音が近付いてくる。間ま違ちがいなくイレーナのものだろう。

　やばいやばいやばいやばい……こんなところを見られたら、もう言い訳のしようがない……！

「ここか～？」

　戒とアリサのいる試着室の前で、足音がぴたりと止やむ。

　ああ、終わった……僕の人生、ここでゲームセット。よりによって、最後が女装姿だなんて、あんまりだ……。

　せめて来世ではもっと男らしい顔に生まれますように……。

「あ、いた。イレーナ教官！　ちょっと倉庫から道具を借りたいんですけど！」

　だが、その時。幸運にも、何者かがイレーナに声をかけてくれた。声と内容からして、恐らく女子生徒の誰かだろう。

「お～、わかった。今行くのだ！」

　イレーナの足音が次し第だいに遠ざかっていく。それが聞こえなくなったことを確かく認にんしてから、戒は長々と安あん堵どのため息をついた。

　よかった……神はまだ僕を見捨てていなかった……！　ありがとう、名前も顔もわからない女子生徒さん！

「んーんーんーっ！」

「あ、ごめん！　アリサ！」

　そこでようやくアリサの口を塞いだままだったことに気が付き、慌あわてて手を放す。

　そうだ。まだ問題が残ってた。一番やっかいな問題が……！

「アリサごめん！　教官に見つかりそうになって、他ほかに隠れるところがなくて……本当にごめんなさい！」

　両手を合わせ、深く頭を下げながら全力で謝罪する。

　もちろん、これで許してもらえるとは思っていない。でも、せめて命だけは……！

「わ、わかったから落ち着け。あまり大声を出すな。万が一、女装がバレたら一大事だぞ」

「え？　あ、うん……」

　思いの外冷静なアリサに小声で諭さとされ、戒も声のトーンを落とす。

　間違いなくきついおしおきが来ると思っていたので、この反応は予想外だった。

「怒おこってない、の……？」

「怒っていないわけではないが……事情があったのなら仕方がない。今回は許す。だが、きちんと反省するのだぞ」

「も、もちろん！　ありがとうアリサ！」

「あ、バカッ……！」

　ここがどこだったかも忘れてがばっと顔を上げ、面と向かって礼を言おうとしたところで思考が停止する。

　彼女が身に付けていたのは、先せん端たん部分以外がスケスケの黒色のブラジャーと、布面積が極きよく端たんに小さい、俗ぞくにＴバックとか呼ばれている同色のパンツ。

　えっと……こういうの、なんて言うんだっけ……。

「勝負、下着……？」

　ショックのあまり、考えたことが口から垂れ流されてしまう。

　その瞬間、アリサの顔がボンっと真っ赤に染まった。

「ち、ちがっ……た、たまたま見ちゅけらから興味本位れ……こ、こんにゃのふらんから着れいるわけら……！」

　呂ろ律れつの回らない口調で弁解しながら、両りよう腕うでで必死に下着を隠そうとするアリサ。

　余よ程ほど恥はずかしいのか、今にも両目から涙なみだが零こぼれそうだった。

「あゎ……だ、大だい丈じよう夫ぶ！　僕、何も見てないから！　でもすごい似合ってるよ！　だからほら、涙を拭ふいて！」

　勝負下着と涙のダブルパンチでほとんどパニック状態となった戒は、意味不明の矛む盾じゆんしたフォローをしながら手に持っていた布を差し出す。

　ジゼラから受け取った、薄紫のブラジャーを。

「……あ、あれ？」

「……カイ、これはどういうことだ……？」

　涙目から一転、瞬またたく間に表情を険しくしたアリサが問う。

　しまった……！　そういえば、まだ売り場に戻してなかった……！

「ち、違うんだよ！　これはジゼラ先せん輩ぱいが試着したもので……！」

「ほぉ……つまり、お前はジゼラ先輩が試着したブラジャーをこっそり盗ぬすみ出したというわけだな……？」

「そ、そうじゃなくて……ねぇ、アリサ、聞いてよ！　お願いだから聞い──」

「問答無用！　それでも男か～～～～～～！」

　カッ、と瞳ひとみに危険な光を宿したアリサが拳こぶしを振ふり上げる。

　迫せまり来る怒いかりの拳を戒は為なす術すべもなく見つめ……。

　そこで、記き憶おくがぶつりと途と切ぎれた。







「さて、ここからはわたくし達の出番ですわ」

「カイ先輩の傍そばに、います……」

　その日の午後。戒が校舎の保健室で目覚めると、ベッドの脇わきにはミラとカリナがいた。

　アリサとジゼラの担当時間が終わり、明日あしたの朝までは二人が担当してくれるらしい。

「二人ともごめんね、迷めい惑わくかけちゃって。おまけに、保健室で介かい抱ほうまで……」

「問題ありませんわ。介抱といっても、ほとんど見ていただけですから。それよりも……」

　戒が面めん倒どうをかけていることを謝罪すると、ミラは一度首を振った後、ずずい、と半眼でこちらの顔を覗のぞき込み、

「昨夜はどうでしたの？　仮にもわたくしの婚こん約やく者なのですから、当然、何もなかったはずですわね？」

　突とつ然ぜん、そんなことを聞いて来た。

　内心でギクリとし、思わず声を詰つまらせる。

　気付けば、カリナもどこか不ふ機き嫌げんそうな目でこちらをじぃっと見つめていた。

「べ、別に……何もなかった、よ？」

「どうして語ご尾びが疑問形ですの？」

「怪あやしい、です……」

　二人からの疑ぎ惑わくの視線に耐たえきれず、つい目が泳いでしまう。

　ごめんなさい。噓うそです。でも、僕はあくまで被ひ害がい者しやだと思うんだ……多分。

「そ、そんなことより、これからどこに行こうか？　二人とも、行きたいところある？」

　これ以上追つい及きゆうが続くと全すべて白状するハメになりそうなので、無理矢理話題転てん換かんを試みる。

「……なぜ急に話題を変えようとしますの？」

「そんなことより、昨日のこと……です」

　あえなく失敗。それどころか、二人の疑惑はますます深まってしまったようだった。

　ど、どうしよう……他に何か話題を逸そらす手は……。

「……まぁ、いいですわ。担当が替かわるまで時間はたっぷりありますから、今は学園祭を楽しみましょう」

「今夜、じっくり尋じん問もん……です」

「……お、お手て柔やわらかに……」

　さりげなく発せられたカリナの一言に、戒は冷ひや汗あせを流しながら苦く笑しようする。

　どうやら、今夜も眠ねむれない夜になりそうだった。

「さて……それでは早さつ速そく、学祭市にでも──」

「お願いだからそこだけはやめて下さい！　何でもしますから！」

「い、いきなり何ですの!?　なぜそこまで頑かたくなに学祭市を拒こばみますの!?」

「なんだか怪しい、です……！」

　ミラの両足にしがみつくようにして懇こん願がんすると、二人から再び不ふ審しんな目を向けられる。

　一難去ってまた一難。今度はどうやって誤ご魔ま化かすべきか、戒は頭の中で必死に考えを巡めぐらせ始めるのだった。







「うわ……こっちも賑にぎわってるなぁ……」

　廊ろう下かを行き交かう人々の数と熱気に、つい感かん嘆たんの声を漏もらす。

　午前は校舎外を見て回ったので（といっても、結局学祭市しか見ていないのだが）、午後からは校舎内を見て回ることにしたのだが、こちらも校舎外に劣おとらぬ盛せい況きようぶり。

　いつも見ている場所のはずなのに、なんだか別世界のように感じられた。

「校舎内では有志の学生が様々な出し物を企き画かくして出す、と聞いておりますが……」

「へ～……」

　ミラの説明に相づちを打ちながら、試ためしに一番近い教室の中を覗き込む。

　教室の中央に普ふ段だん生徒が使っている椅い子すが六列並んでおり、奥のステージでは軍服（と思われる）を着た女子生徒二人が深刻な顔で何かを話していた。

　どうやら、この教室では戦場を舞ぶ台たいにした演劇をやっているらしい。

『いよいよ明日は決戦ね……。きっとこれが最後の戦いになるわ、マーガレット』

『ええ……そうね、リヨン』

　マーガレット（多分役名だろう）が一枚の写真を見つめながらリヨンの言葉に頷うなずく。

　もしかして、恋こい人びとの写真だろうか。仮にそうだとすれば、この後マーガレットは……。

『どうしたの、マーガレット。そんな顔をして、らしくないじゃない』

『……実はね、リヨン。言っていなかったけれど、私……』

　ああ……言ってしまう。そのセリフを言ってしまったら、もう……！




『この戦いが終わったら……離り婚こんするの！』




「既き婚こん者だった!?」

　思わず声に出してツッコんでしまった。

『マーガレット、ついに決意したのね！』

『ええ！　だってあいつ、薄はつ給きゆうなんだもの！　その上、家事は全く手伝わないし……もう我が慢まんの限界よ！　だから絶対に生き残って、そして言ってやるの！　このロクデナシの甲か斐い性しようなしって！』

『そうよ！　その意気よマーガレット！』

　最後の戦いに向けて燃え上がる二人を見て、観客のボルテージも最高潮に達する。

　その光景を見つめながら、戒はなんとも言えない表情を浮うかべた。

　なんだろう……この行き場のない、どこかやるせない気持ちは……。

「カイ先輩……どうかしたん、ですか……？」

「いや、なんでも……。女性ってたくましいよね……」

「……？」

　悟さとりを開いた教祖のような戒の穏おだやかな口調に、カリナは頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべながら小首を傾かしげる。と、

「あ、カイだ。やっふ～♪　それにミラっちとカリナたんも」

　廊下の向こうから黒いマントを羽織り、三角帽ぼう子しをかぶったイセリアがやって来た。

　恐おそらく魔ま女じよの衣い装しようなのだろうが、小こ柄がらで可愛かわいらしい彼女が着ると魔女というより魔法少女と呼ぶ方が相応ふさわしい気がする。

「ああ、リア。こんにち……は……」

　軽く手を上げて挨あい拶さつしようとしたところで、思わず動きを止める。彼女のすぐ隣となりに、見知らぬ女子生徒がいたのだ。

　もっとも、単にそれだけなら動きを止めたりはしない。その女子生徒は、これだけの人混みの中でも明らかに異い彩さいを放っていた。

（たかっ……！）

　身長は一八〇センチを超こえているだろう。ショートカットにもかかわらず前まえ髪がみだけが異様に長く、顔はほとんど見えない。しかし、その高身長と一ひと際きわ目立つ銀色の髪は周囲の視線を引き寄せるのに十分だった。小柄なイセリアと並んでいるせいで余計に目立っている。

「あ、紹しよう介かいするね。この人はボクの友達で、三年生のミスト＝グラウティス。不ふ真ま面じ目めだから、あんまり学校来ないんだけどね～」

「……身体からだが弱い……だけだ」

　イセリアの紹介を聞いたミストがぼそりと呟つぶやく。高身長だが全体的に線が細いので、身体が弱いという彼女の言い分もそれなりに説得力があった。

「えっと……初めまして、ミスト先輩。僕は二年の中山戒です」

　簡単な自己紹介を済ませてから、戒は握あく手しゆを求めて右手を差し出す。

　だが、ミストはそれに応じず、前髪の隙すき間まから僅わずかにのぞく闇やみ色の瞳で食い入るようにこちらを見つめていた。

「あ、あの……」

「そうか……お前が噂うわさの男か。思ったより普通だな……」

「……はぁ……」

　どういう反応をすればよいかわからず、戒は間の抜ぬけた返事をしてしまう。

　もしかしてバカにされたのだろうか。といっても、実際僕はどこからどう見ても普通の男子生徒なので、反論のしようがない。

「……気を悪くしないでくれ。オレはただ、お前に興味があるだけだ……」

「え……？」

　興味？　それってどういう──

「初めまして、ミスト先輩。わたくしは二年のミラ＝ベロワですわ」

「一年のカリナ＝フォルセル、です」

　意味ですか、と聞こうとしたところで、ミラとカリナがずいっと前に出て間に割り込んできた。おかげで質問するタイミングを逸いつしてしまう。
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「……ああ。よろしく……」

　強引な割り込みにやや困こん惑わくした様子を見せながら、二人と握手を交わすミスト。

　イセリアだけが一人、その様子をニヤニヤと楽しそうに眺ながめていた。

「ところでさ、カイ達は何か出し物の手伝い？」

「ううん。ただ遊びに来ただけだよ」

「そうなんだ。じゃあさ、ボク達の出し物見て行ってよ♪」

「え？　リア、出し物してるの？」

「うん。一班とその他有志によるお化け屋や敷しき、好評開かい催さい中ちゆう～♪」

　くるん、その場で一回転してからウィンクを決めるイセリア。

　宣伝のつもりなのだろうが、お化け屋敷の宣伝としてはあまりにも可愛すぎる気がした。

　ウェイトレスの格好で同じ事をすれば、喫きつ茶さ店てんのいい宣伝になりそうだけど……。

「どう？　カイ達なら特別に一回タダでいいよ」

「それはありがたいけど……ミラ、カリナ、どうす──」

「行きますわ」

「行きま、しょう」

　振ふり返る間もなく即そく答とうだった。

　二人のあまりの決断の早さに、戒はつい面食らってしまう。

「い、いいの？　もう少し考えても……」

「構いませんわ。このままここにいると、知らない女子生徒が次々押し寄せてきそうですから。まったく、いつの間に三年生まで……」

「へ……？」

「先せん輩ぱいはある意味、魔法具アーテイフアクトよりも恐ろしい存在、です……」

「……あ、あのさ。なんか、二人とも怒おこってる？」

「「別に」」

　口ではそう答えつつ、同時にそっぽを向くミラとカリナ。

　どう見ても怒っていらっしゃる……。

（僕、何か怒らせるようなことしたっけ……？）

　保健室を出てからのことを一通り思い返してみるが、心当たりは見つからず。

　結局、二人の機き嫌げんが悪くなった理由はわからないまま、戒はイセリアに案内されてお化け屋敷に向かうことになったのだった。







「で、どう？　カイを見た感想は？」

　カイ達三人がお化け屋敷に入っていくのを見送った後、廊下の隅すみに移動したイセリアがミストに尋たずねる。

　ミストは渋しぶい顔でそれに答えた。

「……今のところ、どこにでもいる男にしか見えん。むしろ普ふ通つうより貧弱な印象だ」

「まぁ、可愛い顔してるもんね～。でも……強いよ。それはボクが保証する」

「雷帝ライトニングマスターの保証付きか。だが……オレ自身の目で確かめるまでは、な」

「ミストは厳しいね～。いや……この場合、『影帝シヤドウマスターは』っていうべきかな？」

「……やめておけ。どこで誰だれが聞いているかわからん」

　鋭するどい目つきでイセリアを睨にらみ、釘くぎを刺さすミスト。

　だが、イセリアは大して気にする素そ振ぶりもなく片手を口元に当て、いやらしい笑えみを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫♪　まさかあのマスターズが顔も隠かくさず、しかも学生に変装して学園祭に紛まぎれ込んでるなんて誰も思わないって」

「別に顔を隠す必要はない。オレの顔を知る人間はごく少数だからな。だが、あれを着ていてはさすがに怪あやしまれる。だから学生に変装しているわけだ。正式には明日、来校する予定になっているからな」

「とかいって……本当はうちの制服着てみたかっただけだったりして。影帝シヤドウマスターだってお洒落しやれしたいの……だって女の子だもん！　みたいな？」

「……どうやらお前とは後で決着をつけねばならないようだな、雷帝ライトニングマスター」

　さらに目つきを険しくするミストに「冗じよう談だんだってば」と笑うイセリア。が、すぐに表情を引き締しめる。

「ま、冗談はこのくらいにして……。そもそもさ、どうして王室はカイを調査してるの？」

「……不自然だからだ」

　ミストはイセリアから視線を外し、ため息混じりに答えた。

「男性魔術師は貴重な存在だ。それゆえ、王室は国中に人を派は遣けんしてその存在を調査している。だが……あの男は調査に引っかからず、ある日突とつ然ぜん、士官学校に編入した。ありえん話だ」

「ただの調査漏もれじゃないの？」

「……その可能性も含ふくめて調査している」

「ふ～ん……。じゃあ、あの〝狂気の庭園マツドガーデン〟とかいう魔法具アーテイフアクトもその調査の一いつ環かんなのかな？」

　軽かったイセリアの口調が突とつ如じよ、威い圧あつ感かんを増す。しかし、対するミストは表情一つ変えなかった。

「……何の話だ」

「そういうの、無む駄だだからなしにしようよ。あんな危険な魔法具アーテイフアクト、簡単に出回るわけないもん」

「オレが王室に保管されている魔法具アーテイフアクトを横流しした、とでも？」

「いやいや。でも、噂で聞いたことあるんだよね～。マスターズの中で一人、魔法具アーテイフアクトを作り出せる人がいるって」

　犯人を追い詰つめる探たん偵ていのように淡たん々たんと自身の推測を語るイセリア。

　ミストは降参だ、とでも言うように小さく両手を上げた。

「ボクはマスターズだけど、この学校の生徒でもある。ああいう危険な真似まねはやめてもらいたいな」

「試合が終わればすぐに回収する予定だった。それに、命を危険にさらすほどの威い力りよくはない。無用な心配だ」

　魔ま力りよくの流れを乱すあの魔法具アーテイフアクトにどれほど抗あらがえるのか。

　ミストとしてはそれを確かめたかったのだが、間かん者じやから上がってきた報告は驚おどろくべきものだった。

「まさか、まるで効果がないとはな……。雷帝ライトニングマスター、お前はどう考える」

「う～ん……効果がなかったんじゃなくて、そう見えただけ……とか？」

「多少流れを乱されても影えい響きようがないほどの魔力保有量ということか。想像を絶するな」

「あとは……あの剣けんに秘密があるのかも」

「あの剣……？」

　眉まゆ根ねを寄せるミストに、イセリアは自分の腰こしの後ろ辺りをトントンと叩たたいて見せる。

　それを見て、ミストは戒が腰の後ろに剣を提さげていたことを思い出した。

「あの剣は学校支給のものじゃない。学校支給以外の武器を使っている人は他ほかにもいるから、この前まではあんまり気にしてなかったんだけど……あれはちょっと普通じゃないよ」

「普通じゃない……とは？」

「魔法浸透容量キヤパシテイーが桁けた外はずれなんだよね。剣身が全部魔導鉱石マナリウムで出来てるんじゃないかって思うくらい。もちろん、そんなことあり得ないけどさ」

　魔導鉱石マナリウムは採さい掘くつ出来る量が限られている上、加工が難しいことで知られている。

　材料的にも技術的にも、魔導鉱石マナリウムだけで武器を作ることは不可能だった。

「……確かに、あり得ないことだ。普通なら……な」

「？　何か心当たりでもあるの？」

　妙みように含みを持たせたミストの言葉に、今度はイセリアが眉根を寄せる。

「……もう一つ、気になることがある。報告によれば、あの男は剣を召しよう喚かんした……と」

「ああ……そういう風に見えたね。実際のところはどうかわからないけど……それが？」

「……八人目、かもしれん」

「いや、いきなり八人目とか言われても……もう少しちゃんと説明してよ」

「……我々〝神に愛されし者マスターズ〟が『願いの神樹イグドラシル』を守護するために存在することは知っているな？」

「一応は。まぁ、ボクは学生だからあんまり実感ないけどね～」

　両手を頭の後ろで組み、気楽な調子でそう答えるイセリア。

　ミストはそんな彼女に一いつ瞬しゆん、咎とがめるような視線を向けたが、すぐに無駄と悟さとったのか話を続けた。

「マスターズは各属性で一人ずつ、計七人選ばれる。だが……伝承によれば、それとは別に八人目が存在するらしい」

「別っていうと？」

「我々とは別の目的を持つということだ。もっとも、あくまで伝承に過ぎないが……」

「ふ～ん……でも、あるかもしれないね」

　思わぬ返答に、ミストの眉がぴくりと吊つり上がる。

「なぜそう思う？」

「ん～……カイってさ、なんか違ちがう気がするんだよね。こう、本質的な部分っていうか、根本的な部分っていうか……そういうのが」

「……言っている意味がわからん。まさか、異世界人だとでも言うつもりか？」

「案外、そうかもしれないよ？」

　そう言って、小首を傾かしげながら微び笑しようを浮うかべるイセリア。冗談とも本気ともつかないその言葉に、ミストは小さく鼻を鳴らした。

「何を言うかと思えば……。それがあり得ないことは、誰よりもお前が知っているのではないか、雷帝ライトニングマスター？」

「まぁ、そうなんだけどさ～。そうだったら面おも白しろいな、と思っただけで」

「……いずれにしろ、あの男の持つ剣については調べる必要がありそうだな。だが、どうやって調べるか……」

「調べさせてって頼たのむのはちょっと怪しいもんね～。怪しまれずに調べるには……」

　腕うで組ぐみをして考え始める二人。が、一分も経たたない内にイセリアがはっと顔を上げた。

「ねぇねぇ、ミスト♪」

「……なんだ？」

　妙に弾はずんだ声に嫌いやな予感を抱いだきつつも、一応、返事をするミスト。

　イセリアはムフフ、と心底楽しそうに口元をニヤつかせながら、お化け屋や敷しきの方に視線を向けた。

「ボク……いい方法を思いついちゃった♥」







「うぅっ……!?」

　お化け屋敷に入ってから一〇分ほどが過ぎた頃ころ。

　突然、背筋に原因不明の悪お寒かんを感じ、戒は思わず声を上げて身み震ぶるいした。

「な、何ですの!?」

「どうかしたん、ですか……!?」

「あ、いや……何でもないよ。ちょっと寒気がしただけ。驚かせてごめん」

　びくりと身体からだを震わせた両りよう隣どなりのミラとカリナに慌あわてて謝罪する。ぴったりと肩かたを寄せてきているため、二人の驚きぶりがはっきりと伝わってきた。

（っていうか、そんなにくっつかなくても……カリナはともかく、ミラも意外と恐こわがりなのかな……）

　教室内は一いつ切さいの光が遮しや断だんされ、一定間かん隔かくで設置された小さなランプだけが足あし下もとを照らしている。学生が作ったものなのでセットや仕し掛かけ自体は大したことはないのだが、廃はい墟きよの洋館を歩いているようなこの雰ふん囲い気きだけはなかなか本格的だ。二人が怖こわがる気持ちもわからないわけではない。

「で、出口はまだですの……？」

　不安げな声でそう言って、きゅっと服を摑つかんでくるミラ。無意識の行動だろうが、女の子らしいその仕草になんだかドキドキしてしまう。

「教室を三つ使ってるらしいから、もう少し先かも。……怖い？」

「こ、こここ怖くなどありませんわ！　わたくし、幽ゆう霊れいなんて信じておりませんもの！」

「……あ、ミラの後ろに首から上のない幽霊が──」

「きゃぁぁぁああああああ！」

「っ────!?」

　ガバッ、といきなり抱だきつかれ、戒は危あやうく悲鳴を上げそうになる。

　ちょっとした悪戯いたずらのつもりだったのだが、まさかこれほど効果があるとは思わなかった。

「どこっ!?　幽霊はどこにいますの!?」

「お、落ち着いて。冗談、冗談だから……」

　ほとんどパニック状態のミラの頭に片手をのせ、懸けん命めいに宥なだめる。

　恐おそる恐る首だけ振ふり返り、自分がからかわれたことを悟ったミラは、涙なみだ目めになってこちらを睨んできた。

「ひ、ひどいですわ！　わたくしをバカにして！」

「ごめん！　怖がってるミラが可愛かわいかったから、つい出来心で……」

　決してバカにしたつもりはなかったが、そう思われても仕方がないので誠心誠意謝罪する。迷めい惑わくをかけている身の上で、あまりに軽率な行動だった。反省しないと。

「本当にごめん。もう絶対しないから……って、ミラ？」

「……可愛かった……可愛かったから……」

　なんとか許してもらおうとさらに謝罪の言葉を続けようとしたところで、ミラの様子がおかしいことに気付く。頰ほおを赤らめてぽーっとしながら何事か小声で呟つぶやく彼女は、心なしかとても幸せそうに見えた。

「あの……ミラ？　どうか──」

　したの、と尋たずねようとしたところで、いきなりドン、と何かがぶつかってきた。

　思わず言葉を止め、ぶつかってきたものの正体を確かめる。

「カリナ……？」

「……お化けが見えた気が、しました……」

「え、そうなの？」

　怯おびえたようにぎゅっと腰にしがみついてくるカリナの頭を軽く撫なでながら、辺りを見回す。周囲にそれらしきものは見当たらないが、気付かない内に仕掛けが作動していたのかもしれない。

「そんなに怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。皆みんな、作り物だからさ」

「……ミラ先せん輩ぱいばっかりずるい、です……」

「え？」

　よく聞こえなかったので聞き返すも、なんでもないです、と小さく首を振るカリナ。が、言葉とは裏腹に腰に回された腕にはますます力がこもった。

　……もしかして、今までは我が慢まんしていただけで、相当怖い思いをしていたのだろうか。

「大丈夫だよ、カリナ。いざとなったら、その……ぼ、僕が守るから」

「……ふぇ？」

　なんとか安心してもらおうと柄がらにもないことを言うと、カリナはびっくりしたように顔を上げた。

　慣れないセリフなので思わずどもってしまった……かっこわる……。

「本当……ですか？　カリナがピンチの時は、カイ先輩が守ってくれ、ますか……？」

「う、うん。守る。守ります」

　念を押すように確かく認にんされ、戒はカクカクと首を何度も縦に振る。

　頼むからあまり何度も言わせないで欲しい。僕には似合わないにもほどがある……。

「そう……ですか。えへへ……」

　こちらを見上げながら、嬉うれしそうな顔で微笑ほほえむカリナ。

　つたない上に締しまらない言葉だったが、少しは彼女の恐きよう怖ふを和やわらげることが出来たらしい。笑われても仕方ないと思っていたが、案外言ってみるものだ。

　しばらく足を止めてしまっていたため、再び三人で先に進む。

　先さき程ほどよりもさらに密着度が増した気がしないでもないが……二人が楽しそうなので、お化け屋敷を出るまではこのままでいよう。

「あ……ここが出口、かな？」

　それからは大がかりな仕掛けもなく、すんなり出口の手前まで辿たどり着く。

　教室の外に続く扉とびらの前には机が一つ設置され、その上には一枚の紙が置いてあった。

「何これ……？」

　碁ご盤ばんのように四角形のマスが数多く描えがかれた紙を手に取る。マスの周囲には様々な文章が書かれていた。

「パズル……のようですわね。文章をヒントにして各マスに単語を当てはめていくようですわ」

「太線で囲まれたマスの文字をつなげると、脱だつ出しゆつの合い言葉になります……と、書いて、あります」

　カリナが扉の張り紙を読み上げる。ようするに、いわゆるクロスワードパズルを解けということらしい。まさか異世界でクロスワードパズルに出会うことになるとは……。

「けど、参ったな……。僕、この世界の単語知らないし……」

　文章自体は読めるのだが、その文章が示す単語はからっきしわからない。

　日常で使う単語は少しずつ覚えてきたとはいえ、戒の語ご彙い力はまだまだ貧困だった。

「では、わたくし達の出番ですわね」

「カリナも、頑がん張ばり……ます」

「ごめんね、二人とも。お願いするよ」

　紙を手て渡わたすと、すぐにパズルと睨にらめっこしながらあーでもないこーでもないと話し合いを始める二人。戒は邪じや魔まにならないよう、少し離はなれた場所でその様子を見守る。

　マスの数はざっと見ても二〇以上はあった。解くのには少し時間がかかるだろう。

「危ない危ない。なんとか間に合った♪」

「え……？」

　とその時。いきなり背後から声が聞こえ、とっさに振り返ろうとする。が、すぐに羽は交がい締じめにされ、動きを封ふうじられた。

「ムフフ……どうだった？　ボク達のお化け屋敷は？」

　耳の中に吹ふきつけられるような悪戯っぽい囁ささやき声。戒はぞくりと背筋を震わせた。

「こ、この声は……リア？」

「大正解～♪　声だけでわかっちゃうなんて、ちょっと嬉しいな。はい、ご褒ほう美び♥」

　瞬しゆん間かん、ペロリ、と生暖かい感かん触しよくが耳の裏をくすぐり、危うく変な声を上げそうになる。

　さすがというかなんというか……こんな近くまで接近されていることにまるで気付かなかった。
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「や、やめてよリア！　なんでこんなこと……！」

「ムフ……いいのかな～そんなに大きな声出して？　二人に気付かれちゃうよ？」

　その言葉に、慌てて口を押さえてミラとカリナを見る。だが、二人はパズルに夢中で気付いてはいないようだった。教室が薄うす暗ぐらいのも幸いしているのだろう。

「ボクはバレても別にいいけど……カイは色々大変なんじゃない？　大人しくしていた方がいいと思うけどな～」

「ぐ……」

　確かに、二人が一いつ生しよう懸けん命めいパズルを解いてくれているにもかかわらず、協力もせず後ろで戯たわむれているなんて失礼極きわまりない。もしバレたら大目玉は必至だ。

　不本意ではあるが、ここは従わざるを得ない。

「な、何が目的なの……？」

「ムフフ……ちょっとした身体検査かな。大丈夫。痛くしないから♥」

「だからそのセリフを君が言うのは明らかにおかしいよね!?」

　声を抑おさえながらツッコむも、イセリアは相変わらずスルー。

　しゅるしゅるしゅる、とあっという間にネクタイを外されてしまった。

「ちょ、ちょっと……なんで僕の服を脱ぬがそうとしてるの!?」

「触しよく診しんするならやっぱり直接触さわらないとね～♪　ミストもどう？」

「……オレはいい。この男の身体に興味はない」

　制服のボタンを次々外しながら嬉き々きとして尋ねるイセリアに、ミストがため息混じりに答える。イセリアは「そっか～」と至し極ごく残念そうな声で呟いた。

　というか、あなたもいたんですか、ミスト先輩！

「は～い、ご開帳～♥」

「なんかその響ひびき卑ひ猥わいだからやめてくれない!?」

「いいではないかいいではないか～。それでは、触診開始～♪」

「はぅ……！　リ、リア、やめ……」

　お腹なかの辺りを細い指で優やさしく撫でられ、堪たまらず身み悶もだえる。

　なんか、今朝も似たようなことがあったような……！

「うは……何このスベスベ肌はだ！　羨うらやましい！　どうやって手入れしてるの!?」

「べ、別に何も……ひゃふん!?」

「確かに……男の肌とは思えぬ手触りだ……」

　冷たい指が突とつ然ぜん脇わき腹ばらの辺りに触ふれ、裏返った驚きよう声せいが口から漏もれる。

　ミスト先輩、興味ないって言ってたのに……噓うそつき！

「ふむ……いわゆる一つの〝たまご肌〟というやつか」

「え……？」

　そのフレーズはジゼラ先輩がよく使ってる……同じ三年生だし、実は友人だったりするのだろうか。だとしたら、僕に興味があるというのもわからない話では──

「えいっ♥」

「うひゃっ……！」

　イセリアの指が撫でる動作からつんつんとつつく動作に変化し、またしても声が裏返ってしまう。

　お願い、もうやめて……これ以上されたら変な快感に目覚めちゃう……！

「むぅ……ハリも申し分なし！　もう、なんで女の子に生まれてこなかったの!?　カイは生まれるところから人生やり直した方がいいよ！」

「僕の人生全否定!?　言ってることひどい上に無茶苦茶だよ！」

　あんまりな言われように涙なみだが出そうだった。どうせ僕は男らしくないですよ……。

「……その辺にしておけ。オレは目的を果たす」

「え～……ま、仕方ないか。あまり時間もないし。カイ、ちょっとじっとしててね～」

　イセリアが悪戯いたずらをやめ、両りよう腕うでに力を込こめて拘こう束そくを強めてくる。彼女の持つ柔やわらかな二つの膨ふくらみが背中をむにむに圧あつ迫ぱくし、自然と顔が熱くなった。

（目的って言ってたけど……一体何をするつもりなんだ……？）

　何をされるか全く予想できず、とりあえず様子を見る。背後にいるミストは片かた膝ひざを地面につき、何かをじっと見つめているようだった。

　目線はちょうど腰こしの辺り。もしかして……。

「まさかとは思ったが……やはり『王家の秘剣インフイニテイエツジ』……!?」

　驚おどろきと興奮が入り交じったようなミストの声がする。

　そして、その直後、

「貸せ……！」

「えっ……ちょっと!?」

　いきなり、強引にインフィニティエッジを奪うばおうとしてきた。

「な、何するんですか!?」

「もっとよく見せろ……！　初代国王の死後、長らく行方ゆくえのわからなかったこれがなぜここに……！」

「やめてください……！」

　自分が所有する唯ゆい一いつの武器を渡わたすわけにはいかず、ミストの手を摑つかんで引き剝はがそうとする。

　だが、ミストも簡単には譲ゆずらず、両者はインフィニティエッジを巡めぐって人知れず激しい攻こう防ぼうを繰くり広げた。

「……出来ましたわ！」

「やり、ました……！」

　とその時、前方のミラとカリナの間で歓かん声せいが上がる。どうやら、ついにパズルを解いたらしい。

　よかった。これでようやくここから出られ──

（って、全然よくない！　この状態で教室の扉を開けられたら……！）

　ミストと二人でコソコソしていたのがバレてしまう。早く離れないと……！

「逃にがさん……！」

「うぇっ……!?」

　とっさにミストから距きよ離りを取ろうとしたものの、インフィニティエッジをがっちり摑まれてしまい、バランスを失しつして転てん倒とうする。と同時に、ミラとカリナは声を揃そろえて合い言葉を叫さけんだ。

「「ひかりあれ！」」

　教室の扉がガラガラと開かれ、暗くら闇やみに光が差し込む。

　単純だが、ゴールに相応ふさわしいなかなかの演出だった。

「おめでとうございま～す！　見事クリア……です……」

　満面の営業スマイルで教室の扉を開けた女子生徒の表情が突とつ然ぜん、凍こおり付く。

　何事かと思い、ミラとカリナが振ふり返ると、

「む……しまった。時間切れか」

「ふぉっ……ふぁやふふぉいれふらはい！（ちょっ……早くどいてください！）」

　そこには、ワイシャツと制服の前をはだけさせて仰あお向むけに倒たおれる戒と、その上に覆おおい被かぶさるミストの姿があった。身長差もあって、ミストのふくよかな胸が戒の顔を押し潰つぶすような格好になってしまっている。

「ぷはっ……待って二人とも！　これはリアが……ってまたいないよコンチクショー！」

　相変わらずのイセリアの逃げ足の早さに、戒はほとんどやけくそでツッコむ。

　つか、つか、と足音が響き、ミラとカリナがすぐ近くまでやって来た。

「それで、先せん輩ぱい……」

「何か言い訳はありますの？」

「……えっと、その……」

　光を失った瞳ひとみでこちらを見下ろす二人を見て、戒は必死に言い訳を考える。が、すぐには何も思い浮うかばなかった。

　これで本日二度目のおしおき確定。なんかもう、学園祭が軽いトラウマになりそうだ。

「……よくわからないが、どうも君達は誤解をしているようだな」

　だが、ここで思わぬところから助け船が出た。

　制服の汚よごれを払はらいながら立ち上がったミストが、間に割って入ってくれたのだ。

「誤解……ですか？」

「どういうことですの？」

「もしや君達は、オレと彼がいかがわしい行こう為いをしようとしていたと思っているのではないか？」

　その言葉に、ミラとカリナが赤面して俯うつむく。

　いや、確かにそうだろうけど……ミスト先輩も女の子なんだから、そんなにはっきり言わなくても……。

「もしそうだとすれば、それは誤解だ」

「そう、なんですか……」

「で、では何をしていましたの？」

　殺気を和やわらげたミラが改めて事情を問う。

　ミストは何の躊躇ためらいもなく、はっきりとした口調で答えた。




「オレはただ、彼が下半身にさげている大事なものをじっくり見ようと思っただけだ」




　何言っちゃってるのこの人──────ッ!?

「「………………」」

　二人の瞳から再びすーっと光が失われる。

　彼女達が纏まとう怒いかりのオーラを感じ取ったのか、先さき程ほど扉とびらを開けた女子生徒が「ひぃっ!?」と小さな悲鳴を上げた。

「む……なぜだ。先程よりもさらに濃のう密みつな殺気を感じる……」

「はは……もう、どうにでもなれ……」

　恐きよう怖ふに心が押し潰されてしまう前に、全すべての思考を放ほう棄きする。

　父さん、母さん……。僕、この戦いに生き残ったら──

「「生き残りません（わ）」」

　死亡フラグが全て完かん了りようする前に、凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を襲おそう。

　戒の身体からだは枯かれ葉のように軽々と宙を舞まい、お化け屋や敷しきのセットを次々なぎ倒した後、やがてゆっくりと地面に沈しずんだのだった。







　一方、その頃ころ。

「……はぁ～……」

「あらあら～、アリサちゃんったら。そんなに大きなため息をついたら、幸せも尻尾しつぽを巻いて逃げ出してしまうわ～」

「放ほうっておいて下さい……」

　ジゼラの言葉に口を尖とがらせてそう言い返してから、また一つため息を漏らす。

　午後になって戒と別れたアリサはジゼラと一いつ緒しよに校舎外の屋台を回り、今は中庭に備え付けられたベンチで休きゆう憩けいを取っているところだった。

「それにしてもアリサちゃん、随ずい分ぶん食べたわね～。そんなにお腹が減っていたのかしら～？」

「ぅぐ……」

　今度は言い返すことが出来ず、声を詰つまらせる。

　ジゼラの言う通り、確かにたくさん食べた。だが、それは別に空腹だったからではなく、単に昨日から溜たまりに溜まっているストレスを食事で発散したに過ぎない。

　ようするにやけ食いである。

（はぁ……どうして私はいつもああなってしまうのだ？）

　知らず知らずのうちに三度目のため息が漏れる。

　カイとイレーナの会話を盗ぬすみ聞いてしまってから、自分なりに色々と考えた。

　もし、カイが影帝シヤドウマスターと会うことを望むなら、自分にそれを止める権利はない。しかし、だからといって何もせずに見ていることも出来そうにない。

　悩なやみに悩んだ末、アリサが出した結論は……彼が自発的にこの世界に残りたいと思ってくれるよう、精せい一いつ杯ぱい優やさしくするというものだった。

　幸か不幸か〝永遠の拘束エターナルチエイン〟のおかげで一緒にいられる時間は増えた。これは自分の優しさをアピールする絶好の機会。

　そう、意気込んでいたはずだったのに……。

「ねぇ、アリサちゃん？」

「何です？」

「そろそろ事情を聞かせて欲しいかも。昨日、何があったのかしら～？」

「っ……べ、べべ別に何も──」

「なかった、という言い訳は通用しないわよ～。アリサちゃん、昨日から明らかに変だもの～。いわゆる一つの〝挙動不ふ審しん〟というやつね～」

「なぁっ……!?」

　ジゼラの容よう赦しやない言葉がアリサの胸にぐさりと突つき刺ささる。

「へ、変……ですか？　どの辺りが？」

「そうね～……あんまり怒おこらないところ？」

「そ、それでは私がいつも怒っているようではないですか！」

「いつもとは言わないけれど……よく怒ってるのは事実じゃないかしら～？」

「……うぅ……」

　そんなことはない、とは言えなかった。自分でもそのくらいの自覚はある。実際、つい先程もお説教をしたばかりだ。

「これでも同じ班の先輩だもの。悩みがあるなら相談して欲しいわ～」

　そう言って、包容力のあるふんわりした笑えみを浮かべるジゼラ。それを見たアリサは観念したようにうなだれる。

　正直に言って、もう自分一人ではどうすればよいかわからない。ここは昨日のことを話して、素す直なおに助言を求めるべきだろう。

「……そう。そういうことだったのね」

　話を聞き終えたジゼラが、普ふ段だんはあまり見せない神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

　学園祭終しゆう了りようまではまだ時間があるはずだが、材料がなくなったのかお店を閉める屋台が増え始め、正門から学校を後にする一いつ般ぱん客きやくの姿も数多く見受けられた。

「それでアリサちゃんは昨日から怒らないように頑がん張ばっていたのね。まぁ、結局最後は怒っていたけれど～」

「言わないで下さい……」

　改めて事実を指し摘てきされ、がっくり凹へこむアリサ。そんな彼女を、ジゼラは小さな子供を慈いつくしむような優しい目で見つめた。落ち込んで垂れ下がっている頭に手を置いて、よしよしと撫なでる。

「先輩……？」

「アリサちゃんは本当にカイくんが好きなのね～。健けな気げだわ～」

「す……ッ!?　ち、ちがっ、私は別に……！」

「そう～？　ちなみに、わたしは好きよ～」

「なっ……!?」

「カイくんもアリサちゃんも、ミラミラもカリナちゃんも皆みんな好きよ～」

「…………」

「あらあら～、拗すねちゃったわ～。どうしましょう～？」

　からかわれたことを悟さとりむくれるアリサの頰ほおをジゼラがつんつん突つつく。

　しばらくの間そうしていると、やがてアリサは疲つかれたようにため息をついて脱だつ力りよくした。

「先輩は……変わりましたね」

「え……？」

「こうして頻ひん繁ぱんに話をするようになったのは今年度からですが、中等部の頃から先輩のことは知っていました。以前の先輩は……どこか近寄りがたくて、一人でいることが多かった。それが二年生の頃から少しずつ変わり始めて……何故なぜです？」

　むくれ顔から一転、すっと目を細めて心の内を探さぐるかのような視線をジゼラに向ける。

　ジゼラは唐とう突とつな話題転てん換かんに一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったような表情を見せたが、すぐに「そうね～……」と呟つぶやきながら天を仰あおいだ。

「わたしは士官学校に入学してから、ずっとマスターズを目指していたわ。それ以外のことはどうでもよかったし、気にしようとも思わなかった。けれど、学年が上がるごとに次し第だいに自分の限界を感じ始めて……そして去年、イセリアちゃんを見て確信してしまったの。どうあがいても、わたしはマスターズにはなれないんだって」

　そこで一度言葉を止め、ふっと自じ嘲ちようするような弱々しい笑みを浮かべるジゼラ。彼女がそう思う気持ちはアリサにも多少、理解出来た。

　昨年編入してきたイセリアの強さは、学校中に衝撃を与あたえたと言っても過言ではない。彼女との試合で自信を喪そう失しつした学生は一人や二人ではなかった。ジゼラもその一人だったということだろう。

「それからしばらくは自じ暴ぼう自じ棄きだったわ。一体自分はこれまで何をしていたんだろう、そんなことばかり頭に浮かんで……。退学することも考えたけれど、そうしたらそれこそ今までのことが全部無む駄だになる気がして、結局、ずるずる三年生になってしまったの」

「ずるずる……？　ですが、三年になってから先輩は対たい抗こう戦にも欠かさず出場しています」

「そうね。どうしてだと思う？」

　その問いかけに、アリサはわからないと首を横に振ふる。

「それはね……アリサちゃんや皆が頑張っていたから」

「頑張って……？」

「ほら、二四班って教官が集めた急造チームだったでしょう？　おまけにメンバーは四人しかいない……正直、勝てるわけないって思ってたわ。すぐ皆諦あきらめて解散するだろうって……そう思っていた」

　だが、そうはならなかった。三つ、四つと連敗が続いても、アリサも、ミラも、カリナも、誰だれも諦めようとはしなかった。

「そんな皆を見ている内に思ったの。わたしもこの学校に何か残したい。ここにいた時間が無駄ではなかったという証あかしを立てたいって。そう考え始めたら、いつの間にかまた笑えるようになっていたわ。ずっと昔の……子供の時みたいに。だから、わたしは皆が好きよ。後から来たカイくんも含ふくめて、二四班ここが好き。卒業する前に皆と出会えて……本当によかったわ」

「先せん輩ぱい……」

「さて、というわけで～」

　そこでころりと表情を変えたジゼラが、ぴしりと人差し指を立てる。アリサは「ぅ……？」と驚おどろいたように口を閉とざした。

「わたしは素直に全部話したわ。今度はアリサちゃんの番よ～」

「へ……!?」

「アリサちゃんももっと素直になりましょう～。今回のことだって、そんな回りくどいことをしなくても、自分の気持ちを素直に伝えるだけでいいと思うのだけれど～」

「で、ですが……私にカイを引き留める権利など……」

「それって、権利が必要なことなのかしら～？」

「え……？」

　思わぬ盲もう点てんを突かれ、アリサの思考が一瞬、停止する。

　カイの希望を邪じや魔ましてはいけないという気持ちが先行して、そんなことは考えもしなかった。

「もしかしたらアリサちゃんはそれが自分のわがままだと考えているのかもしれないけれど……少しくらいわがままを言う権利ならあると思うわ～。カイくんがこの世界に来てから一番長く一緒にいたのは、わたし達二四班のメンバーだもの。まぁ、アリサちゃんがどうしても引き留めにくいと言うのなら、わたしが代わりにやってもいいけれど～。いわゆる一つの〝代行〟というやつね～」

「…………」

　すっと足あし下もとに視線を落とし、ジゼラに言われたことを少しずつ消化していく。

　彼女の言う通り、カイを引き留めたいというのは自分のわがままだと思っていた。事実、そうなのだろう。

　けれど、あの時カイが態度を保留したのは、恐おそらく自分達二四班のため。とすれば、このわがままさえも、彼にとって考こう慮りよする要素の一つに値あたいするかもしれない。

　そして、何より。

　もし、この気持ちを伝えないまま彼が元の世界に帰ってしまったとしたら……きっと自分は、死ぬまでそのことを後こう悔かいし続けるだろう。

「……いえ。私が、自分でやります」

　小さく首を横に振った後、静かに、しかしはっきりとした口調でそう答え、ベンチから立ち上がる。

　カイは今、ミラやカリナと学園祭を回っているはず。イレーナに会いに行くとすればそれが終わった後だろう。

　もうあまり時間がない。今すぐ、この気持ちを伝えにいかなければ。







「……本当に、死ぬかと思った……」

　窓の向こうにある、もう間もなく沈しずもうかという夕日を見つめながら、戒はしみじみとそう呟く。目が覚めた後、二人が暴れたせいで破は壊かいされたお化け屋や敷しきの再建を手伝った結果、教室を出た時にはもう夕方になってしまっていた。

　周囲には既すでに一般客の姿はなく、生徒の大半は片付けや明日あしたの準備に勤いそしんでいる。後三〇分も経たてば、学園祭初日は終了だ。

「もうやってるお店ほとんどないし……宿舎に戻もどろうか」

　廊ろう下かを歩きながら、両りよう隣どなりを歩くミラとカリナにそう提案する。と、

「……あ、あの……」

　左隣のカリナが、俯うつむき加減で声をかけてきた。

「ん？　どうしたの？」

「……に……きたい、です……」

「え？　何？」

　よく聞こえなかったので、もう一度聞き返す。

　なんだろう……なんかそわそわしていて落ち着きがないような……。

「その……お、おトイレに、行きたい、です……」

「…………へ？」

　予想外のセリフに、一瞬、思考が完全に停止する。

　よくよく見ればカリナは耳まで真っ赤にし、ちょっと涙なみだ目めになっていた。余よ程ほど言うのが恥はずかしかったのだろう。

「ご、ごめん気付かなくて！　行ってきていいよ。僕、ミラとここで待ってるからさ」

　自分の配はい慮りよの足りなさを痛感しながら、行ってらっしゃいとばかりに手を振る。

〝永遠の拘束エターナルチエイン〟は傍そばに一人異性がいれば効果を発揮しない。カリナが傍を離はなれても、ミラがいれば問題はない……と思いきや、

「お、お待ちなさい！」

　右隣にいたミラは、なぜか慌あわてたようにカリナを呼び止めた。

「？　どうしたの、ミラ？」

「……そ、その……実は、わたくしも……」

「…………はい？」

　頰を赤らめながらモジモジするミラを見て、戒の頰をつうっと冷ひや汗あせが伝う。

　もしかして……ミラもトイレに行きたいの？

「……えっと、どっちかがもう少し我が慢まんして──」

「無理、です……！」

「無理ですわ……！」

「……え～……」

　切せつ羽ぱ詰つまった二人の様子に、戒は一人頭を抱かかえる。

　こうなったら……こうなったら、もう……。







「……こうするしか、ないよね……」

　校舎内にある女子トイレの内の一つで、戒はこれ以上ないほど哀あい愁しゆう漂ただようため息をつく。

　試着室に続き、今度は女子トイレ……このブレスレット、実は女難の呪のろいでもかかっているのではないだろうか。

「も、もし覗のぞいたら絶対に許しませんわよ！」

「耳も塞ふさいでないとダメ、です……！」

　個室に入る直前に釘くぎを刺さしてきた二人に「了りよう解かい」と答え、両耳を塞ぐ。

　もちろん、言われるまでもなくそうするつもりだったが……そんな風に言われると、なんだか疑われているような気分になる。あるいは、本当に疑われているのだろうか。

（そんなことするわけないのにさ……にしても、どうしてこうなった……）

　お化け屋敷でのことといい、今の状じよう況きようといい……あまりの不幸っぷりにため息しか出てこない。もう校舎に残っている生徒も少ないので大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、もしこんなところを誰かに見られたりでもしたら……色々な意味で人生終しゆう了りようだ。

「はぁ……」

　再度ため息を漏もらしながら、ふと出入口に視線を向ける。




　見知らぬ女子生徒と、ばっちり目が合った。




「「…………」」

　互たがいにしばし沈ちん黙もく。人間、心底驚いた時には声も出ないというのは本当らしい。

（……まずい、何か言わないと……！）

　このまま黙だまっていては確実に変質者と誤解される。何か気の利きいた言葉で乗り切らなければならない。

　考えろ、考えるんだ。両耳を塞いだ男子生徒が堂々と女子トイレにいても怪あやしまれない、むしろそれがごく自然なことであるかのように装よそおう、そんなセリフを……！

「ってそんなもんあるかぁぁぁぁあああああ！」

　我を忘れ、思い切り自分にツッコんでしまった。

「いやぁぁぁあああ！　へんたぁぁぁあああい！」







[image: ]







　女子生徒が悲鳴を上げながら走り去る。

　ああ、やばい……追いかけて誤解を解かないと……！

　そう考え、ほとんど条件反射で走り出す。と、

　──ブ～～ッ！

　右手首から、聞き覚えのある音が室内に響ひびき渡わたった。

「ひっ……!?」

「ふぇぇぇっ……!?」

　ガチャリ、と鍵かぎが勝手に開き、個室からミラとカリナが無理矢理引きずり出される。

　しまった、と思った時には既に遅おそく、戒は飛んできた二人に巻き込まれ、揉もみ合うようにして一いつ緒しよに床ゆかに倒たおれてしまった。

「うあ……〝永遠の拘束エターナルチエイン〟のことすっかり忘れてた……。ごめんね二人とも。大丈──」

　打ちつけた後頭部の痛みに耐たえながら身体からだを起こそうとして、思わず硬こう直ちよくする。

　ほんの数センチ、まさに目と鼻の先に──ピンク色のフリフリパンツがあった。

　いや、正確に言えばパンツは少し下ろされており、半分くらいお尻しりが見えてしまっていた。パンツとお尻のハーフ＆ハーフだ。

　……って、何言ってるんだろう、僕は。これも頭を打った影えい響きようだろうか。

「な、なんですのいきなり……！」

「ふぇぇ……お、おトイレ……！」

　未いまだ状況を理解出来ていないらしく、ミラとカリナは混乱している模様。今ならまだ誤ご魔ま化かすことも出来る。

　とにかく、一刻も早くこの体勢から脱だつ出しゆつしないと……！

　──むぎゅ

「ぎゅえっ……!?」

　ところが、戒が脱出を試みようとしたその直前。下半身の一部が突とつ如じよ圧あつ迫ぱくされ、思わず頭のてっぺんから悲鳴が飛び出た。

　男にしかわからない、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい鈍どん重じゆうな痛みがじわじわと下半身に広がっていく。

「ふぇ……？　今、何か硬かたいものに触ふれた、ような……」

　硬いものの正体に気付いていないらしく、カリナがさらにむぎゅむぎゅと圧迫してくる。その刺し激げきに、戒は何度も首を振ふって悶もん絶ぜつした。

「カ、カリナ、お願い、そこはやめて……！」

「カイ、先せん輩ぱい……？」

　なぜ戒が苦しそうにしているのかわからず、首を傾かしげるカリナ。

　だが、そのまましばらくすると、

「～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　ボボボッ、と赤面し、声にならない絶ぜつ叫きようを上げた。

「こ、こ、こへはじぇじゅおえ……！」

　混乱の極きよく致ちに達し、両目をグルグルさせながら意味不明な言葉を叫さけぶ。そして、

　──にゅる、にょき

　瞬またたく間に、鮮あざやかなピンク色の翼つばさと尻尾しつぽを出現させた。

　ああ……よりによってこんな時に悪あく魔ま化するなんて……最悪だ……！

「カリナ、落ち着いて……！」

「無理です。こんなもの見せられちゃったら……落ち着きません♥」

　くるりと器用に振り返り、カリナがこちらを見つめる。銀色に妖あやしく光る瞳ひとみが、楽しそうに細められていた。

（ぐっ……！）

　ドグン、と心臓が大きく脈打ち、一いつ瞬しゆんで全身の血が沸ふつ騰とうしたかのような感覚に胸を押さえる。頭の芯しんが煮にえたぎり、喉のど奥から水分が瞬く間に失われていく。

　しまった……見てしまった。悪魔化した、彼女の魔ま性しようの瞳を……！

「まずい、ですわ……早く……」

　よほど切羽詰まっているのか、下半身が下着一枚の状態にもかかわらず、それを隠かくそうともしないで個室に戻ろうとするミラ。

　立ち上がることさえ出来ず、這はうようにして進んでいく彼女のお尻に、戒は容よう赦しやなく左手を伸のばした。

「ひぅっ……!?　あ、あなた、何を……！」

　お尻の柔やわ肉にくをむにっと鷲わし摑づかみにされ、ミラが驚おどろいたように振り返る。戒の唇くちびるがいやらしくニヤリと歪ゆがんだ。

「カ、カイ……!?　一体どうし──やっ、あ、やめっ……んんんっ♥」

　もみもみもみもみ。

　パンツがシワになるほどお尻をもみくちゃにされ、泣きそうな顔で喘あえぐミラ。

　そんな彼女の表情を満足げに一いち瞥べつした後、戒は目の前の桃もも尻じりに視線を向けた。

　いけないとわかっていても、右手が勝手に揉みしだき始めてしまう。

「やぁんっ……♥　カイ先輩、もっと優やさしく……」

　遠えん慮りよなどまるでない戒の手つきに、カリナの身体がぶるりと震ふるえる。それに合わせて、お尻に生えた尻尾がクネクネと誘さそうような動きを見せた。

　……なんか、美味おいしそうだな……。

「じゅる、じゅるる……！」

「ひぃぁぁああああッ!?」

　本能の赴おもむくままに舌を伸ばすと、完全に予想外の行動だったらしく、カリナの顎あごが跳はね上がる。

　慌てて這って逃のがれようとしたようだったが、戒はお尻をむんずと摑んでそれを許さなかった。尻尾をベロベロ舐なめ続けたまま、右手の動きも緩ゆるめない。

「そんな……二つ一緒になんて……先輩、らめぇ……♥」

　お尻と尻尾を同時に刺激され、カリナの声から余よ裕ゆうが失われる。悪魔化した彼女でも、お漏らし寸前の状態で敏びん感かんな部分を刺激されるのはさすがにきつかった。

「カイ……やめ、なさい……も、漏れて、しまいますわ……！」

「やんっ……カリナ、このままじゃ先輩の前でお漏らししちゃい、ます……♥」

　羞しゆう恥ちに頰ほおを染めながら涙ぐむミラと、嫌いやがりつつもどこか嬉うれしそうなカリナ。

　自分が人として最低のことをしていると頭の片かた隅すみでは認にん識しき出来ているのだが、そんな冷静な思考とは無関係にぞくぞくと嗜し虐ぎやく的な快感が背筋を這い上がってきた。

　ごめん……ミラ、カリナ……。でも、自分ではもう止められそうにありません……。

「あっ……もう、ダメぇ……。先輩、ちゃんと責任とって下さいね♥」

「わ、わたくしも絶対に取らせますわ！　こんなことをされたら……もう、どこにもお嫁よめに行けませんもの……！」

　二人がぴくぴくと小刻みに身体を震わせながら、ぎゅっと目を閉じる。

　そして、我が慢まんがいよいよ限界に達しようとした、その時、

　──ポンっ

　間ま抜ぬけな音と白い煙けむりを上げて、カリナの翼と尻尾が消しよう滅めつした。

（……あれ？　僕は、何を……）

　同時に、戒の頭からすーっと熱が引いていく。

　後に残ったのは、多大な後こう悔かいと罪悪感。

「あああ……！　ご、ごめんなさい！　僕、完全におかしくなっちゃって……本当に本当にごめんなさい！」

　女子トイレの床に頭を擦こすりつけ、全力で土下座する。カリナの瞳の影響があったとはいえ、やったことは完全に犯罪だ。

　もし、こんなところを誰だれかに見つかったりしたら──




「もちろん、死し刑けいなのだ」




「…………え」

　背後から聞こえてきた幼い声に、ゆっくりゆっくりと振り返る。

　全長一メートル近い大おお槌づちを担かついだイレーナが、異様に怖こわい笑え顔がおでこちらを見下ろしていた。

「女子トイレに不ふ審しんな男がいると聞いて来てみれば……まさか大事な教え子だとは思わなかったのだ。イレーナさんはとっても悲しいのだ」

「……あ、あの、教官、これは……」

「まぁ、女子トイレにいる理由はなんとなくわかるから、それだけなら見み逃のがしたのだがな～。その上、狼ろう藉ぜきを働いたとなると、教官として見過ごすわけにはいかないのだ」

　小さい身体のどこにそんなパワーがあるのか、イレーナが大槌を軽々振り上げる。

　ミラとカリナは大急ぎで個室に駆かけ込んでしまったので、事情を説明してくれる者もいない。

　……うん。終わった。何もかも。

「片付けに使っていた解体用の槌がこんなところで役に立つとはな～。最後に何か言い残すことがあれば聞いてやるのだ」

　そう言って、天使のように無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮うかべるイレーナ。

　戒はそんな彼女にふっと微笑み返し、言った。

「パンツ見えてますよ……教官」

　ゴッ、と頭に衝しよう撃げきが走り、視界が暗転する。

　その後の記き憶おくは……ない。







「ぅんん……？」

　目を開けると、最初に見えたのはところどころに黒や茶のシミがついた白い天てん井じようだった。

　この光景には見覚えがある。というより、ついさっき見たばかりだ。

「また保健室……？　でも何で……って、いたた……」

　身体を起こそうとしたところで後頭部に鈍にぶい痛みを感じ、たまらず声を上げてしまう。同時に、少しずつ記憶が蘇よみがえってきた。

　そっか……あの巨きよ大だいハンマーで頭を強打されたのか。よく生きてるなぁ……僕。

「む……気付いたか」

「あれ？　アリサ……」

「全く……なぜ一日に二度も保健室に運ばれるのだ。ほら」

　カーテンを開けてひょっこりとベッド脇わきに姿を現したアリサが、水で濡ぬらしたタオルを手て渡わたしてくれる。カイは礼を言ってそれを受け取ると、ズキズキ痛む後頭部に当てた。

　結構な痛みだったから、冷やしたタオルはとてもありがたいんだけど……元々、最初に保健室に運ばれた直接の原因はアリサだからね？

「あらあら～、カイくん目が覚めたのね。よかったわ～」

　内心でそうツッコミを入れていると、続いてカーテンの隙すき間まからジゼラが顔を覗のぞかせる。

　どうやら、この二人が自分を介かい抱ほうしてくれていたらしい。

「えっと……ミラとカリナは……」

「二人とも恥はずかしくてしばらくお前の顔が見られないそうだ……一体何をしたのだ？」

「わたしも、その点についてはとても興味があるわ～」

「それはその……あれは不幸な事故だったというか……それに、被ひ害がい者しやはどちらかというと僕の方で……」

　二人からじぃぃぃっと無言のプレッシャーをかけられ、戒はたまらず目を逸そらす。背中や額を絶え間なく冷ひや汗あせが流れ落ちていった。

「……まぁいい。そういうわけだから、またしばらく担当は私とジゼラ先せん輩ぱいになる」

「カイくん、よろしくね～♪」

「あ、はい……お願いします」

　追つい及きゆうが止やんだことに密かに汗を拭ぬぐいつつ、二人に頭を下げる。

「詳くわしい話は部屋に帰ってから聞くとしよう」

「ベッドの中でもいいわよ～♥」

「…………」

　全然止んでいなかった。

　一難去ってまた一難……最悪、夜にはまたこの部屋のお世話になっているかもしれない。

　うぅ……もうやだ……学園祭なんて大だい嫌きらいだ……。

「お～、復活していたか。二人とも、介抱ご苦労様なのだ」

　そんな風に戒が女難の不幸を苦々しく嚙かみしめていると、今度はイレーナが姿を現した。

　先さき程ほど女子トイレで会った時は気が動転していて意識しなかったが、服装はいつものシスター服ではなく焦こげ茶色の作業着。ところどころが赤や黄色の塗と料りようで汚よごれており、顔にはススのような黒っぽいものが付着していた。

「教官、顔くらい洗ってから来て下さい……」

「ん～？　おお、すまないのだ」

　汚れ放題のちびっ子教官を見るに見かねたのか、ベッド脇にあったタオルでこしこしと顔を拭ふいてあげるアリサ。

　おしおきされることも多いが、こういう何気ない気配りにはアリサの優やさしさを感じる。

　厳しくするところはちゃんと厳しく出来るしっかり者だし、将来はきっといいお嫁さん、いいお母さんになるだろうなぁ……料理にはちょっと難があるけど……って、何考えてるんだ僕は……。

「ところでカイ、昨日の話だがな～。そろそろ返事を聞かせて欲しいのだ」

　顔の汚れが取れたところでそう話を振ふられ、思わずギクリと身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　期限は今日まで。おまけに、もう既すでに日も暮れている。これ以上、態度を保留するわけにはいかない。

　答えなければ。今、ここで。

　そう思い、戒が胸の内で用意していた答えを告げようとした、その時、

　──きゅっ

「…………」

「アリ、サ……？」

　完全に予想外だった。

　すぐ隣となりにいるアリサの親指と人差し指が、制服の裾すそをわずかに引っ張っている。その指先が小さく震ふるえているのは、力を込めているからだけではないだろう。

　言葉はなかった。しばらく見つめても、顔を背そむけて無言のまま。だが、彼女の小さくて柔やわらかそうな耳たぶが朱しゆに染まっているのははっきりと見て取れた。

（顔隠かくして耳隠さず……って、違ちがうか）

　そんなおバカなことを考えながら、自分の右手を制服の裾を摑んでいる彼女の手に重ねる。その瞬しゆん間かん、アリサはびくっと肩かたを震わせて驚おどろいたようにこちらを向いた。

　涙なみだで薄うすく濡れ、不安げに揺ゆれ動く瞳ひとみ。戒は頰を緩めて大だい丈じよう夫ぶだよ、と小声で呟つぶやいてから、改めてイレーナの方に向き直った。

「せっかく気を遣つかって頂いたのにすみません。でも……影帝シヤドウマスターに会うのはやめておきます」

「いいのか～？　こんな機会はもうないかもしれないぞ～？」

「はい。もう決めましたから」

　頷うなずきながら、きっぱりとそう答える。

　元からこう答えるつもりだった。ただ、つい先程までは多少、後うしろ髪がみを引かれる思いがあったのも事実だ。

　けれど、今はない。他ほかならぬ彼女が、僕がここにいることを望んでくれるのだから。

「そうか～。お前がそう言うのなら、イレーナさんからこれ以上言うことはないのだ。だが、学園祭でハメを外すのはほどほどにしておくのだぞ～」

「いや、あれは別にハメを外していたわけではないんですけど……」

「では、イレーナさんは仕事に戻もどるのだ。また後でなのだ」

　一応ツッコミを入れるも、忙いそがしいのか軽くスルーして保健室を去って行くイレーナ。

　ぱたりと扉とびらが閉まると、室内はしばしの静せい寂じやくに包まれた。

「……よかった、のか？」

　やがて、アリサが恐おそる恐るといった感じで口を開く。

「うん。っていうかさ……アリサ、実は僕と教官の会話盗ぬすみ聞きしてたでしょ？」

「うぅっ……!?」

「やっぱり……何か変だなって思ってたんだよね。それで怒おこらないように頑がん張ばってくれてたんだ」

「そ、それは……」

　口元をあわあわさせ、あからさまに動どう揺ようするアリサに思わず苦く笑しようする。

　普ふ段だんは素す直なおじゃないけど……こういう時の反応はびっくりするくらい素直なんだよね。絶対に隠し事とか出来ないタイプだと思う。

　まぁ……そういうところもアリサの魅み力りよくなんだろうけど。

「ありがとう、僕のために。すごく嬉うれしいよ」

「うぅ……べ、別に礼を言われるようなことでは……」

「アリサちゃん、そういう時は素直に受け取っておくべきよ～」

「そうそう。素直に素直に、ね？」

「うぅぅぅぅ～……これ以上、二人でからかうのはやめてくれ……」

　涙目で弱り切った声を出すアリサを見て、悪いと思いつつもジゼラと互たがいに顔を見合わせ、クスクスと笑い合う。

　しかしその後。散々からかわれたアリサはすっかり拗すねて自室に引きこもってしまい、戒とジゼラは宿舎の廊ろう下かで平謝りするハメになったのだった。







　第三章　ジゼラと影帝シヤドウマスター







　ミラとカリナから露ろ骨こつに顔を背けられてしまうという、なんとも悲しい夕食を終えたその夜。

　戒かいはある意味、この日最大のピンチを迎むかえていた。

「ふふ……やっと二人っきりね～カイくん♥」

「そ、そうですね……」

　嬉しそうにニコニコするジゼラに対し、戒は曖あい昧まいな笑みを浮かべながらひとまず無難な答えを返す。

　食堂から自室に戻った後、いつもの癖くせでベッドの上に座ると、ジゼラは待ってましたとばかりにすぐ右みぎ隣どなりにやって来た。そのこと自体は別に問題なかったのだが……。

（ち、近い……）

　彼女が腰こし掛かけた位置は、互いの肩がぶつかってしまいそうなほどの超ちよう至し近きん距きよ離り。

　ふわりと漂ただよってくるラベンダーのような甘い香かおりだとか、時折、太ももをさすってくる掌てのひらの柔らかさだとか、気になるところは多々あるのだが……何より気になるのは、万が一襲おそわれたら絶対に逃にげられないということだ。

　なお、アリサは現在、ミラやカリナと一いつ緒しよに入浴中である。

「あ、あの……先輩？」

「何かしら～？」

「えっと……なんというか、距離が近いような気が……」

「部屋が狭せまいから仕方がないわ～」

　いやいや、いくら狭くても他に座れるところいくらでもあるでしょ。

　心の中でそうツッコむも、声には出さない。今までの経験から、こういう時に何を言っても敵かなわないことはわかりきっていた。

　それに、別に嫌いやなわけじゃないしね。ただ、色々な意味でドキドキするというだけで……。

「ところでカイくん、学園祭の初日はどうだったかしら～？」

「あ、はい。楽しかったです。多分……」

「多分～？」

「いや、ところどころ記き憶おくが曖昧だったり途と切ぎれたりしてるもので。ははは……」

「あの……カイくん？　それ、多分笑うところではないと思うのだけれど～……」

　まいっちゃいましたよ、といったノリで部分的記憶喪そう失しつを告白する戒に、ジゼラは冷や汗混じりに苦く笑しようする。いつの間にか身体だけでなく、なんだかおかしな部分まで逞たくましくなっていた。

「まぁいいわ。それでカイくん？　今日の午後、ミラミラとカリナちゃんとの間に何があったのかしら～？」

「ぅっ……」

　その質問に、ぎくりと身体を硬直させる戒。

　やっぱり、忘れてくれてはいなかったらしい。

「ミラミラとカリナちゃん、食事中もカイくんのことまともに見られなかったみたいだし……よっぽどのことがあったんじゃないかしら～？　アリサちゃんにおしおきされる前に、ひとまずわたしに話しておいた方がいいと思うわ～」

「アリサにおしおきされるのは確定なんですか!?」

　まだ何も言ってないのに……。で、でも、その口ぶりからすると、今話せば少なくともジゼラ先輩からのおしおきは──

「だって、二人一緒より一人ずつの方が負担が軽いでしょう～？」

「……うぅぅ……」

　結局、おしおきは免まぬかれない運命のようだった。

「と、ところで先せん輩ぱい。今日、先輩の友達らしき人に会ったんですけど……」

「あらあら～、あからさまに話を逸そらそうとしているわ～。いわゆる一つの〝悪あがき〟というやつね～」

「うぅ……ミストっていう人なんですけど……」

　狩人かりゆうどのごとき鋭するどい眼光に気け圧おされつつ、往おう生じよう際ぎわ悪く最後の抵てい抗こうを続ける。

　だが、その瞬間、

「っ……!?」

　ジゼラの表情に、たちまち緊きん張ちようの色が濃こく浮うかび上がった。

　予想だにせぬ反応に、戒の背筋にも緊張が走る。

「あ、あの……？」

「それは……背が高くて銀ぎん髪ぱつの女性かしら？」

「そ、そうです。やっぱり先輩の友達なんですね。三年生だし、いわゆる一つのっていう同じフレーズを使っていたので……」

「それで、ミストとはどこで会ったの？　どうしてカイくんのところに？」

「ちょっ……せ、先輩!?」

　ぐぐっと身を乗り出して詰つめ寄ってくるジゼラに対し、戒はとっさに背中を反らすようにして距離を取る。それでも、ジゼラの端たん整せいな顔は睫まつ毛げの数が数えられそうなほどの距離まで迫せまっていた。

「あ、会ったのは、リアから友達だって紹しよう介かいされて、それで……あと、なんか僕に興味があるって言ってました。先輩が僕のことを話したんじゃないんですか？」

　ジゼラの吐と息いきが鼻先をくすぐるのを感じ、恥はずかしさで目を逸らしながら答える。すると、ジゼラは目を伏ふせ、じっと何かを考え込むような仕草を見せた。

「なるほど……そういうことだったのね」

「そういうこと……？　って、どういうことです？」

　ぽつりと漏もれた呟きに対し、その意味を問いただす。が、そこで、

「（がちゃ）戻りました。カイ、ジゼラ先輩と二人だからといって、変なことをして……」

　狙ねらったかのようなタイミングで、アリサが部屋に戻ってきた。

「……お、おかえり、アリサ。あの、ひとまず落ち着いて──」

「おおおおちちゅけるかぁぁぁぁああああ！」

　話を聞いて、と言う前に、手にしていた洗面用具を全すべて床ゆかに落として絶ぜつ叫きようするアリサ。

　既すでに呂ろ律れつが回っていないところを見ると、完全に勘かん違ちがいされているようだ。

「違う、誤解だよ！　ほら、ジゼラ先輩も──」

「アリサちゃん戻ってきたから、今度はわたしがお風ふ呂ろに行くわね～♪」

「あああっ……！　先輩待って！　ちゃんと説明して行って！」

　慌あわてて手を伸のばすもさらりとかわされ、洗面用具を持ったジゼラが部屋を去って行く。

　残されたのは凍こごえるほど冷め切った室内の空気と、今にも爆ばく発はつ寸前のアリサだけ。

「そういえば、ミラとカリナの件についてもまだ聞いていなかったな……今のジゼラ先輩とのことも含ふくめて、全て話して貰もらおうか……。心配するな、きちんと話せば命までは取らない……」

「話さないと命取られるの!?」

　瞳ひとみを爛らん々らんと赤く輝かがやかせながら迫ってくるアリサに、戒はベッドの隅すみで涙なみだ目めになってプルプル震ふるえる。

　元の世界に帰る方法、やっぱり聞きに行くべきだったかなぁ……。

　そう内心で呟つぶやいた直後。狭い室内に、戒の断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびき渡わたったのであった。







　学園祭二日目、すなわち最終日の朝。

　どこからともなく聞こえてくるガヤガヤとした喧けん騒そうの音に刺し激げきされ、戒は重い瞼まぶたを持ち上げた。覚かく醒せいしたてのぼんやりとした意識の中で、壁かべにかかった時計を確かく認にんする。

　時刻は午前九時を少し回ったところ。学園祭は一〇時からなので、そろそろ準備も慌ただしくなってくる頃ころだろう。

（あれ……？　そういえば僕、いつ眠ねむったんだっけ……？）

　しかも、着ているのは寝ね間ま着きではなく学校の制服。一体何故なぜ、と思うものの、どういうわけか昨夜のことが上手うまく思い出せなかった。疲つかれていて、部屋に戻もどってすぐ寝てしまったのだろうか。

「おはよう、カイ。よく眠れたか？」

「あ……おはよう、アリサ」

　むくりと上半身を起こしたところで制服姿のアリサに声をかけられ、戒も欠伸あくびをかみ殺しながら挨あい拶さつを返す。

　昨日は朝からトラブル続きで気にする余よ裕ゆうがなかったけど……目覚めて最初に見るのがアリサの顔だなんて、なんだか新しん鮮せんだ。

　これでエプロンでも着けていたら、なんだか新しん婚こんさんみたい──

「？　何をニヤニヤしているのだ？」

「へっ……!?　べ、別にニヤニヤなんて……あはは……！」

　激しく首を左右に振ふり、恥ずかしい妄もう想そうを頭の中から懸けん命めいに追い出す。

　その間、アリサはわけがわからないといった顔でこちらを怪け訝げんそうに見つめていた。

「ところでさ、アリサ。僕、どうして制服で寝てるのかな？　なんか、昨日の夜のことがよく思い出せなくて……」

「さ、さぁな……。それより、今日は入浴はどうするのだ？」

「あ、そっか。う～ん……もう時間も遅おそいし、今日は身体からだを拭ふくだけにしておくよ」

「そ、そうか。では、これを使え」

　ややほっとしたようなため息をついた後、アリサがタオルを手て渡わたしてくれる。

　戒はそれを水で濡ぬらして絞しぼった後、ベッドの陰かげに隠かくれていそいそと身体を拭き始めた。

　昨夜のことはまだ思い出せないけど……まぁいいか。少し記憶が欠けるくらい、よくあることだよね？

「そういえばジゼラ先輩は？　トイレ？」

「いや、それが……私が今朝起きたらもう部屋にいなかったのだ。机の上に『急用が出来たので今日は一緒にいられない』という書き置きが残っていた」

「急用って？」

「わからない。急用としか書いていないからな」

　そうなんだ、と答えながら、全身を拭き終えた戒は再び制服を着直す。

　着たまま寝てしまったので少しシワがついてしまっているが、仕方がないだろう。

「朝からってことは、学園祭準備の関係かな？　学園祭を回ってたらどこかで会えるかも」

「うむ、そうだな。今日はミラとカリナも誘さそって回るとするか」

　互たがいに頷うなずき合うと、二人並んで部屋を出て階段を下りる。

　二階に着くと、ちょうどミラが部屋から出てくるところだった。

「おはよう、ミラ」

「お、おはよう……」

　アリサに続き、彼女の背後に半ば隠れるようにして挨拶する。

　昨日のことをまだきちんと謝罪していないので、いつも通り堂々と挨拶するのは少し気が引けた。

「ごきげんよう、二人とも。それと……カイ！」

「は、はいっ!?」

「昨日のことは忘れなさい！　わたくしも飼い犬に手を嚙かまれたと思って忘れますわ！」
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「僕ペット扱あつかい!?」

　びしりとこちらを指さしながら頰ほおを染めるミラに全力でツッコミを入れる。

　カイ犬って……あらゆる意味で完全に犬扱いだよ！

「っと、こんなことをしている場合ではありませんわ。わたくし、急いでおりますの」

「む？　出かけるのか？」

「ええ。昨日、クラスの友人に投票所の手伝いをして欲しいと頼たのまれまして……」

「投票所というと、個人トーナメントのものか？　しかし、今年は……」

　ミラの言葉を聞いたアリサの表情が曇くもる。

　会話内容から察するに、投票所とは恐おそらく個人トーナメントの優勝者を予想して投票する場所のことだろう。

　しかし、今年の優勝者はイセリアでほぼ決まりなはず。優勝者予想もそう盛り上がるとは思えないのだが……。

「あら、もしかして聞いておりませんの？　イセリアは昨夜、参加を辞退しましたわ」

「「辞退!?」」

　声をハモらせながら、二人揃そろって思わず目を丸くする。

　昨日の昼に戒が会った時には特に変わったところはなかった。となると、その後に何かあったのだろうか。

「辞退の理由は？」

「さぁ、そこまでは。ともかく、イセリアが辞退したことで優勝の行方ゆくえはわからなくなりましたから、投票所は今日、混雑が予想されますの。当然、人手も足りなくなりますわ」

「だからミラが呼ばれたってことか……」

　そういうことですわ、と言って、地面に置いていた鞄かばんを肩かたにかけるミラ。

　戒とはクラスが違うため、これまで普ふ段だん、彼女がどのような学校生活を送っているのかほとんど知らなかったが……こういう時に呼ばれるということは、皆みんなから頼たよりにされる存在なのかもしれない。

「そういうことなら仕方がないな。では、カリナを誘うとしよう」

「カリナならもういませんわよ」

　ミラの横を通り過ぎてカリナの部屋に向かおうとしたアリサがぴたりと動きを止める。

「そ、そうなのか？」

「ええ。クラスの出し物の準備があるとかで。一年生は出し物をするクラスが多いですから。わたくし達も去年は参加したでしょう？」

「むぅ……言われてみればそうだった気も……」

　昨年のことを思い返そうとしているのか、目を閉じ腕うで組ぐみをするアリサ。

　とにもかくにも、ミラもカリナも用事があって一いつ緒しよにはいられないようだ。

「そういうわけで、不本意ではありますが、カイのことはアリサとジゼラ先輩に任せますわ。後夜祭でまた会いましょう」

　そう言い残すと、ミラはとんとんと軽快な足取りで階段を下りていく。その背中を、戒は小さく手を振って見送った。

　さて……となると……。

「えっと……アリサ？」

「な、何だ？」

　こちらの緊きん張ちようが伝染したのか、やや強こわばった面おも持もちで返事をするアリサ。

　ジゼラに続いてミラとカリナもいなくなってしまい、宿舎に残っているのは自分とアリサの二人だけ。このチャンスを逃のがす手はない。

　さぁ、言え。勇気を出して言うんだ、中なか山やま戒！

「あのさ。も、もしよかったら、いいい一緒に学園祭回らない？　ふ、ふふ二人で！」

　文字数にしてたかだか一行程度のセリフにもかかわらず、どもりまくってしまった。

　情けないにもほどがあるぞ……僕。これじゃ下心ありますと言っているようなものだ。

「そ、そうだな。ずっと宿舎に閉じこもっているのも不健全だし、皆忙いそがしいのでは私一人で同行するしかあるまい」

　だが、アリサはこちらがどもりまくっていることなど気にせず、うんうんうんうん、と不自然なほどしきりに何度も頷いてくれた。

　よし。出だしで早さつ速そく躓つまずきかけたけど、ここまでは結果オーライ。次は……。

「それでさ、ほら……昨日学園祭回った時、すごく混雑してたじゃない？　だからはぐれないように……て、てて手を……」

「……うぇぇっ!?」

　そろそろそろ、と手を差し伸べると、一いつ瞬しゆんきょとんとした後に驚きよう声せいを上げるアリサ。

　昨日も腕を組んで歩いたが、二人きりではなかった上、不本意ながら女装していた。男の姿の自分と手を繫つなぐのに抵てい抗こうがあるのは無理もないだろう。

　断られたらどうしよう、と弱気になる心を叱しつ咤たしつつ、相手の反応を待つ。すると、

「…………んっ」

「あ……」

　アリサは無言のまま、ぎゅっと差し出した手を握にぎり返してくれた。

「い、行くぞ……」

　一足先にすたすたと歩き始めたアリサにつられるようにして、戒も慌てて歩き出す。

　繫いだ彼女の手は少し汗あせばんでいて、けれど力強く、温かかった。







　それから約三時間。戒はアリサと学校内のあちこちを回り、学園祭を存分に満まん喫きつした。

　久々のデート（と勝手に思っている）に舞まい上がって財さい布ふの紐ひもが緩ゆるんでしまい、所持金のほとんどを使い果たしてしまったが……その分楽しめたので悔くいはない。お金ならまた稼かせげばいいしね。

「ふぅ……久々に思う存分遊んだという感じだな」

「だね。さすがに疲れてきちゃったよ。少し休きゆう憩けいしない？」

　並んで校舎五階の廊ろう下かを歩きながら、戒は近くにあった教室を指さしてそう提案する。五階には教官達の研究室の他ほか、予備のための空き教室があり、学園祭中は休憩室となっていた。

「うむ、そうだな」

　アリサがすぐに笑え顔がおで応じてくれたため、揃って教室の中に入る。わざわざ五階まで休憩に来る人は少ないのか、室内には誰だれもいなかった。

　用意されていた椅い子すに腰こし掛かけ、一つ息をつく。初めはややぎこちなかったものの、途と中ちゆうからは緊張も取れて、アリサは終始上じよう機き嫌げんだった。

　大きなトラブルもなかったし……楽しんでもらえて本当によかったと思う。

「この後はどうしようか？　まぁ、もうほとんどお金残ってないんだけど……って、アリサ？」

　なはは、と情けなく笑いながら今後の予定を聞こうとしたところで、思わず動きを止める。先さき程ほどまで楽しそうにしていた隣となりのアリサは、なぜか思い詰つめたような表情で視線を床ゆかに落としていた。

「アリサ、どうかした？」

「いや……今日は、一緒に学園祭を回れて楽しかった」

「本当？　よかった。僕も──」

「だが、だからこそ……お前と一緒にいる時間が長くなればなるほど……私は、不安になってしまうのだ」

　すっと顔を上げ、アリサが不安そうな瞳ひとみでこちらを見つめる。

　そして、少しの間逡しゆん巡じゆんした後、やがて意を決したように口を開いた。

「カイ……もしこの先、対たい抗こう戦で優勝して『願いの神樹イグドラシル』に辿たどり着くことが出来たら……お前は、元の世界に帰ってしまうのか？」

「え……？」

　突とつ然ぜんの問いかけだった。ガツン、と頭を殴なぐりつけられたかのように、頭の中が一瞬、真っ白になる。

　昨日、戒は影帝シヤドウマスターと会わないことを決めた。だが、それは『今すぐには帰らない』というだけで、この先もずっとこの世界に残ると決めたわけではない。

　そのことには気付いていたが、あえて考えないようにしていた。昨日からだけでなく、ここしばらくはずっとそんな状態が続いていた。だが、こうして正面切って聞かれたからには答えないわけにはいかない。

「……そうだと、思う」

　喉のど奥からどうにか声を絞しぼり出す。それは少し前まで当たり前の答えだったはずなのに、今ではなんだかとても重い決断のように思えた。

　それだけこの世界で過ごした時間が──アリサや皆と過ごした時間が自分の中で大切になっているということだろう。

「……そうか」

　たった一言の短い呟つぶやき。

　その中にアリサがどんな感情を込こめたのか、戒には読み取ることが出来ない。

　引き留めて欲しい、などという勝手な願望が胸の内に生まれる反面、そんなことをするはずがないということもわかっている。

　この世界に残るということは、もう家族と会うことが出来なくなるということだ。

　戦争で家族を失い、新しく出来た家族さえも自ら手放そうとしている彼女が、他人にそんな選せん択たくをさせようとするわけがない。

　でも、それなら……。

「ねぇ、アリサ……」

　名前を呼ばれ、アリサがこちらを振ふり向く。

　これを言ってしまっていいものか、迷いがないわけではない。

　この選択が正しいのかどうか、それもわからない。

　それでも……！

「もし、『願いの神樹イグドラシル』に辿り着くことが出来たら……そうしたら、僕と──」




「あ、お姉ちゃんいた～！」




　だが、戒が自分の正直な気持ちを告げようとしたその時。

　唐とう突とつに教室の扉とびらが開き、甲かん高だかい少女の声が室内に響ひびき渡わたった。

「ミント!?　それにリックも……！」

　満面の笑みで元気よく走ってきた、短いぱっつん髪がみの少女をアリサが受け止める。

　さらに少し遅おくれて、やや目つきの悪い少年も一人、ぶらぶらとやって来た。

「二人とも、どうしてここに？」

「教会の皆で一緒に見学に来たの！　お姉ちゃんをびっくりさせようと思って、内ない緒しよにしてたんだ！　ね、リック？」

「別に俺は……ミントが勝手にやっただけで……」

　ミントと呼ばれた快活な少女に同意を求められるも、自分は関係ないとばかりに顔を背そむける少年──リック。

　どうやら、この二人がアリサの今の家族のようだ。

「どう、お姉ちゃん？　びっくりした？」

「ああ。だが、次に来る時はちゃんと知らせるんだぞ。それと、あまりシスターに迷めい惑わくをかけないようにな」

「は～い！」

「リックもだぞ」

「わかってるよ……」

　よしよしと頭を撫なでられ、片手を挙げて元気よく返事をするミント。それとは対照的に、リックはぶっきらぼうな答えを返す。

　以前アリサから聞いた話によれば、確か二人は一〇歳くらいのはずだ。このぐらいの年とし頃ごろの男の子は妙みように格好つけたがるもの。

　一人っ子の自分には経験がないが、姉に対してこういう態度を取ってしまうのも仕方ないかもしれない。

「ところで……」

　と、ここでミントがアリサの背後にいた戒に視線を向ける。

「この人……お姉ちゃんの彼氏？」

「なっ……！　ミント、一体どこでそんな言葉を……！」

「私もう一〇歳だもん。そのくらいの言葉知ってるよ～」

「そうか……。し、しかし、カイは別に彼氏などではない。その、なんというか……と、友達だ」

「え～？　動どう揺ようしてるところがあやし～ですな～」

　顔を赤くしながら否定するアリサを見てニマニマするミント。

　その微笑ほほえましい光景に戒が頰ほおを緩めていると、ふと妙な視線を感じる。

　視線の在処ありかを探すと、先程までつまらなそうな顔をしていたリックが、じーっと値ね踏ぶみするような目でこちらを見ていた。

「えっと……何か用？」

「……なんか弱っちそうな奴やつだな。ちゃんと姉ちゃんを守れるのか？」

「うぐっ……」

　子供の容よう赦しやない言葉がぐさりと胸に突つき刺ささる。

　そりゃ、自分が強そうだなんて思ったことは一度もないけど……そこまではっきり言われるとさすがに傷つく……。

「も、もちろんちゃんと守るよ」

「ふ～ん……ま、口だけならなんとでも言えるけどな」

「ぐっ……！」

　生意気なその発言に一瞬、眉まゆが吊つり上がってしまったが、すんでのところで拳こぶしを握りしめて自制する。

　落ち着け、中山戒……相手は子供だ。ここは大人にならなければ。

「リック、あんまり言ったらかわいそうだよ～」

「うるさいな……実際、弱そうなんだから仕方ないだろ」

「確かに弱そうだけど、旦だん那なさんは奥さんの尻しりに敷しかれているくらいがちょうどいいから、それでいいんだよ～」

　散々な言われようだった。

　耐たえろ、耐えるんだ中山戒……！

「こ、こらお前達。あまり失礼なことを言うな。こう見えても、カイは意外と頼たよりになるところもあるのだぞ」

　二人のやり取りを見るに見かねたのか、アリサが一応、フォローしてくれる。

『こう見えて』とか『意外と』とか、微び妙みようなフォローではあったが。

「そうなの？　じゃあこのお兄ちゃん、お姉ちゃんに毎日お説教されたりおしおきされたりしてないの？」

「そ、そんなことは……して、いない」

　そう答えるアリサの目は泳ぎまくっていた。

　アリサ……噓うそはよくないと思うな、僕。

「おい、ミント。そろそろ……」

「あ、そっか。じゃあ、私達そろそろ皆みんなのところに戻もどるから。お姉ちゃん、それと彼氏のお兄ちゃん、またね～！」

「だ、だから彼氏ではないと……！」

　アリサが訂てい正せいしようとするのも聞かず、あっという間にぴゅーっと走り去っていくミント。

　それを見たリックはやれやれとばかりにため息をついて後に続こうとしたが、しばらく歩いたところでふと何かに気付いたように振り返り、

「おい、お前。俺はまだ認めたわけじゃないからな。次に会った時は俺と勝負しろ！」

　戒をびしりと指さしながら、最後にそう言い残していった。

「勝負……ね」

　走り去るリックの背中を見つめながら、戒は苦く笑しよう混じりに呟く。

　ミントと違ちがってツンケンした態度を取っているが、なんだかんだ言っても結局、彼もお姉ちゃんが大好きということなのだろう。

「まったく……ミントは最近、急にませてきたな……。リックもぶすっとしていることが多くなったし……」

「二人ともそういう年頃じゃない？　健全に育ってる証しよう拠こだと思うけど」

「むぅ……そうだろうか……」

　イマイチ納なつ得とくがいかないのか、渋しぶい表情を浮うかべるアリサ。

　二人のことを真しん剣けんに考えているその顔は、血の繫つながりなどなくともまぎれもないお姉さんのそれだった。

「……そういえば、先さき程ほどは話が途と中ちゆうになってしまったな。続きを聞かせてくれ」

　しばらく難しい顔で考え込んでいたアリサが、ふと思い出したように顔を上げる。

　戒は静かに首を横に振った。

「ううん、ごめん。大したことじゃないんだ。忘れて」

「そう……なのか？　そうは見えなかったが……」

　表情を曇くもらせるアリサに対し、本当になんでもないから、と無理矢理笑みを作って答える。

　バカだな……僕は。この世界にはさっき出会った二人だけでなく、本当の姉であるミラもいる。仮にアリサが『願いの神樹イグドラシル』の力で過去を変えたとしても、あの二人やミラがいなくなるわけじゃない。

　僕に元いた世界があるように、アリサにはアリサのいるべき世界がある。

　一いつ緒しよに来て欲しいなんて……そんな身勝手な願い、許されるはずがないのに。

　重い沈ちん黙もくがその場を支配する。

　さて、この空気をどうしたものかな。戒がそんなことを考え始めた、その時、

「疲つかれたのだ……ちょっと休きゆう憩けいなのだ……」

　開けっ放しになっていた教室の扉の陰かげから、昨日と同じ作業服姿のイレーナがフラフラと姿を現した。準備の手伝いで忙いそがしいらしく、見るからにお疲れモードだ。

「あ、教官。お疲れ様です」

「おお～、お疲れなのだ……って、お前どうしてここにいるのだ!?」

　軽く手を上げて挨あい拶さつに応こたえたと思えば、いきなり仰のけ反ぞって大げさに驚おどろくイレーナ。

　わけのわからないリアクションに、戒とアリサは揃そろって眉まゆ根ねを寄せた。

「どうしてって……学園祭を回っている途中で、ちょっと休憩に……」

「休憩も何も、もうすぐ約束の時間なのだ！　イレーナさんにあんな無茶な要求をしておいて堂々と遅ち刻こくとは、どういう了りよう見けんなのだ～!?」

「……はい？」

　両手を突き上げてぷんすか怒おこるイレーナに、戒はポカンと口を開ける。

　約束とか無茶な要求とか……何を言っているのかまるでわからない。

「あの……話がよく見えないんですけど？」

「だから、もうすぐ影帝シヤドウマスターと会う約束の時間なのだ。気が変わって会いたくなったと言ったのはお前のはずなのだ」

「え、いや……そんなこと言ってませんけど……」

「……ん～？」

　そこでようやくイレーナも話がおかしいことに気付いたらしく、コテンと首を傾かしげる。

「それはおかしな話なのだ。昨日の夜遅おそくにジゼラが来て、カイがそう言っていたと伝えられたのだ」

「ジゼラ先せん輩ぱいが……？」

　もちろん、そんな伝言を頼たのんだ覚えはない。となると、ジゼラが勝手に捏ねつ造ぞうしたと考えるほかないだろう。

　そして、捏造した当の本人は朝から行方ゆくえがわからない。学園祭を回っている途中でも、結局会うことはなかった。

（……なんだろう。何か、嫌いやな予感がする）

　ふとアリサの方を見ると、彼女も真剣な表情で何かを考え込んでいる。きっと同じことを感じているに違いない。

「それで、約束の時間と場所は？」

「午後一時三〇分に一番倉庫の中で待ち合わせなのだ。鍵かぎはジゼラに渡わたしておいたのだ」

「わかりました。アリサ、行こう」

「ああ」

　アリサが頷うなずき返したのを確かく認にんしてから、戒は小走りで扉とびらの方へ向かう。が、教室を出たところで背後から声がかかった。

「待つのだ。ということは、もう一つの伝言も聞いていないのだな～？」

「すみません、教官。その話はまた後で」

「あ、こら！　無視するななのだ！」

　もう一度心中ですみませんと詫わびながら、イレーナを教室に残して人ひと気けの少ない廊ろう下かを駆かける。すぐ後ろをアリサがついてきているのが足音でわかった。

　階段を駆け下り、人ひと混ごみをかきわけて校舎の外に出ると、校舎と宿舎のちょうど中間辺りに位置する倉庫に向かう。倉庫は一番から五番まで番号が振ふられており、一番倉庫は戒がこの世界に召しよう喚かんされて最初に入ったところだ。

　倉庫の前まで辿たどり着くと、何度か大きく深呼吸をして呼吸を整えてからドアノブを捻ひねる。

　普ふ段だんなら鍵がかかっているはずだが、いとも簡単に回った。既すでにジゼラは中に入っているようだ。

「入るよ、いい？」

「ああ。だが、何が起こっているのかわからないのだ。慎しん重ちようにな」

　アリサの忠告をありがたく受け取り、音を立てないようゆっくりと扉を開ける。

　そして、そろりそろりと忍しのび足で中に足を踏ふみ入れた、その時、

「久しぶりね、ミスト。いえ……影帝シヤドウマスター」

　薄うす暗ぐらい倉庫の奥の方から、ジゼラの声が聞こえてきた。

（ミスト……って、昨日会ったミスト先輩？　それが影帝シヤドウマスターって……え？　え？）

　心の準備をする間もなくいきなり衝しよう撃げき的なセリフを聞かされ、反射的に立ち止まって物陰から様子を窺うかがう。

　昨日と違い学校の制服ではなく、真っ黒な丈たけの短いドレスに身を包んだ銀ぎん髪ぱつの女性は、物もの憂うげな表情で小さなため息をついた。

「ジゼラ、か……久しいな。だが、オレはお前と会うためにここに来たのではないのだが……」

「知っているわ。カイくんに会いに来たのでしょう？　でも、彼には会わせない」

「なるほど……オレを呼んだのは彼ではなくお前というわけか。それで、目的は何だ。オレも何かと忙しい。用件は手短にして欲しいのだが」

　これ以上話をすることを拒きよ絶ぜつするかのような態度でそう尋たずねるミスト。

　だが、ジゼラはそんなミストに臆おくすることなく、はっきりとした口調で告げた。




「ミスト……あなたに決けつ闘とうを申し込むわ」




「なっ……！」

　アリサが驚きのあまり声を上げそうになり、慌あわてて自分の両手で口を塞ふさぐ。戒も危あやうく声を上げるところだった。

「……一〇年前の遺い恨こん、か。まさか、そのために士官学校に？」

「そうよ。マスターズになってあなたと会い、一〇年前の真相を確かめるため……そのために、わたしはこの学校に入学した」

「だが、マスターズにはなれそうもない。だから決闘で遺恨を晴らそうというわけか。くだらんな……」

「違うわ。わたしは──」

「待て。その話をする前に、まずはそこでこそこそと隠かくれている者達に出てきて貰もらうこととしよう」

「「げっ……」」

　じろり、と鋭するどい視線を飛ばされ、戒とアリサは観念して物陰から出る。

　別に隠れるつもりはなかったのだが、出るタイミングを逸いつしてしまい、結果的には盗ぬすみ聞きのような形になってしまった。

「カイくん!?　アリサちゃん!?」

「すみません、先輩。教官から話を聞いて、それで……」

「先輩、これはどういうことなのです？　決闘などと……本気で言っているのですか？」

　ひとまず盗み聞きしていたことを謝罪しようとする戒とは対照的に、単刀直入に状じよう況きようの説明を求めるアリサ。ジゼラは気まずそうに目を逸そらし、口元をきゅっと引き結ぶ。と、

「悪いが、その話は後にしてもらおう」

　二人のやり取りを、ミストが強引に遮さえぎった。

「それで、決闘の件だが……断る。結果は見えている上、オレには受けるメリットが何もない。だが……」

　そこで、ミストの視線がジゼラから戒と、そして腰こしに提さげたインフィニティエッジへ移る。

「そこの彼を加えて二対一……ということなら、話は別だ」

「え……？」

　思わぬ指名に、戒は「僕ですか？」と確認するかのように自分を指さす。

　ミストは「そうだ」とはっきり頷いた。

「カ、カイくんは関係ないでしょう!?」

「それはお前の都合だ。ともかく、それ以外で決闘を受けるつもりはない。どうする？」

　ジゼラの抗こう議ぎを一いつ切さい聞き入れず、じっと戒を見つめて答えを待つミスト。

　二人も含ふくめた三人の視線を一いつ斉せいに受けた戒はしばし黙もつ考こうした後、やがて覚かく悟ごを決めてミストの漆しつ黒こく色の瞳ひとみを見つめ返した。

「わかりました。その決闘、僕も参加します」

「カイっ……!?」

「決まりだな」

　一いつ瞬しゆん、口元に満足げな笑えみを浮うかべたミストが、再びジゼラに視線を戻もどす。ジゼラは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で鋭えい利りな視線を返した。

「もし万が一お前達が勝った場合、どんなことでも要求をのもう。だがオレが勝った場合、ジゼラには学校をやめてもらう。もう二度と、こんな馬ば鹿かげた真似まねが出来ないようにな。そして、そこの彼にはオレと一緒に王宮に来て貰う。突とつ然ぜん現れた男性魔ま術じゆつ師しの転校生ともなれば、色々と調べたいこともあるのでな」

　それだけ言うと黒ずくめのドレスの裾すそを翻ひるがえし、颯さつ爽そうと倉庫を去って行くミスト。

　その後ろ姿を見送る余よ裕ゆうもなく、戒は意い気き消しよう沈ちんした様子のジゼラに目を向けた。

「事情を……説明してもらえますか？」

　一瞬、踏み込んでいいものかと躊ちゆう躇ちよしたものの、思い切ってそう問いかける。

　理由はどうあれ、自分は影帝シヤドウマスターからジゼラのパートナーとして指名された。もう無関係とは言えないだろう。

　アリサが固かた唾ずを吞のんで見守る中、三人の間に長い沈黙が続く。そして、

「……わかったわ」

　ジゼラは、小さくこくりと頷いた。







　倉庫の中では落ち着いて話が出来ないということで、三人はジゼラの部屋に場所を移す。

　部屋に着くまでジゼラは一言も話さず、戒とアリサも揃って沈ちん黙もくを保ち続けた。

「それじゃあ、二人とも座って」

　室内に入り、戒とアリサはジゼラの勧すすめに従って来客用の椅い子すに腰こし掛かける。

　ジゼラもすぐ二人の正面に腰掛けると、ゆっくりと両手を組んだ。そして、覚悟を決めるかのようにふーっと長い吐と息いきをつくと、意を決して口を開く。

「わたしの生まれたバルディーニ家は代々、歴史の研究をしている家系なの。わたしの両親もその例に漏もれず歴史の研究者で、今も昔も多た忙ぼうな日々を送っているわ」

　そんな環かん境きようで育ったため、ジゼラは幼い頃ころから両親にあまりかまってもらえなかった。

　おまけに家を訪ねてくる者は学者かその見習いばかりで、同年代の子供が来ることはめったにない。ようするに、友達と呼べるような人間は一人もいなかったのだ。

「仕方がないから毎日、本を読んで過ごしていたのだけれど……正直、寂さびしかったわ。でもある時、一人の青年が弟で子し入りしたいとうちを訪れたの」

　青年は名をルクスといった。

　彼はまだ二〇代前半ながら豊富な知識を持っており、ほどなくしてジゼラの両親の元で研究員として働くようになった。

「ルクスはとても優ゆう秀しゆうで、両親は彼を気に入っていたわ。すぐに住み込みで働くことになった。わたしにもよく声をかけてくれて、一いつ緒しよに遊んだり本を読んだりしてくれたのよ。両親の指示だったのか、一人でいるわたしをかわいそうに思ったのか、それはわからないけれど……」

　とにもかくにも、ルクスを交えた新しい生活はこれまでずっと一人だったジゼラにとって新しん鮮せんで、同時にとても楽しかった。

　そして、そんなジゼラの生活にさらなる変化が訪れる。

「ルクスが来てから一ひと月つきくらい経たった頃かしら。両親はもう一人、研究員を雇やとったの。それがミスト。背が高くて無愛想で、初めは怖こわかったけれど……ルクスが間を取り持ってくれて、すぐに仲良くなれたわ。あの人は不器用だけれど、とても優やさしい人だった。二人はわたしにとって……いわば親代わりのようなものだったの」

　ほどなくしてミストも住み込み始め、二人を加えた生活が二年ほど続いた。

　ルクスとミストは研究のことで度たび々たび衝しよう突とつしたり、どうでもいい些さ細さいなことで喧けん嘩かをしたりもしていたが、決して仲が悪いわけではなかったと思う。むしろ今思えば、それは二人が親密であったことの裏返しだったのかもしれない。

「でも、そんな生活は終わってしまった。何の前まえ触ぶれもなく……突然に」

「終わってしまった……とは？」

「いなくなったの。二人とも。両親に二人の居場所を尋ねたけれど、答えてはくれなかった。自分で捜さがしにも行ったけれど、子供が捜せる範はん囲いなんて限られているもの。当然、何の手がかりも摑つかめなかったわ」

　だが、二人の失しつ踪そうから約半年後。

　これまた突然、ミストだけがひょっこりと帰ってきた。数人の兵士を伴ともない、王宮関係者専用の馬車に乗って。

「正直、何が何だかわからなかったわ。両親はしきりに頭を下げていたし、兵士達はミストのことを『影帝シヤドウマスター』と呼んでいた。でも、子供だったわたしは構わずあの人に声をかけたわ」

　今までどこに行っていたのか。ルクスはどこにいるのか。ジゼラは矢や継つぎ早に質問を投げかけた。

　何も答えず、再び馬車に乗り込もうとするミストに駆け寄る。兵士達に止められたが、それでもジゼラは大声で呼びかけた。

　仕方がないといった様子で、ミストが振ふり返る。

　そして、無感情に、義務的に。ただ淡たん々たんと、こう告げた。

　あいつは死んだ──と。

「理由は言わなかったわ。それだけ言い残して、あの人は去って行った。うちを訪れた研究者達の間では、ミストがルクスとの共同研究の成果を独ひとり占じめするために彼を殺したと噂うわさになっていた。その研究成果を使って、影帝シヤドウマスターの地位を手に入れたんだって。実際、研究資料はなくなっていたわ。二人が失踪した直後に……ね」

「じゃあ、本当にミストさんがそのルクスっていう人を殺したんですか？」

「わからない。それを確かめるために、わたしはマスターズを目指していたの。マスターズに会えるのは王族か、同じマスターズくらいだと両親から聞いていたから」

　そこまで言うと、ジゼラは顔を俯うつむけて口を閉とざす。どういう言葉をかけてよいかわからず、戒も同じように口をつぐんだ。

　今後マスターズになれるかわからない彼女にとって、今回の影帝シヤドウマスターの訪問はまさに千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだったのだろう。だからこそ……。

「それで、先せん輩ぱいは決けつ闘とうを申し込んだのですか？　その一〇年前の真実を聞き出すために？」

　とそこで、ここまで黙だまっていたアリサが初めて口を開いた。

　その口調には、静かな怒いかりが滲にじんでいる。

「決闘は互たがいに要求を出し合い、負けた方が相手の要求をのむ。先輩は一〇年前のことを話すよう要求するのでしょう？　しかし、それは完全な私し怨えんです。そのために、あなたはカイを危険に巻き込むつもりなのですか？　決闘は最悪、命を落とす危険すらあるのですよ!?」

「アリサ、先輩はそんなつもりじゃ……」

「そんなつもりはなくとも、事実そうなっているではないか！　先輩が決闘など申し込まなければ、こんなことにはならなかった！」

「それは……そうかもしれないけど……」

　憤いきどおりを見せるアリサを宥なだめつつ、戒はちらりとジゼラを一いち瞥べつする。

　ジゼラは相変わらず俯いたまま、何も言い返さなかった。

「お前もお前だ、カイ！　なぜ決闘を受けた！　相手はマスターズの一人なのだぞ!?」

「わかってる。でもだからこそ、もし先輩が一人で戦うなんてことになったら危ないと思うんだ。それに──」

「っ……そうか。お前はいつもそうなのだな」

　一瞬、悲しげに表情を歪ゆがめたかと思うと、再び語気を荒あらげるアリサ。

　初めて正面から怒りをぶつけられ、戒は思わず言葉を止めてしまった。

「お前は、困っている人や助けを求める人には必ず手を差し伸のべるのだな。相手が誰だれであれ、どんな理由であれ。ご立派なことだ！」

「違ちがうよアリサ、聞いて。実は昨日、僕はミストさんに会っていたんだ。多分、ジゼラ先輩はそれを知って……」

「うるさい！　もう勝手にしろ！」

　力ちから一いつ杯ぱいそう叫さけび、くるりと背中を向けると一目散に走り出す。

　戒は席を立って慌あわてて呼び止めたがその甲か斐いもなく、アリサはあっという間に部屋を飛び出していってしまった。

「……アリサちゃんが怒おこるのは当然だわ。ほら、カイくん。追いかけないと」

「そうしたいのはヤマヤマなんですけど……やめておきます。多分、今は落ち着いて話せないでしょうし、決闘の方に集中したいですから」

　ぐっと奥歯を嚙みしめ、今すぐ後を追いたい衝しよう動どうをどうにか封ふうじ込める。

　アリサと話す時間はこの先たっぷりあるが、決闘まではもう時間がない。今はこちらを優先すべきだろう。

「本当に優しいのね……カイくん。でも正直に言って、わたしもアリサちゃんが正しいと思うわ。そんな風に誰にでも手を貸していたら、きっといつかあなた自身の破は滅めつを招く」

「……えっと、そのことなんですけど……」

　アリサに続きジゼラからも厳しい言葉を投げかけられ、戒は困り果てた様子で苦く笑しようする。

　どうも二人ともひどい誤解をしているようだ。

「別に僕は聖人君子みたいに誰にでも手を差し伸べてるわけじゃありませんよ。今回のことだって、先輩のためでもありますけど、僕のためでもあるんです」

「でも、今回の決闘はわたしの──」

「それ……噓うそですよね？」

　回りくどい話は抜ぬきにして、一気に核かく心しんを突つく。ジゼラの顔から、一瞬で表情が消えた。

「先輩が決闘を申し込んだのは、僕のためですよね？　昨日、僕とミストさんが会ったことを知って、先輩は今回の訪問の目的に僕が何かしら関係していると思った。最悪、危害を加えることが目的である可能性もある。先輩はそれを防ごうとしてくれたんですよね？」

「……どうして……？」

「わかりますよ。昨日ミストさんのことを話した時、先輩少し様子がおかしかったですし……一〇年前の遺い恨こんを晴らすためかと聞かれた時も、違うって言ってましたから。僕がもう少し早く気付けていれば、もっと上手うまくやれたと思うんですけど……すみません」

　そこで一度言葉を切り、戒は謝罪と感謝の意を込こめて一礼する。ジゼラは半ば呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見つめていた。

「だから、僕が今回の決闘に参加するのは当然っていうか、自分の身は自分で守るっていうか……。何が目的なのかはわかりませんけど、決闘に参加するよう指名された時点で、初めから穏おだやかな目的じゃなかったってことはわかりましたから。先輩が気にするようなことは何もないですよ」

「カイくん……」

「というわけで、早さつ速そくこれから策を練りましょう。どうしたらミストさんに勝てるのか」

　なるべく明るい調子を心がけながら、そう提案する。

　すると、ジゼラは『困った人ね』とばかりにふっと頰ほおを緩ゆるめたかと思うと、

「無理よ」

　すぐさま真顔になって、戒の提案を切り捨てた。

「あの人は現マスターズ。実力はイセリアちゃんと同じか、あるいはそれ以上よ。どんな策を練っても、イセリアちゃんに勝てないカイくんがあの人に勝てるはずがないわ。わたしなんて、いてもいなくても同じようなものだもの」

「そんな……じゃあ、どうすれば……」

「策はないわ。けれど、方法なら……一つあるかも」

　そう言うとすくっと立ち上がり、つかつかと戒に歩み寄るジゼラ。

　戒がなんだろう、と内心首を傾かしげていると、

「うわっ……!?」

　いきなり、両手で思い切り突き飛ばされた。

　予想外の衝しよう撃げきによろめき、背後にあったベッドに背中から倒たおれ込む。

「いたっ……先輩、何を──」

　背中に走った軽い痛みに少し顔をしかめた後、身体からだを起こそうとすると、すぐ目の前にジゼラの顔があった。危あやうく互いの額が衝突しそうになり、すんでのところで動きを止める。

　眼前にはどこか上気したようなジゼラの顔。

　顔の両側にはスベスベで肌はだ触ざわりの良さそうなジゼラの手。

　……あれ？　もしかして僕……押し倒された？




「カイくんお願い。今すぐここで……わたしと契ちぎりを交かわして」




　ぷっくり柔やわらかそうな桃もも色いろの唇くちびるが、はっきりと言葉を紡つむぐ。

　いきなりの急展開に、戒は半ば混乱状態だった。

「え？　契りって……えぇっ!?」

「今のままではあの人には絶対に勝てない。でも、もし英えい雄ゆうの力でわたしの潜せん在ざい能力が引き出されれば……少しは勝機があるかもしれないわ」

「それは……いや、でも……」

「お願いよ、カイくん。一度だけでいいの。今だけでいいから……わたしを愛して」

　そう言うジゼラの表情は、紛まぎれもなく本気だった。いつものようにからかってこちらの反応を楽しんでいるわけではない。そのことが、こちらを見つめる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみから伝わってきた。

　それなら……取り返しがつかなくなる前に、僕も真実を伝えないと。

「待って。聞いて下さい、先輩」

　ジゼラの両りよう肩かたを摑み、これ以上接近しないよう押しとどめる。

「その……今までずっと隠かくしていたんですけど、僕には魔ま力りよくが──」

「ないんでしょう？　知っているわ」

　さも当然のごとくそう答えられ、戒は絶句する。

　ジゼラはふっと頰を緩めた。

「だって、カイくん訓練でも試合でも一度も魔法を使わないんだもの。他ほかの皆みんなも言わないだけで、薄うす々うす気付いてるんじゃないかしら」

「だ、だったら……！」

「そうね。カイくんは英雄じゃないのかもしれない。でも、可能性がなくなったわけではないわ。たとえ少ない可能性でも、今のわたしには十分。だって、何もしなければ確実に負けてしまうから」

　馬乗りになったジゼラが制服の上着を脱ぬぎ捨て、ワイシャツのボタンを上から順に外していく。止めようとした手は動どう揺ようのせいか思うように動かず、何度も空を摑つかむばかりだった。

　そうこうしている間に、ワイシャツに続いてブラジャーまで取り払はらってしまう。締しめ付けから解放された豊かなバストがぷるん、と震ふるえた。

「あわ、わっ、はっ……」

　とっさに目を閉じ、視覚情報をシャットアウト。何も見てない何も見てない、と自分に言い聞かせ、つい目を開けたくなる男の本能を懸けん命めいに抑よく制せいする。

「カイくん……わたしとじゃ、イヤ？」

「そうじゃないですけど、こういう形では嫌いやだっていうか……。それに、その……やっぱり僕……」

　こうしている間にも脳のう裏りに彼女の顔が浮うかび、ひどい罪悪感を覚えてしまう。

　たとえ一方的な感情に基づくものであっても、こればかりはどうしようもなかった。
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「……そう」

　どこか残念そうなジゼラの短い呟つぶやき。と、次の瞬しゆん間かん、

「んぅ……!?」

　唐とう突とつに鼻を思い切り摘つままれた。

　反射的にぱかっと口を開けると、待っていたかのように喉のど奥に何かの液体を流し込まれる。手て際ぎわの良い、一瞬の犯行だった。

「げ、けほっ……先せん輩ぱい、何を……」

「あらあら、苦しかったかしら。ごめんなさい。でもよかった。紳しん士しなカイくんなら、きっと目を閉じてくれると思っていたわ」

「？　それは、どういう……!?」

　事態を把は握あくする必要性に迫せまられ、意を決して目を開けたところで、意識が大きくグラつく。凄すさまじいまでの眠ねむ気けに、あっという間に全身から力が抜け始めた。

「もう効いてきた？　副作用とかはないはずだから、心配しなくて平気よ」

「先輩……初めから、僕を眠ねむらせるつもりで……」

「ごめんなさい。カイくんが決けつ闘とうを受けてくれた時、とても嬉うれしかったわ。でも、もし負けて王宮に連れて行かれてしまったら、きっともう戻もどってはこれない。そうなったら、アリサちゃんも他の皆もとても悲しむと思うから……だから、カイくんのことは連れていけないわ」

「そんな、の……！」

　先輩だって同じ事だ。負けて先輩が退学になったら、皆悲しむ。

　もちろん、僕も。

「そうだ。実は昨日、教官から約束の時間と場所の他に、もう一つ伝言を頼たのまれていたの」

「伝、言……？」

「ええ。〝永遠の拘束エターナルチエイン〟を外す方法について」

　上半身を全すべてさらけ出したジゼラがぐっと顔を寄せてくる。視界がぼやけているせいで、幸か不幸か戒の瞳には彼女の裸ら体たいがおぼろげにしか映らなかった。

「その方法はね……〝永遠の拘束エターナルチエイン〟を着けている人に想おもいを寄せる異性が、魔法具アーテイフアクトにキスすることなんですって。随ずい分ぶんロマンチックな方法だと思わない？」

　そう言って、ふふ、と淡あわく微笑ほほえむジゼラ。そして、戒の右手を取ると、手首に装着された〝永遠の拘束エターナルチエイン〟を自らの口元に引き寄せた。

「初めはね……カイくんのこと、利用しようと思っていたわ。あなたの力があれば、諦あきらめかけていたマスターズになれるかもしれないって……そう思ったから。でも、無理だった。利用するには……あなたは優やさしすぎたもの。他の男性魔ま術じゆつ師しのように傲ごう慢まんで嫌な人が召しよう喚かんされていれば、遠えん慮りよなく利用出来たのに。そんな風に思ったこともあった」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、しばし目を閉じてから、ジゼラは「でもね」と続ける。

「今は、そんな風には思わない。優しくて、そして勇気のあるあなただからこそ、わたし達は救われた。カイくんが来てくれなかったら、きっと今いま頃ごろ全員退学していたもの。あなたは、わたしの新しい大切な居場所を守ってくれた」

「ジゼラ……先、輩……」

「これでお別れかもしれないから、言っておくわ。好きよ……カイくん。大好き」

　ジゼラがそっと口づけると同時にパキンと音がし、右手首から〝永遠の拘束エターナルチエイン〟が外れる。

　同時に、彼女の手がまるで眠りに誘いざなうかのように優しく頰を撫なでた。

「さよなら……カイくん」

　嫌だ。待って。

　そう叫さけぼうとするも、既すでに意識は遠く。

　声にならない絶ぜつ叫きようだけが、闇やみの中に消えていった。







　第四章　剣帝ソードマスター、覚かく醒せい







　その日の夕刻。

　学園祭のメインイベントである個人トーナメントが終わった闘技場コロシアムは、その後に何のイベントも予定されていないにもかかわらず、ある意味で今日一番の盛り上がりを見せていた。

　フィールドに一人佇たたずむのは、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ長身の女性──影帝シヤドウマスター。

　関係者以外に知られることなく学校に入り、観戦中もほとんど聴ちよう衆しゆうに姿を見せなかった彼女が、個人トーナメント終しゆう了りよう後ごほどなくして突とつ如じよ、フィールドに現れたのだ。その瞬間、闘技場コロシアム全体から大きなどよめきが起こったことは言うまでもない。

　一体何事か、というざわめきが観客席に広がる中、やがて一人の少女が影帝シヤドウマスターに歩み寄る。

　立会人の兵士を挟はさんで少女と正面から対たい峙じした影帝シヤドウマスター──ミストは、いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「あのカイという少年はどうした？」

「カイくんなら来ないわ」

　弓を背負い、士官学校の強化制服を身に付けた少女──ジゼラがそう答える。ミストは話にならないとばかりに首を二、三度横に振ふった。

「二対一が条件だと言ったはずだがな。そうでないなら……」

「また逃にげるの？」

　その言葉に、フィールドを去ろうとしていたミストはぴたりと足を止める。

「一〇年前、あなたは何も説明せずわたしから逃げた。今度もまた逃げるの？」

「……またその話か。既に終わったことだ。今いま更さら知って何になる」

「あなたにとってはもう過去のことなのでしょうね。でも、わたしは違ちがった。わたしの時間は、長い間止まっていたの。あなたやルクスと一いつ緒しよに過ごした、あの頃ころのまま」

「…………」

「でも、今は違うわ。わたしにも、新しい大切な居場所が出来た。だからこそ、失いたくないの」

　右手で背中の弓を取り、左手で氷の矢を生成する。

　観客席のざわめきが一ひと際きわ、その大きさを増した。

「ミスト……いえ、影帝シヤドウマスター。わたしが勝ったら、カイくんから手を引いて。わたしの仲間の誰だれにも手を出さないで。もう、あなたにわたしの居場所は壊こわさせない。今度は……わたし自身の手で守る！」

　そう力強く宣言し、ミストに向かって弓を構えるジゼラ。

　一方、相対するミストはしばしじっとジゼラの瞳ひとみを見つめ、やがて口元にうっすらと笑みを浮かべた。

「本の虫だったあの子供が……いっぱしの口をきくようになったものだ。そこまで言うのであれば、決闘は受けよう。だが、覚かく悟ごしておけ」

　そう言うや否いなや、ミストの影かげから黒こく煙えんが立ち上る。初めはゆらゆらと揺ゆれていた黒煙は一定の長さに達するとたちまち硬こう質しつ化し、ただ敵を切り裂さくためだけの鋭えい利りな刃やいばへと生まれ変わった。

　しかし、それだけでは終わらない。次から次へとまた新たな黒煙が立ち上り、同様に闇色の刃と化していく。その数は、瞬またたく間に一〇〇を超こえた。

　生まれたての無数の狂きよう気きが、ジゼラを襲おそう。

「オレは──お前が思っている以上に強いぞ」







「ぅ……あれ、僕……」

　妙みような気だるさが残る身体からだに鞭むち打うって、戒かいはむくりと上半身を起こす。

　正直、今すぐにでも二度寝ねしたい気分なのだが、なぜだかそれだけはしてはいけない気がした。

　ぼんやりしている頭をぶるぶると振り、思考回路を活性化する。

　そもそも、どうして僕はこんな時間に寝ていたんだっけ……？

「……そうだ！　ジゼラ先輩！」

　ベッドから跳はね起き、時計で時間を確かく認にんする。ジゼラの部屋に来てから、もう一時間近くが過ぎてしまっていた。恐おそらく、決闘はもう始まってしまっているだろう。

　大おお慌あわてで部屋を出て、全速力で廊ろう下かを走る。

　階段を二段飛ばしで駆かけ下り、扉とびらを蹴け破やぶるように宿舎の外に出ると、一目散に闘技場コロシアムを目指した。

　太陽が大きく西に傾かたむき始め、周囲の景色も次し第だいに闇色に染め上げられていく。

　まだ学園祭中にもかかわらず、辺りに人の姿はなかった。学内にいる学生、一いつ般ぱん客きやくのほとんどが個人トーナメントを観戦しているのだろう。

「はぁっ……はぁっ……！」

　酸素の吸引と二酸化炭素の排はい出しゆつを何度も繰くり返しながら、ただ無心で足を動かす。

　余計な考えが、頭の中に浮うかんでこないように。




「行ってどうするのですか？」




　だが、そんな時。

　横合いから聞こえてきた声に、ぴたりと足が止まった。

　急がなければいけないとわかっていても、無視出来ない。

　なぜなら、その声には聞き覚えがあったから。

「君は……」

「お久しぶりですね」

　白いローブに身を包んだ少女がニコリと微笑む。

　紅べに色いろの長い髪かみ、やや大人びた顔立ち、そしてルビーのような輝かがやきを放つ美しい瞳。

　間違いない。名もなき王の墓前で出会った、僕をこの世界に召しよう喚かんしたという少女だ。

「久々の再会を祝して思い出話でも……といきたいところですが、そういう状じよう況きようでもないようですね。それで、どうするつもりなのですか？」

「どうするって……助けに行くんだよ、先せん輩ぱいを！　悪いけど、詳くわしいことを説明している時間は──」

「事情は大体把は握あくしています。そうですね。回りくどいことはやめて、はっきりと言いましょう」

　少女の顔から笑みが消え、瞳に宿る眼光がぐっと鋭するどさを増す。

「勝てませんよ、あなたは。今のあなたでは、どうあがいても絶対に勝てない」

「っ……！」

　その言葉は、鋭利な刃となって戒の胸を深く抉えぐった。

　必死に考えないようにしていた事実を、情け容よう赦しやなく突つき付けられる。

「だったら……だったら力を貸してよ！　二班と戦った時のあの力をもう一度、僕に貸してくれ！　そうしたら──」

「出来ません」

　即そく答とうだった。考える素そ振ぶりさえみせないその態度が、戒を苛いら立だたせる。

　無意識の内に口調が荒あらくなった。

「なんでさ！　あの時は頼たのんでもいないのに貸してくれて、今度は頼んでも貸してくれないって……君の気まぐれに付き合ってる場合じゃないんだよ！」

「気まぐれではありません。あの時のあなたと、今のあなたは違う」

「違う？　ああ、そうだね。確かに違う。今はボロボロじゃないもんね。じゃあ僕が影帝シヤドウマスターにボコボコにされたら、その時は助けてくれるのかな？」

「わかりません。あなたの心が定まっていないままならば、やはり結果は同じでしょう」

「心が……？」

「カイ。あなたは、何のためにその剣けんを振るうのですか？」

　少女が腰こしの後ろに提さげられたインフィニティエッジを見つめながら問う。

　彼女の紅あかい瞳が闇やみ夜よの中で妖あやしく輝き、戒は一いつ瞬しゆん、声を失った。

「それは……元の世界に帰るために……」

「では、なぜ影帝シヤドウマスターに会ってその方法を尋たずねなかったのです？　もし今がその時でないのなら、いつがその時なのですか？」

　次々投げかけられる質問が、ボディーブローのように重く心にのしかかっていく。

　元の世界に帰る時期を引き延ばせば引き延ばすほど、帰りづらくなることはわかりきっている。本当に帰るつもりなら、一刻も早く帰った方がいいに決まっているのだ。

　しかし、それがわかっていながら、戒は帰ろうとしなかった。このまま帰るべきではないと、心が強く訴うつたえていた。

　だが、その理由が自分の中でイマイチはっきりしない。

「初めて力を使った時、あなたの心は確かに定まっていた。しかし初めての戦いに無我夢中で、心の在処ありかを自覚することが出来なかったのでしょう。ならば、もう一度確かめるしかありません。あなたの心の在処を。忘れないで、カイ。戦う力は、もうあなたの中にある」

　最後にそう言い残すと、少女は紅色の髪をふわりとなびかせ、静かに夜闇の中へと消えていく。

　戒はその場にしばし佇んだ後、思い出したように再び足を動かし始めた。

　闘技場コロシアムまではもう一〇〇メートルもない。そのわずかな間に、何度も頭の中で自問自答する。

　僕は何のために剣を振るうのか。

　僕の心の在処は──……







　同じ頃。

　アリサは学園祭初日にジゼラと話をしたベンチに一人腰こし掛かけ、もうかれこれ一時間以上物思いに耽ふけっていた。

　気温の下降と共に頭が冷えて冷静になってくると、なんてバカなことをしたんだという後こう悔かいばかりが溢あふれ出してくる。

　そのつもりがなかったとはいえ、私し怨えんでカイを巻き込んだジゼラには今でも少なからず怒いかりを感じている。だが、カイが許している以上、自分がこれ以上言うべきことではない。

　そう、つまり結局のところ、アリサが最も許せなかったのは、カイが私怨であることを承知しながらジゼラに手を貸そうとしたことなのだ。

　あの日、名もなき王の墓前でカイが言ってくれた言葉。あの言葉は、アリサにとって今日まで特別なものだった。

　だが、カイがジゼラに手を貸すと言ったのを聞いて、そうではなかったことを悟さとった。彼は相手が誰であれ、きっと同じ事を言ったのだ。

　そう考えた時、アリサの中で何かが大きく崩くずれてしまった。その結果、自分は部屋を飛び出し、こんなところで油を売っているのだ。

（子供じみた感情だ……）

　心中で自らに対しそう毒づくも、嫉しつ妬との炎ほのおは未いまだくすぶり続けている。

　鎮ちん火かするまでは、まだまだ時間がかかりそうだ。

「あ、アリサちゃん！」

　と、そんな時。いきなり名前を呼ばれ、アリサは反射的に声のした方に顔を向けた。

「イセリア……？」

「ねぇ、カイどこにいるか知らない!?」

　今あまり聞きたくない名前を出され、思わず顔をしかめる。だが、だからといって答えないわけにもいかない。

「カイなら、ジゼラ先輩と一いつ緒しよに闘技場コロシアムで影帝シヤドウマスターと決けつ闘とう中だ」

「決闘!?　なんでそんなことに!?」

「色々あったのだ」

「いや、色々って言われても……。けど、まずいな……」

　腕うでを組み、切せつ迫ぱくした表情で何事かぶつぶつと呟つぶやくイセリア。

　その言葉に、アリサはすぐさま反応した。

「まずいとはどういうことだ？」

「ボク今日、個人トーナメント辞退したでしょ？　あれは調べ物をするためなんだ」

「調べ物？」

「うん。影帝シヤドウマスターがこの学校に来た目的」

「個人トーナメントの観戦ではないのか？」

「それは表向きの理由。本当の目的は……カイだ」

「え……!?」

　思いがけないイセリアの答えに、アリサは一瞬、耳を疑う。

「どういうことだ？」

「ボクが調べた情報によると、王室はカイのことを八人目のマスターズではないかと考えているみたい。それを確かく認にんするために、影帝シヤドウマスターを送り込んできたんだ。命令書によると、八人目であると確認出来なければ、拘こう束そくして王宮に連行した後、調査する。そして、もし八人目であると確認出来た場合には……将来の禍か根こんを断つため、その場で抹まつ殺さつする」

「なんだとっ……!?」

　今度こそ、本当に耳を疑った。

　もしイセリアの言うことが真実ならば、カイがその八人目であると影帝シヤドウマスターが判断した場合、今現在行われている決闘の中で殺される可能性が極きわめて高いということだ。

「昨日、影帝シヤドウマスターがカイと接せつ触しよくしたから調査しているのだろうとは思っていたけど……まさかこんな命令が出ているなんて。ボクも予想外だったよ」

「そういえば、カイも先さき程ほどそんなことを──っ」

　そこで、アリサははっと息を吞のむ。

　もしかして、ジゼラはカイから影帝シヤドウマスターと会ったことを聞かされていたのではないだろうか。だからこそ、影帝シヤドウマスターに対し一人単独で決闘を挑いどんだ。恐おそらくは、カイに手を出させないために。彼女は初めから、私怨になどとらわれていなかったのだ。

　そして、カイはそんなジゼラの思おも惑わくに気付いていたのだろう。だとすれば、決闘を承しよう諾だくしたことにも納なつ得とくがいく。

「私は……私は、なんという愚おろか者なのだ……！」

　ふつふつと湧わき上がる怒りが身を焦こがし、全身を巡めぐる血潮に熱と力を与あたえる。他人に対するものだけでなく、自分に対する怒りも生きる原動力になり得ることを、アリサはこの時初めて知った。

「イセリア！　ミラとカリナを捜さがして、闘技場コロシアムに来るよう伝えてくれ！」

「ちょっ……アリサちゃん!?」

　戸と惑まどったような困ったようなイセリアの声を背中に浴びながら、アリサは闘技場コロシアムに向かってひた走る。

　両足で幾いく度どとなく地面を強く蹴けりながら、彼女は初めて真しん剣けんに神に祈いのりを捧ささげた。

　頼む……二人とも、どうか無事でいてくれ……！







　以前使用した選手用の出入口から、戒は闘技場コロシアムの内部に入る。左右に控ひかえ室がならぶ廊ろう下かを駆かけ抜ぬければ、試合が行われるフィールドはもうすぐそこだ。

　戦いの音も、ギャラリーの歓かん声せいも聞こえてこない。どうやら、もう個人トーナメントは終わってしまっているようだ。

（決闘が始まってからどのくらい経たってる？　ミストさんは二対一って言ってたけど、僕なしでも始まっちゃうのかな？　いっそ、ミストさんが拒きよ否ひしてくれていれば……）

　そんな希望的観測を抱いだきながら、廊下を抜けてフィールドに飛び出す。

　超ちよう満まん員いんの闘技場コロシアムは、不気味なほどの静せい寂じやくに包まれていた。

（なんだ、これ……？）

　あまりの異様な雰ふん囲い気きに、思わず立ち止まって観客席を見み渡わたす。

　ギャラリーの誰だれもが、フィールドを食い入るように見つめていた。雑談に興じたり、席を立って移動している者は、見る限りでは一人もいない。それどころか、中には顔面を蒼そう白はくにしている者もいた。

　一体、何が──

「ッ……先せん、輩ぱい……!?」

　観客席からフィールドに視線を移したところで、考えるより先に身体からだが動いた。

　悠ゆう然ぜんと仁に王おう立だちするミストの前に、ジゼラが倒たおれている。腕や足に出来た無数の傷きず跡あとから溢れ出る液体が、地面を朱あかに染めていた。

「先輩！　ジゼラ先輩！」

　ミストには目もくれずジゼラの傍そばに駆け寄ると、その身体を抱だき起こし、大声で呼びかける。すると、閉じていた瞼まぶたが震ふるえ、ゆっくりと両目が開かれた。

「カイ……くん？」

「先輩、大だい丈じよう夫ぶですか？　しっかり！」

　自分の存在を示すかのように、戒はぎゅっとジゼラの手を握にぎる。

　ぬるり、と生々しい血の感かん触しよくが掌てのひらに伝わってきた。

「もう……起きちゃったの？　薬、もう少したくさん入れておけばよかったかしら……？」

「何言ってるんですか！　それより、あまり喋しやべらないで下さい。傷口が──」

「心配ない。急所は外している」

　開いてしまう、と続けようとしたところで、頭上から降ってきた声が強引に会話を遮さえぎる。

　戒はきっと顔を上げ、強い怒りを宿した瞳ひとみでミストを睨にらみつけた。

「……そんな目で見られるとは心外だな。これは決闘、合意の上だ。おまけに、ジゼラが降参すればすぐにでも終わる」

「そうですね。けどそんな理り屈くつ、どうだっていい。僕は今……あなたが許せない！」

　こちらを見下ろす冷たい瞳を一歩も退ひかずに睨み返しながら、激情に任せてインフィニティエッジの柄つかに右手をかける。が、その瞬しゆん間かん、

「カイくん……ダメ……！」

　ジゼラが両腕を首の後ろに回し、ぎゅうっと抱きついてきた。

　力を込こめた腕の傷口からじわりと血が滲にじみ出る。

「先輩、動かないで……！」

「ダメよ。抜いちゃ、ダメ……それを抜いたら、あなたも決闘に参加したものとみなされる。もし負けてしまったら、王宮に連れて行かれてしまうわ」

　懇こん願がんするようなジゼラの声に、胸の辺りが強く締しめ付けられる。

　確かに、ここで抜いてしまってはこれまでの彼女の努力が無む駄だになってしまう。彼女の努力を思うなら、ここはぐっと堪こらえて耐たえた方がよいのだろう。

　理屈ではそうだ。ちゃんとわかってる。でも……。

　傷ついた先輩を見た時から、腹の中で暴れ回るこの憤ふん怒ぬの炎は──もう理性でどうにか出来るものじゃない！

　鞘さやからインフィニティエッジを引き抜き、その切っ先をミストに向ける。

　たちまち、闘技場コロシアム内に悲鳴のようなざわめきが広まっていった。

「影帝シヤドウマスター……改めて、あなたに決闘を申し込む」

「カイくん……！」

　ジゼラを抱き寄せる手に力を込め、抗こう議ぎの声を黙もく殺さつする。

　すみません、先輩。でも、僕を薬で眠ねむらせて勝手に一人で行ってしまったのはあなただ。

　だったら、このくらいの我わが儘まま……許されますよね？

「……いいだろう。申し込むまでもなく、元からそのつもりだ。だが……」

　そこで、ミストの視線がすっと逸それる。

「君の後ろにいる彼女は、どうするつもりだ？」

「え……？」

　何のことだがわからず、くるりと背後を振ふり返る。そこには右手に長なが槍やりを持ち、荒あら々あらしく息をつくアリサの姿があった。額に次々と大おお粒つぶの汗あせが浮うかんでは、頰ほおを伝って地面に流れ落ちている。

「アリサ……！」

「アリサ、ちゃん……？」

「カイ、ジゼラ先輩……！」

　まだ完全に呼吸が整わない状態にもかかわらず、一目散に駆け寄ってくる。

　傷だらけのジゼラを近くで見ると、アリサはまるで痛みを共有しているかのように顔を歪ゆがめ、色が白くなるほどきつく唇くちびるを嚙かみしめた。

「なぜ……なぜ先輩は、一人でこんな……。二四班ここを大切に思う気持ちは、私とて変わらない。それなのに……」

「ごめん、ね……。でも、わたしは三年生……だもの。後こう輩はいを守ってあげるのは先輩の役目……でしょう？」

「っ……」

　その答えに一瞬声を詰つまらせた後、ジゼラから視線を外し、ミストに目を向ける。

　全身から周囲を圧するような暴力的なオーラが撒まき散らされ、そのあまりの威い圧あつ感かんに仲間であるはずの戒も思わず背筋を凍こおらせた。

「よくもやってくれたな……私の大切な仲間を、よくも……！」

　手の中で槍を何度か回転させた後、銀色に輝かがやく槍先をびっとミストに突つき付ける。

　そして、戒の存在が眩くらむほど威い風ふう堂どう々どうと、アリサは声を張り上げながら宣言した。

「ジゼラ先輩の後は私が引き継つぐ。私と決けつ闘とうしろ、影帝シヤドウマスター！」

　闘技場コロシアム内に響ひびき渡わたった『決闘』という言葉に、観客席の混乱はいよいよピークに達する。巻き込まれないようにと逃にげ出す者も数多く出始めていた。

「待ちなさい、君。決闘の引き継ぎなど、これまで前例が……」

「構わん。元々二対一の予定だ」

　一いつ旦たん決闘をストップしようとした立会人をミストが制する。と、その時、

「イセリアに言われて来てみれば……これは一体どういう状じよう況きようですの!?」

「ジ、ジゼラ先輩……！」

　タイミングよく、ミラとカリナがやって来てくれた。

　戒はインフィニティエッジでミストを牽けん制せいしつつ、二人の方に顔を向ける。

「ごめん、詳くわしい説明は後でするよ。ミラはひとまずジゼラ先輩を安全なところへ。カリナは治ち療りようをお願い」

「……わかりましたわ。ですが、後できちんと説明して貰もらいますわよ」

「は、はい！」

　ミラは一瞬不満そうな顔をしたものの、すぐに切り替かえると素す早ばやくジゼラを抱きかかえ、カリナと共にフィールドの外まで退たい避ひする。

　二人の背中を横目で見送った後、戒は改めてインフィニティエッジを構え直し、ミストと正面から対たい峙じした。

　すぐさま、アリサが隣となりに並ぶ。

「カイ……先さき程ほどは、すまなかった」

「いいよ、気にしてない。それより、今は目の前の戦いに集中しよう」

「……ああ、そうだな」

　余計な思考を全すべて捨て去り、二人は揃そろって集中力を高める。

　相手の力は未知数。一瞬の油断が命取りになるだろう。片時も集中を切らさないよう心がけなければ。

「……では、お手並み拝見といこう」

　ミストの影かげから数え切れない数の刃やいばが生成され、間かん髪ぱつ容いれず二人に襲おそいかかる。

　戒とアリサはとっさに逆方向に飛び、向かってくる刃を半数ずつ引きつけた。

（上手うまく分ぶん離りは出来たけど、半数でこれか……なんて数！）

　左上方から迫せまる刃を逸らし、右からの攻こう撃げきは身体の流れに身を任せて弾はじき返す。

　瞬間、背後から殺気。とっさに頭を低くし、薙なぎ払はらわれた刃を回かい避ひする。だが、同時に死角から二つ目の刃が襲いかかってきた。

　間に合わない。瞬時にそう判断し、剣けんを逆手に持ちかえる。殺気の塊かたまりとなった刃に柄の先せん端たんを叩たたき込み、その反動を利用して逃げるように距きよ離りを取った。

（これじゃ、防戦一方だ……！）

　向かってくる刃の数は一〇や二〇ではない。一つ一つは小さく軽いものの、全方位からの攻撃全てを捌さばききることは不可能だった。

　腕うで、肩かた、脇わき腹ばら、大だい腿たい部ぶ。全身のあちこちを闇やみ色の刃が薄うすく切り裂さき、戒はその度たびに痛みで顔を歪める。ジゼラが全身傷だらけだった理由がよくわかった。

　接近戦をメインにしている自分でさえこうなのだ。遠距離攻撃がメインの彼女では為なす術すべもなかっただろう。

「カイ！　受け取れ！」

　そんな時、遠くからアリサの声が聞こえ、すぐそちらに顔を振り向ける。

　彼女の手から放たれた大火球が、まっすぐこちらに飛んできていた。

「ちょおっ……！　ここでまさかの裏切り!?」

「バ、バカなことを言うな！　属性付与エンチヤントだ！」

　その言葉にはっとし、慌あわてて大火球を剣で薙ぐ。とっさのチャレンジだったので上手くいくか不安だったが、幸い、剣身はきちんと炎ほのおを帯びていた。

　ちらりと横目で見やると、アリサも槍先に指を滑すべらせ、炎を噴ふき上がらせている。

（そうか、他属性防ぼう御ぎよ……！）

　属性付与エンチヤントした武器は、付与した属性以外の属性の魔ま法ほうを弾き飛ばすことが出来る。付与された属性の魔法素子マナ以外の魔法素子マナを魔導鉱石マナリウムが吸収出来ない性質を利用したものだ。

　影帝シヤドウマスターの攻撃は闇属性。炎属性の魔法で属性付与エンチヤントされた武器なら、弾き飛ばせる！

「他人の魔法を属性付与エンチヤント……？　そんなことが……」

　アリサの魔法を属性付与エンチヤントしてみせた戒を見て、驚おどろきに目を見開くミスト。

　戒は迫り来る複数の刃に向けて、インフィニティエッジを振り抜ぬいた。

　──ギギィィィイイ!!

　刃同士が擦こすれ合い、摩ま擦さつの象しよう徴ちようたるオレンジ色の火花が飛び散る。

　残りの刃に左肩を抉えぐられ、血が噴き出すと同時に一瞬、意識が遠くなった。

「ぐっ……！」

　唇を強く嚙んで遠くなりかけた意識を引き戻もどし、大きく飛んで後退する。

　まるで切れなかった。これでは属性付与エンチヤントするまでと何も変わらない。

　一体、どうして……。

「無駄だ。他属性防御が効果を発揮するのは、魔法素子マナを元にした現代魔法だけ。オレの刃はそうではない」

　ミストの全身を包み込んでいる漆しつ黒こく色のドレス。そのスカートの端はしを、彼女の長い指がちょこんと摘つまむ。

　長身で細身の彼女には、その可愛かわいらしい仕草はどこかミスマッチだった。

「〝断罪の黒衣ジヤツジドレス〟……オレが作った魔法具アーテイフアクトの一つだ。なかなかのものだろう？」

　どこか得意げにそう語り、薄く笑えみを浮かべるミスト。

　魔法具アーテイフアクトを作ったという言葉はにわかには信じがたいが、これであの刃が切れなかった理由が判明した。

　魔法具アーテイフアクトは古代魔法を封ふうじた物。その魔法具アーテイフアクトから生じた刃は当然、古代魔法というわけだ。

「カイ、こっちに来い！」

「っ……わかった！」

　刃の軌き道どうから逃のがれるようジグザグに動きながら、戒はアリサの元に向かう。

　そして、彼女がこちらに背を向けたのを見て、すぐさま反転。ぴたりと背中を合わせる。

　二人がかりの完全な防御態勢。前方一八〇度に全神経を集中させ、肉にく薄はくする刃全てを弾き、時に受け流す。

　後ろから来る刃のことは考えない。前方からの攻撃を一つでも漏もらさないよう、ただただ無心で剣を振るう。全方位に気を配らなければならなかった先程までより、遥はるかに楽な作業だった。

「……埒らちが明かないか」

　戒とアリサを取り囲んでいた無数の刃が、録画映像を逆再生したかのようにミストの影へと還かえって行く。

　二人は防御態勢を解き、再びミストと対峙した。その表情からは依い然ぜん、闘とう志しが衰おとろえていないことが窺うかがえる。

「大したものだ。互たがいを心から信しん頼らいし合っていなければそうはいくまい」

「む……」

　心の底から感服したようなミストの称しよう賛さんに、アリサがわずかに頰を赤らめる。

　戒も普ふ段だんなら手放しで喜んだかもしれないが、状況が状況なだけにそういうわけにもいかなかった。

「ふむ……それなら、こういうのはどうだ」

　そう言って、ミストがパチンと指を鳴らす。

　何が起きるのか、と戒はとっさに身構えたが、

「…………？」

　特段、何も起こらなかった。ミスト自身にも特別な変化は見受けられない。

　クラウディオの時のように、何かの魔法具アーテイフアクトを使用する合図なのだろうか。

　そう思い、戒が周囲の変化に気を配ろうとした、その時、

　──ビュオッ！

　突とつ然ぜんの風切り音が耳じ朶だを打った。

　完全に意識外からの攻撃。だが、本能が危険を察知し、身体からだを投げ出すようにして間かん一いつ髪ぱつのところで回避する。

（何……!?）

　地面をごろごろと転げ回った後、その勢いを利用して身体を起こす。

　攻撃を仕し掛かけてきたのは──長なが槍やりを水平に構えたアリサだった。

「アリサ……!?　なんで……！」

「先程君が防御の態勢を取っている時に、その娘むすめの影に魔法をかけさせてもらった。精神も肉体も、今はオレの魔力の支配下だ」

　淡たん々たんとした口調でとんでもないことを言うミストに、戒は背筋を震ふるわせて戦せん慄りつする。紫むらさき色いろの霧きりが彼女の周囲を漂ただよい、いつも凜りんとしている瞳ひとみが今は暗く淀よどんでいた。

　以前、クラウディオに魔法で動きを鈍にぶくされたことはあるけど……まさか操あやつることさえ可能だなんて。

　これが、マスターズたる影帝シヤドウマスターの力──！

「さぁ、どうする？」

　ミストがすっと手を掲かかげるのに合わせ、アリサが長槍を振ふり上げる。躊ちゆう躇ちよなく振り下ろされたそれを、戒は右に飛んでやり過ごした。

　身体を回転させながら、横よこ薙なぎの追撃。戒はとっさに槍先をインフィニティエッジで受け止め、剣身を滑らせるようにして受け流す。

　操られているといっても、その動きは普段に比べれば鈍どん重じゆうだ。これならさほど脅きよう威いでもない。軽くいなして、ミストの方を叩けばいい。

　トントン、と左右に軽快なステップを踏ふみ、アリサの攻撃をかいくぐる。そのまま一気にミストとの距離を詰つめ、インフィニティエッジを上段に構えた。が、

「っ……アリサ……！」

　剣を振り抜こうとしたその瞬しゆん間かん、盾たてになるように割り込んできたアリサを見て、すんでのところで止める。

　よかった。間に合った。

　そう、安心したところで。

　すっと、アリサの左手が持ち上がった。

（魔ほ──！）

　気付いた時には、視界一いつ杯ぱいに炎が広がっていた。

　身体のそこかしこに痛みが走り、平へい衡こう感かん覚かくがバラバラに吹ふき飛ぶ。

　口の中に泥どろと血の味が広がり、意識が朦もう朧ろうとしてきたところで、背中に強い衝しよう撃げき。

　闘技場コロシアムの柱に激げき突とつしたのだとわかったのは、随ずい分ぶん後になってからのことだった。

「ぐ……」

　全身を苛さいなむ痛みに苦く悶もんの声を漏らしながら、どうにか立ち上がる。強化制服のおかげで丸焼きは避さけられたが、肌はだが焼けるようなジリジリとした感かん触しよくはまだ残っていた。恐おそらく、軽度の火傷やけどだろう。

「……この程度か？　いわゆる一つの〝拍ひよう子し抜ぬけ〟というやつだな」

　冷めた瞳でこちらを見下ろしながら、ミストが言う。

「技能はそこそこだが……それ以前の問題だ。お前には戦う覚かく悟ごが出来ていない」

「戦う、覚悟……？」

「そうだ。その娘を盾にされた途と端たん、お前は動きを止めた。それに、先程のオレに対する攻撃にも殺意がなかった。せいぜい、動きを止めてやろう程度の気持ちだったのだろう。そんなことで、ジゼラを助けられるとでも思っているのか？」

　長槍を構えたアリサが一歩、二歩と近付いてくる。

　まるで、決断を迫るかのように。

「さぁ、覚悟を決めろ。お前の力を……オレに見せてみろ」

　ミストの言葉がじわり、じわりと頭の芯しんに染しみこんでいく。

　誰だれも傷つけないで、なおかつジゼラを助ける。

　そんな子供みたいな理想を掲げているから、僕は自分の力を受け入れられないのか？

　そうだ。別にアリサを殺すわけじゃない。せいぜいちょっとの間、気を失ってもらう程度だ。そのくらい、許容範はん囲いじゃないか。きっと、アリサだってわかってくれる。

　だから、躊躇ためらうな。戦うんだ、中なか山やま戒！

「…………」

　淀んだ目をしたアリサが刺し突とつの力を溜ためるようにぐっと腰こしを落とし、長槍を引く。

　戒は──剣けんを構えなかった。

「……どうやら、とんだ見込み違ちがいだったようだ。お前には、剣を握にぎる資格もない」

　嫌けん悪お感かんすら覚えさせるミストの断罪。

　そうかもしれない、と思う。武器を手にしておきながらこの体ていたらく。情けないにもほどがある。

　でも、やっぱり出来なかった。

　たとえどんな状じよう況きようであっても、この手でアリサを傷つけるなんて……僕には、出来ない。

　繰くり出された槍先が目にも留まらぬ速さで眼前に迫せまる。もう、剣を構えても間に合わない。心中でジゼラに、ミラに、カリナに、そしてアリサに謝罪する。

　こんな無様な結末で……本当にごめん。




「────な……」




　戸と惑まどいの声を発したのは、戒ではなかった。アリサの背後に控ひかえるミストが、啞あ然ぜんとして目を見開いている。

　放たれた超ちよう高こう速そくの刺突は、戒の顔面に到とう達たつする寸前でぴたりと静止していた。

「──てな……とお……な」

　水平を保っていた長槍がカタカタと小刻みに震え出す。そして、

「勝手なことを……言うなぁぁぁあああ！」

　闘技場コロシアムに咆ほう哮こうが轟とどろくと共に、アリサの周囲に漂っていた霧が瞬時に消し飛ばされた。

「くっ……」

「アリサ！」

　膝ひざが折れ、倒たおれそうになったアリサを慌あわてて抱だきとめる。長槍が手からこぼれ落ち、カランと音を立てて地面を転がった。

「アリサ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「なんとかな……影帝シヤドウマスターの魔力を洗い出すのにほとんど魔力を使い切ってしまったが。それよりも、自分の心配をしろ。全く……それでも男か」

　ふっと笑みを零こぼすアリサに、戒はいつもの苦く笑しようで応じる。

　もちろん、心中で「男関係ないよね」とツッコミを入れるのも忘れなかった。

「聞け、カイ」

「え？　いや、今話してる場合じゃ……」

「いいから、聞け」

　有う無むを言わせぬアリサの口調。戒はやむなく口を閉じた。

「私も……お前は優やさしすぎると思うことがある。きっとお前は、この世界に来るべきではなかった。戦いなどない平和な世界で、一生を過ごすべきだったのだと思う」

　だが、とアリサは言葉を続ける。

「それでも、お前は戦った。逃にげることなく、私達のために戦ってくれた。二班との試合でお前が放ったあの光……私はあれを、とても優しい光だと感じた。事実、あの攻こう撃げきはクラウディオを必要以上に傷つけてはいなかった。誰も傷つけたくないというお前の意志がそうさせたんじゃないかと、私はそう思う。だからきっと……お前は今のままでいい」

　そこですっと、アリサの身体が離はなれる。彼女の凜とした瞳に正面から見つめられ、戒は今が戦いの最中であることも忘れて思わず見み惚とれてしまった。

　ゆっくりと、アリサの唇くちびるが動く。




「私は……そんな優しいお前が好きだ」




　そう言って淡あわく微笑ほほえんだかと思うと、次の瞬間、唇に柔やわらかな感触を覚えた。

　告白も口づけもすぐには理解出来ず、頭の中は真っ白。

　こんな不意打ちずるいとか、今こんなことしてる場合じゃないでしょとか、どうでもいいことばかりが頭に思い浮うかんで、嬉うれしさとか恥はずかしさとか、そういう本来あるべき感情が置いてけぼりにされてしまう。

　でも、これだけは確信を持って言える。

　今この時、この瞬間を、僕は死ぬまで忘れることはない。

「……アリ、サ……」

「……勝ってくれ、カイ。そしてまた、皆みんなで対たい抗こう戦を戦おう」

　照れ笑いを浮かべながら、それでも力強い口調でそう言うアリサ。

　その言葉に、萎なえかけていた闘とう志しが奮い立った。四し肢しに力が湧わき起こり、身体中が沸ふつ騰とうするかのように熱く、激しく燃え上がる。

　不思議だ、などとは思わない。余計な説明すらも必要ない、至し極ごく単純な話。

　好きな女の子に応おう援えんされて立ち上がれないような奴やつは、男じゃない。

　それだけのことでしょ？

「そうだね。そうしよう」

　アリサに離れているよう告げてから、両足に力を込こめ、立ち上がる。

　随分と時間がかかってしまったけれど、ようやく捜さがし当てることが出来た。

　見失っていた、僕の心の在処ありかを。

「……そういうことは時と場所を選んでやって欲しいのだがな」

　そう呟つぶやくミストの影かげから三度、無数の刃やいばが出現する。

　一対一の勝負になったため、先さき程ほどのような防ぼう御ぎよ態勢はもう使えない。

　それなら──全すべて叩たたき斬きるまで！

「神々の黄金宮殿グラズヘイム」

〝無限の境界インフイニテイエツジ〟を地面に突つき立て、二つの世界を繫つなげる。

　液状と化した剣けん身しんがすぐさま魔ま法ほう陣じんを展開。黄金こがね色いろに輝かがやきを放つと同時に、柄つかを強く握りしめる。

　聞こえる。僕を呼ぶ、剣の声が。




「剣つるぎの王、イシュタールの神み子こたる剣帝ソードマスターの名において命ずる。我わが手に来たれ、破は滅めつの邪じや剣けん──テイルフィング！」




〝無限の境界インフイニテイエツジ〟の導きに従い、その名を告げる。

　魔法陣から引き抜かれたそれは、あまりに美しすぎる剣だった。

　豪ごう奢しやを極きわめた黄金作りの柄と、汚けがれを知らない純白の剣身。白銀色に輝く切れ味鋭するどい刃は見る者の視線を捕とらえて放さず、それゆえ持ち主の心を狂くるわす、まさに呪のろいの剣。

　危険な賭かけだということはわかっている。だが、ミストの〝断罪の黒衣ジヤツジドレス〟に対抗するためには、こちらも相応の剣を用意するしかなかった。

「剣の召しよう喚かん……なのか？」

　ミストがいぶかしげに目を細める。こちらの出方を窺うかがっているのか、自分からは動こうとはしない。ならば、後手に回る前に踏み込む！

　テイルフィングの切っ先を下げ、自らも身を低くしながら、戒は疾しつ風ぷうのごとくフィールドを駆かける。

　決してダメージは少なくないはずだが、身体からだは羽根のように軽く、昨日までとはまるで世界が違って見えた。

〝断罪の黒衣ジヤツジドレス〟の刃が次々襲おそいかかってくる。攻撃であると同時に最大の防御でもあるそれらを、戒は動きを予測されないよう細かいステップを踏みながら弾はじき返した。

　もう回り道はしない。ミストまで一直線だ！

「……無む謀ぼうだな」

　呆あきれたようなミストの呟き。無防備となった戒の背中に、闇やみ色の刃が殺さつ到とうする。が、

「はぁっ！」

　戒は軽く地面を蹴けってコマのように回転すると、それらを全て切り裂いた。

「っ……!?」

　予想だにせぬ光景に目を見張るミスト。

　武器が変わった後も懸けん命めいに弾き返していたため、切られるなどとは思ってもみなかった。

（しかし、なぜ急に……!?）

　そこまで考えて、ようやく気付く。

　新雪のように白かったテイルフィングの剣身が、いつの間にか赤く染まり始めていた。まるで手首に浮き出た血管のようにドク、ドクと脈動している。

　得体の知れないおぞましさに、ミストは何年かぶりに恐きよう怖ふで身を震ふるわせた。

「その剣は、何だ……!?」

　跳はねるようにして戒と距きよ離りを取りながら、恐怖を打ち消すかのように叫さけぶ。

「テイルフィングには人の生き血を吸うことで切れ味を増す呪いがかけられている。ゆえに剣と使い手は常に生き血を求め、多くの悲劇を生み出した」

「生き血、だと……まさか……！」

　はっとして、テイルフィングを握る戒の右手に視線を向ける。剣を振ふるう度たびに血が噴ふき出し、飛沫しぶきとなって地面に落下していた。その量は、決して少なくない。

「正気か!?　そんな無茶を続ければ……！」

「危険かもね。でも、そうなる前にあなたを倒す！」

　真ま一いち文もん字じに剣を振り抜き、残り少なくなっていた〝断罪の黒衣ジヤツジドレス〟の刃を一いつ掃そうする戒。

　命を削けずられながら、それでも自らの信念に沿って剣を握り続けるその姿を見て、ミストの中に言いしれぬ焦しよう燥そう感かんが生まれた。

（やはり、そうなのか……？）

　初代王おう妃ひがその出現を予言したという異い端たんの八人目。

　剣の王イシュタールの神子にして、世界に破滅と再生をもたらす者──剣帝ソードマスター。

　もし、目の前の男がそうなのだとすれば……。




「破は壊かいと混こん沌とんの内より生ぜし深しん淵えんなる闇の眷けん属ぞくよ……影帝シヤドウマスターの威いをもってここに告げる。我が血と魂たましいの盟約に従い、全を無に帰きす冥めい府ふの弓矢を！」




　ミストが右手を天に向かって突き上げる。その手に瑠る璃り色いろの光が溢あふれ、たちまち彼女の身長ほどもある巨きよ大だいな弓矢を形作った。

　殺気の塊かたまりのような禍まが々まがしさを湛たたえた弓を構え、その弦つるを限界まで引き絞しぼる。

　もはや調査などと悠ゆう長ちようなことを言っていられなくなった。

　戦士としての、マスターズとしての本能が告げている。

　この男は危険だ。今ここで殺しておかなければ、後日必ず災わざわいをもたらす！

「ここで朽くち果てろ……剣帝ソードマスター!!」

　絶ぜつ叫きようと共に矢が放たれる。放たれた矢は瞬またたく間に黒こく炎えんとなり、触ふれるもの全てを灼やき尽つくさんと大きく膨ふくれあがった。

　闘技場コロシアムの柱が次々となぎ倒され、轟ごう音おんと悲鳴が場内に響ひびき渡わたる。




「聖なる輝きをもって闇を引き裂く光の眷属よ、剣帝ソードマスターの名において命ずる。我が意に従い、かの者達の呪じゆ縛ばくを解き放て！」




　対する戒も、眩まばゆい白光に包まれた右手をテイルフィングの剣けん身しんに走らせた。すると、血に飢うえ、脈動していた剣身が優やさしい光に包まれ、やがて黄金色の輝きを取り戻もどしていく。歴代の使い手達の怨えん嗟さと悲しみが浄じよう化かされた、テイルフィング本来の姿だ。

　迫せまり来る黒炎に向けて、黄金色の剣を正眼に構える。

　僕は、何のために剣を振るうのか。わかってみれば、それはとても単純なことだった。

　二班との試合で初めて力を使った時、僕はただ、クラウディオに君を奪うばわれたくない一心だった。退学の危機とか、命の危機とか、そんなものははっきり言って二の次だ。

　時間も、場所も、それこそ、世界だって関係ない。

　僕の居場所は、僕の心の在処は君の隣となりだって、そう決めたから。

　この先もずっと……この命が尽きるまで君の隣にいられる未来を。

　この力で、この剣で──切り拓ひらいてみせる！

「おぉぉぉぁぁぁああああああッッ[image: !!!]」

　全身で吼ほえ、ありったけの力を込めて剣を振るう。

　斬ざん撃げきと黒炎が激げき突とつしたその瞬しゆん間かん、身体がバラバラになったかと錯さつ覚かくするほどの凄すさまじい衝しよう撃げきが全身を駆け抜けた。

　爆ばく音おんが弾はじけ、荒あれ狂う風が乱気流となって観客席を襲う。

「ぐぅぅぅうう……！」

　足裏が地面をガリガリ削り取る。額から滲にじみ出た脂あぶら汗あせが頰ほおを伝い、顎あご先まで流れ落ちた。

　黒炎はあまりに強大だった。恐おそらく、これが影帝シヤドウマスターの持つ最大火力だろう。

　受けきることが出来ればこちらの勝利。押し切られれば、そこで終わりだ。

（負ける、かぁ……ッ！）

　弱気になりそうな自分を鼓こ舞ぶし、両りよう腕うでにさらに力を込める。

　だが、気持ちとは裏腹に、眼前に迫る極大の炎を押し返せるだけの体力は、もう残っていなかった。

　弱まるどころかますます勢いを増す黒炎に押し込まれ、じりじりと後退する。全身の筋肉が悲鳴を上げ、次し第だいに両腕の感覚がなくなってきた。

（まだだ、まだ……！）

　目をきつく閉じ、歯を食いしばる。黒炎は肌はだを焦こがすだけでなく、身体の内にある闘とう争そう心までも灼き尽くそうとしていた。

　影帝シヤドウマスターの言う通り、無謀だったのだろうか。

　一人で戦うなんて、やはり無理だったのだろうか。

　だが、たとえそうでも負けるわけにはいかない。

　お前は今のままでいい。そう言ってくれた彼女の言葉を噓うそにしないために。

　僕は、絶対に──……！




「一人ではありません」




　そっと。剣を握にぎる手に、彼女の手が重ねられた。

「あなたの意志と剣の赴おもむく先に──共に歩みましょう、剣帝ソードマスター」

　銀色の風が舞まう。
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　戒の全身から発せられた淡あわい光が荒れ狂う乱気流を吞のみ込み、やがてそれは銀色に輝く旋せん風ぷうとなって戒の身体を包み込んだ。

　全身を苛さいなむ痛みも、両腕にかかる重圧も、何もかもがすうっと消えていく。

　まるで世界と一体化したかのような、そんな不思議な感覚。

「……そうだね」

　力強く頷うなずいて、隣に並び立つ彼女を見る。

「一人じゃない」

　紅べに色いろの髪かみをなびかせた剣の王は、ただ静かに微笑ほほえんだ。




「はぁぁぁああッッ────────!!」




　気合一声。眼前で暴れる炎を恐れることなく一歩踏ふみ出し、渾こん身しんの力で両断する。

　真っ二つに分断された黒炎は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げるかのように小さな炎を撒まき散らしながら縮小し、やがて跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

「……オレの、矢が……」

　その様子を呆ぼう然ぜんと見つめていたミストが、力なく両りよう膝ひざを地面につける。

　戒はゆったりとした足取りで歩み寄ると、戦意を喪そう失しつしたミストにテイルフィングの切っ先を向けた。

「僕の勝ちです」

「……そのようだな」

　立会人に向かって両手を挙げ、降参の意を示すミスト。と、その時、

「カイくん！」

　離はなれた場所に退たい避ひしていたジゼラが、慌あわてた様子でこちらにやって来た。その後ろにはアリサ、ミラ、カリナもいる。

　痛々しく血が滲んでいた傷は、もうあらかた塞ふさがっていた。カリナが治ち療りようしてくれたおかげだろう。

「カイくんが勝った……の？」

　信じられないといった顔でそう尋たずねてくるジゼラに、戒は「はい」と苦く笑しようを返す。

　その間にテイルフィングの剣けん身しんが光の粒りゆう子しとなって消えていき、インフィニティエッジは元の姿へと戻っていった。

「よろしいですか？」

　剣を鞘さやに戻し、ほっと一呼吸ついたところで、立会人の兵士がやや恐る恐るといった感じで声をかけてくる。

「決けつ闘とうはあなた達二人の勝利です。ですが、あなたの要求だけは事前に告げられていないため無効となります」

「別にいいですよ。決闘の勝敗とは関係なく、自分でお願いしますから」

「は……？」

　意味がわからなかったのか目をぱちくりさせる立会人をスルーし、戒はようやくふらふらと立ち上がったミストに問う。

「聞かせてくれませんか、ミストさん。一〇年前……どうしてルクスさんが死んでしまったのかを」

「……ジゼラから聞いていたか。だが、それを知ってどうする。話したところで何も変わらない」

「そうかもしれません。でも、そうじゃないかも。いわゆる一つの……っていうフレーズ、多分、あなたの口くち癖ぐせですよね？」

「……ああ。それが？」

「ジゼラ先せん輩ぱい、今でも使ってますよ。きっと子供の頃ころに真似まねをして、そのまま口癖になっちゃったんですね。今回はこんな形になっちゃいましたけど……先輩は、きっとあなたのことを嫌きらいになったわけじゃない。あなたを嫌いになりたくないから、ずっと真相を知りたがっていたんです。だから、話して下さい。もし先輩を過去の呪縛から解き放てるものがあるとしたら……それはきっと、あなたの言葉だけだと思うから」

　言いたいことを全すべて言い終え、戒はじっとミストを見つめる。

　ミストはしばし黙もつ考こうした後、やがて一〇年分の重さがこもったような、深く長いため息をついた。

「……ルクスは、『願いの神樹イグドラシル』について調べるために送り込まれたムスペル帝てい国こくのスパイだった」

「……え？」

　その一言に、ジゼラの表情が凍こおり付く。だが、彼女が驚おどろく間を与あたえず、ミストは淡たん々たんと話を続けた。

「バルディーニ家に弟で子し入りを志願したのも、『願いの神樹イグドラシル』に関する資料を盗ぬすみ出すことが目的だ。奴やつの動きを察知した王室は当時、影帝シヤドウマスターになりたてだったオレを監かん視し役として送り込んだ。資料が流出するのを防ぎ、同時に背後関係を調査してスパイの侵しん入にゆうを手引きした者をあぶり出すためにな」

「そのために……二年間も？」

「あいつは頭の良い男だったからな。簡単にボロは出さなかった。必然、調査期間も長くなってしまったというわけだ。だが……一〇年前。本国がニブルヘイム侵しん攻こうを決定し、あいつは呼び戻されたらしい。そのため、功を焦あせったのだろうな。重要な資料や書しよ籍せきを盗んで国外へ逃とう亡ぼうしようとした。もちろん、功を焦った短たん絡らく的な計画など成功するはずもない。オレはあいつを追い詰つめ、投降するよう求めた。だが……あいつは投降せず、自ら命を絶った」

「……そんな……」

「敵に捕つかまって情報源となる前に、自ら命を絶って口を閉とざす。それがスパイとしてのあいつの矜きよう持じだったのだろう」

　そこまで一気に話し終えると、ミストは少しの間、息を整える。

　その表情は、心なしか少しだけすっきりしているようにも見えた。

「お前はルクスを慕したっていたからな。この話をするのは躊躇ためらわれた。長い間……黙だまっていてすまなかった」

　ジゼラの顔は見ずにそう告げると、思いの外しっかりとした足取りで歩き出すミスト。

　だが、その背中を、

「待って！」

　ジゼラが、呼び止めた。

「わたしも……ずっとあなたに秘密にしていたことがあるの。ううん。秘密にしてくれって、そう頼たのまれていたの。ルクスはね……お兄ちゃんは、お姉ちゃんのことを──」

「よせ！」

　ミストの大声がジゼラの言葉を遮さえぎる。この学校に来てから初めて聞いた、彼女の怒ど鳴なり声だった。

「オレは自分のすべきことを果たし、あいつもそうした。後こう悔かいはない。全ては……もう過去のことだ」

「……お姉ちゃん……」

「……マスターズになどなるなよ、ジゼラ。オレのようになりたくなければな」

　そう言い残し、今度こそフィールドを去って行くミスト。

　ようやく全てが終わり、戒はふっと全身の力を抜ぬく。

　何もかもが全て上手うまくいったわけではない。でも、出来る限りのことはしたと思う。

　これが多分、今の僕に作れる精せい一いつ杯ぱいのエンディングだ。

「カイくん……本当にあり──って、カイくん!?」

「え……？」

　ジゼラの慌てたような声が聞こえたかと思うと、突とつ然ぜん、視界一いつ杯ぱいに空が広がる。

　何が起こったのか、本気でわからなかった。

「カイくん、大だい丈じよう夫ぶ!?　しっかりして！」

　続いて目に飛び込んできたのは、心配そうなジゼラの顔。そこで、ようやく何が起こったのかを把は握あくする。

　ああ……そうか。僕、倒たおれたのか。きっと血を流しすぎちゃったんだな。

「大丈夫です。ちょっと貧血気味なだけですから」

「……ごめんなさい。わたしのせいで、こんな……」

「別に先輩のせいじゃないんですけど……。あ、でも、もしお礼をしてくれるならこの後、ご飯作ってくれませんか？　先輩の美味おいしいご飯で栄養補給したら、多分すぐ治ると思います」

　申し訳なさそうな顔をしていたジゼラに、ぱっと思いついた名案を伝える。

　それを聞いたジゼラはしばしポカンとした後、やがていつもの優やさしい笑みを浮うかべ、

「……バカ」

　目め尻じりに涙なみだを浮かべながら、一言そう呟つぶやいたのだった。







　最終章　君となら







　辺りがすっかり暗くなり、空に浮かぶ月が一段とその輝かがやきを増す頃。

　昼間の喧けん噪そうが噓うそのように閑かん散さんとした正門をくぐり、ミストはニブルヘイム王立士官学校を後にする。

　護衛についていた兵達は無理矢理、先に帰らせた。元々必要なかったというのもあるが、それ以上に今は少し一人になりたい。色々と振ふり返りたいことがあるのだ。

「やっふ～♪　二日間の調査、お疲つかれ様～」

　だが、そんなアンニュイな気分を、底そこ抜ぬけに明るい声がぶち壊こわす。

　ミストは月明かりに照らされた声の主に思い切りしかめっ面つらを向けた。

「何の用だ、雷帝ライトニングマスター」

「うわ、何その顔。人がお疲れのところを労ねぎらおうと思って来たのにさ～。あ、もしかしてカイとの戦いに加勢しなかったから怒おこってる？」

「労いも加勢も不要だ。オレはただ、与えられた任務を遂すい行こうしたに過ぎない」

　それではな、と軽く手を上げて別れを告げると、イセリアの横を通過しようとする。が、

「そうなのかな～？」

　何か含ふくみをもたせたような声に、思わず足が止まった。

「……どういう意味だ」

「なんかおかしいと思ってたんだよね。カイは気になる存在かもしれないけど、ボクの目から見れば決して脅きよう威いという程ほどじゃなかった。間かん者じや、つまりミストの部下だって、そういう風に報告したんじゃないかな。ようするに、わざわざマスターズが直々に調査するほどの相手じゃないってこと。まぁ、その認にん識しきは今日をもって改めるべきだと思うけどさ」

　困ったような笑えみを浮かべながら、まさかあそこまでとはね、と肩かたをすくめてみせるイセリア。

　認識を改めるという点に関しては、ミストも反対する理由はなかった。

「で、続きだけど。間者からのカイに関する報告は、多分そう大したものでもなかった。でもその中に、ミストは懐なつかしい名前を発見しちゃったんだ。なぜ士官学校にいるのか。もしかして自分を追ってきているのか。責任を感じたミストは、ジゼラさんに会って話をしなければと思った。そこでカイの調査という名目で、周囲の反対を押し切って士官学校にやって来たわけ。まぁ、会っていきなり決けつ闘とうを申し込まれたりしたおかげで、随ずい分ぶんと大がかりなことになっちゃったみたいだけど。違ちがう？」

「……完全な職権乱用、だな。王室に報告するか？」

「まさか。全部推測だし、報告したところでボクには何の利益もないしね。でも、代わりと言ったらなんだけど、一つお願いを聞いてくれないかな？」

「お願い？」

「そ。カイのこと、上に報告しないで欲しいんだ」

　その言葉に、ミストの眉まゆがぴくりと反応する。

「ボク、カイと再戦の約束してるんだよね。それまでは余計な邪じや魔まを入れて欲しくないんだ。どうも王室は剣帝ソードマスターをかなり危険視しているみたいだから、もしカイが剣帝ソードマスターの可能性が高いって知られたら、色々と面めん倒どうなことになりそうだしね」

「……オレが報告しなくとも、あれだけの騒さわぎだ。いずれ王室の耳にも入る」

「でも、それは単なる噂うわさ話ばなしとしてでしょ？　マスターズであるミストの報告と比べたら、信しん憑ぴよう性せいが違う。心配しなくても、監視はボクが続けるよ。何かあったらきちんと報告する。カイだって、今すぐどうこうしようなんて気はないと思うしね」

　両手を合わせ、だからお願い、と可愛かわいくウィンクするイセリア。

　そんな態度を見せられるときちんと監視をする気があるのか逆に不安になるが、彼女の意見にも一理あった。

　あの力は危険だが、もし味方に引き込めるならニブルヘイムにとって大きな武器となる。彼が予言通りこの世界に破は滅めつをもたらす存在かどうか、見み極きわめるにはしばしの時間を要するだろう。ならば、下手にこちらから動いて余計な刺し激げきを与えない方がいいかもしれない。

「……いいだろう。では監視は任せたぞ、英雄殿」

「は～い♪」

　軽い調子で答えるイセリアをやや不安そうに一いち瞥べつした後、ミストは軽く肩をすくめて歩き出す。

　そんな彼女を手を振って見送った後、イセリアは後夜祭で盛り上がる士官学校を遠目に一望した。

　この世界について学ぶため、と半ば無理矢理入学させられたことに初めは多少、不満もあったが、今では逆に感謝している。

　学校生活はなかなか楽しいし、何より、ようやく本気で戦えそうな相手と巡めぐり会うことが出来た。再戦の日が今からとても待ち遠しい。

「もっともっと強くなって……そしてボクを満足させてね、カイ」

　そう口の中で呟き、獣けものを思わせるような獰どう猛もうな笑みを浮かべながら。

　異世界から召しよう喚かんされし英えい雄ゆう──イセリア＝ホークは、静かに学校へと戻もどっていった。







　美しい満月と無数の星々が輝く空の下、オレンジ色の炎ほのおが校舎の周辺を明るく照らしていた。

　学園祭のラストを飾かざる後夜祭。学生達はあちこちに設置された松明たいまつの間を行き来し、学園祭の思い出を語ったり、振る舞まわれた料理に舌した鼓つづみを打ったりと、思い思いの時間を過ごしている。

　影帝シヤドウマスターとの戦いの後、絶対安静を言い渡わたされ、しばらく宿舎の中で体調回復に努めていた戒かいも、楽しそうな雰ふん囲い気きに当てられてついつい外に出てきてしまっていた。

「お～来ていたのだな。もう大丈夫なのか～？」

　お腹なかが空腹を訴うつたえていたため、配られていた肉料理をモグモグ食べていると、そこにイレーナがやって来る。

　戒は一いつ旦たん食事の手を止め、近くのベンチに腰こしを下ろした。

「はい。まだちょっと頭がぼうっとしますけど、普ふ通つうに動く分には全然」

「そうか～。それにしても、一人で影帝シヤドウマスターに挑いどむとは……全く無茶をするのだ」

　隣となりに腰かけたイレーナが、両足をぷらぷらさせながらしみじみ言う。その表情は呆あきれているようでもあり、笑っているようでもあった。

　確かに、無茶なことをしたと思う。一歩間違えれば命を落としてもおかしくないような状じよう況きようだった。それこそ彼女の助けがなければ、自分は今いま頃ごろ、この世にいなかっただろう。

「教官……聞いてもいいですか？」

「ん～？　何だ～？」

「僕をこの世界に召しよう喚かんした理由です。あの時は、聞きそびれちゃいましたから」

　戒のその言葉を最後に、二人の間に沈ちん黙もくが流れる。

　耳に届く学生達の歓かん声せいと笑い声が、どこか場違いなＢＧＭのように感じられた。

「……前から気付いていたのか～？」

　やがて、イレーナがゆっくりと口を開く。いつの間にか、揺ゆらしていた両足の動きがぴたりと止まっていた。

「いえ、確信したのは今日です。まぁ……もしかしたら、くらいには思ってましたけど」

「そうか～。どこから話したものかな～」

　顎あごに人差し指を当て、う～んと悩なやみ始めるイレーナ。あの大人びた少女と同一人物にはとても見えないが、インフィニティエッジのことや少女との会話内容を遡さかのぼると、イレーナに辿たどり着くのは必然だった。

「むかしむかしのことなのだ。この世界は、一度滅ほろびかけたことがあるのだ」

「滅びかけた……？」

「そうなのだ。魔ま法ほう……お前の知っている概がい念ねんでは古代魔法を悪用した悪い奴やつらにな～。この国で古代魔法の使用や研究が禁じられているのはそのためなのだ」

　当時のことを思い出すかのように、静かに天を仰あおぐイレーナ。

　なんだかいきなり話が壮そう大だいになってしまった気がするが、今はともかく話を聞くしかない。ツッコミを控ひかえることにしよう。

「まぁ、そんなことはどうでもいいのだ」

「いやいや、世界の命運をどうでもいいの一言で片付けないで下さいよ!?」

　思わずツッコんでしまった。

「む～……じゃあ、手短に話すのだ。悪い奴らは八人の正義の味方に倒たおされたのだ。めでたしめでたしなのだ」

「ものすごく投げやり!?　手短にもほどがあるでしょ！　実は作り話ってオチじゃないですよね!?」

「それを話すととても長くなってしまうのだ。重要なのはここからだから、黙だまって聞くのだ」

　わがままを言うなとばかりに窘たしなめられ、戒は渋しぶ々しぶ引き下がる。

　いや、普通ツッコむよね？　僕は間違ってないよね？

「悪い奴らを倒して、めでたしめでたしといけばよかったのだがな～……滅びかけたこの世界は、もうボロボロだったのだ。残された人間の手だけでは到とう底てい立ち直れないほどにな～。だから世界を復興させるために、とても大きな力が必要だったのだ」

　とても大きな力。それは、もしかして……。

「『願いの神樹イグドラシル』……ですか？」

「その通りなのだ。『願いの神樹イグドラシル』のおかげで、世界は生まれ変わることが出来たのだ。魔力も魔法素子マナも、元々は『願いの神樹イグドラシル』によって生み出され、今もそこから供給されているのだぞ～」

「そう……だったんですか……」

　とつとつと語るイレーナに合わせて相づちを打つ。

　さらっと話すからつい自然に頷うなずいちゃったけど……実は今、僕はかなり重要なことを聞いているんじゃないだろうか。

「ただな～……『願いの神樹イグドラシル』は元々、この世界にはなかったものなのだ。だから時が経たつにつれて、次し第だいにおかしくなってきたのだ」

「おかしく……？」

「村が丸ごと一つ消えてしまったり、何十日にもわたって雨が降り続いたり……色々なのだ。多分、持っているエネルギーが大きすぎて、この世界には収まりきらなかったんだろうな～。エネルギーを抑おさえるための方法もいくつか考案されたが、どれも完かん璧ぺきとは言えなかったのだ。どんな願いでも叶かなえるというのも、考案された方法の一つなのだぞ～」

「願いを叶えるのにエネルギーを使うから……ですか？」

「その通りなのだ。とはいえ、その方法も特定の時期にしか使えないからな～。ゆっくりと、でも確実に……この世界は今も『願いの神樹イグドラシル』に歪ゆがめられ続けているのだ。魔力を持つ男性が極きよく端たんに減ったのも、その影えい響きようだろうしな～」

　そこで、イレーナの表情に鬼き気き迫せまるような焦あせりの色が滲にじむ。

　正直言って戒にはまるで実感が湧わかなかったが、決して楽観視できるような状況にないということだけはわかった。

「歪みを正す方法は一つしかないのだ。『願いの神樹イグドラシル』のない、新しい世界。そんな世界を、今いる人達の手で作り上げるしかな～」

「でも、そんなことをしたら……」

「魔力も魔法素子マナもなくなって、大混乱が起きるだろうな～。『願いの神樹イグドラシル』の恩おん恵けいは他ほかにも様々なところに及およんでいるから、なくなれば大変なことになるのは間違いないのだ」

　それでも、やらなければならない。イレーナの目は強くそう語っていた。

「教官……いえ、剣つるぎの王」

　戒は揺るぎない意志を湛たたえたイレーナの瞳ひとみを正面から見み据すえ、問う。

「あなたは……『願いの神樹イグドラシル』を破は壊かいするために、僕をこの世界に喚よんだんですか？」

「……『願いの神樹イグドラシル』の本体を破壊するためには、『願いの神樹イグドラシル』の枝から生まれた〝無限の境界インフイニテイエツジ〟の力が必要なのだ。そして〝無限の境界インフイニテイエツジ〟の力を扱あつかえるのは、イレーナさんと契けい約やくした剣帝ソードマスターだけなのだ。でも『願いの神樹イグドラシル』の破壊を決意した時、イレーナさんが最初に契約した、今は名もなき王とか呼ばれているあいつはもう戦えない身体からだでな～……。『願いの神樹イグドラシル』の破壊は、新しく生まれ変わった剣帝ソードマスターに託たくすほかなかったのだ」

「生まれ変わった……って、もしかして僕のことですか？」

「他に誰だれがいるのだ」

　半眼になってため息混じりに答えるイレーナ。

　いや、そんな当たり前だろみたいに言われても……僕にとってはかなり衝しよう撃げき的な事実なんですけど……。

「……ん？　でも、待って下さい。別に生まれ変わりなんて待たなくても、他の人と契約すればよかったんじゃ？」

　頭の中に真っ先に生まれた疑問を素す直なおにぶつける。

　すると、イレーナは急に頰ほおを朱しゆに染め、ぷいっと顔を背そむけた。

「……嫌いやなのだ」

「は……？」

「イレーナさんはあいつとしか契約しないのだ。他の男となんてまっぴら御ご免めんなのだ。でも、あいつがどうしてもと頼たのむから……だから転生魔法で生まれ変わらせることにしたのだ」

「……え～……」

　驚おどろきを通り越こして、思わず気の抜ぬけた声が出る。これまで聞いた話の中で、ある意味一番衝撃的だった。

　まさかそんな乙女おとめな理由で……というか、そんな理由で世界の命運を左右するようなことを決めちゃっていいんですか？

「召喚されたお前と最初に会った時は、とても懐なつかしい気分になったのだ。でも、それは懐かしいだけで、やっぱり同じではなかったのだ。あいつはもう帰ってこないし、お前はあいつの代わりにはなれない。当たり前のことなのだがな～……」

　そう言って、どこか遠い目でこちらを見つめるイレーナ。

　その瞳は僕ではなく、きっとここにはいない誰かを探しているのだろう。

「最後に、一つだけ言っておきたいのだ。お前がこの世界に喚ばれた理由は、他人が勝手に決めたことなのだ。『英雄』も『剣帝ソードマスター』も……背負うかどうかはお前次第。たとえどんな決断をしても、イレーナさんは教官として、お前の意志を尊重するのだ」

　どこか吹ふっ切れたような笑え顔がおでそう言って、イレーナがベンチから立ち上がる。

　唐とう突とつに話を打ち切られ、戒も慌あわてて立ち上がった。

「ちょっと教官、まだ話は……」

「続きは今度またじっくり聞かせてやるのだ。イレーナさんは空気の読める優ゆう秀しゆうな教官だからな～♪」

　よくわからないセリフを残し、ひょこひょこ学生達の間に消えていくイレーナ。

　一人取り残された戒は後頭部をかきながら「なんなんだ……」と首を傾かしげる。と、

「カ、カイ」

　不意に、やや緊きん張ちよう気味の声で名前を呼ばれた。

　くるりと声が聞こえてきた方に振ふり返る。

「あ……」

　そこにはいつもの制服ではなく、以前一いつ緒しよに買った赤いドレスを身に纏まとったアリサの姿があった。髪かみにはいつものリボンではなく、何色もの花をあしらった大きな髪飾かざりをつけている。

　たったそれだけのことなのになんだかアリサがとても大人びて見え、戒は惚ほうけたようにしばし彼女の立ち姿に見入ってしまった。

「ど、どうだ……？」

　左右に身を捩よじりながら、そっと髪飾りに触ふれるアリサ。普ふ段だんあまりお洒落しやれに気を遣つかわないので、こうやって着飾るのが恥はずかしいのかもしれない。顔が赤く見えるのは、きっと松明たいまつの明かりのせいばかりではないだろう。

　一いつ瞬しゆん、何か気の利きいたセリフを考えようとして、すぐにやめた。

　そういうのは僕には似合わないし、きっとアリサも望んでいないと思う。

　ただ、心に浮うかんだ言葉を素直に伝えればいい。

「……うん。やっぱり似合うね、そのドレス。髪飾りも素敵だよ」

「そ、そうかっ？」

　アリサの表情がぱぁっと華はなやぐ。あまりにもわかりやすいその反応に、戒は思わず苦く笑しようした。

　でも、こんな風に素直な気持ちを見せてくれることが、今はとても嬉うれしい。

「あ、あのな……実はこの後、後夜祭恒こう例れいの舞ぶ踏とう会があるのだ。いや、舞踏会というほど大げさなものではないのだが……だから、その……」

　両手の人差し指をつんつんと突つき合わせ、口の中で何やらごにょごにょ呟つぶやくアリサ。

　そういえばこのドレスを買った時、舞踏会の話をしたような気がする。

　ほんの二ふた月つき前かそこらの出来事なのに、もう随ずい分ぶん昔のことのように感じられた。

「……それじゃあ、一緒に踊おどろうか。上手うまくリード出来る自信はないけど、精せい一いつ杯ぱいやってみるよ」

「本当か！　リードのことなら心配するな。私も初心者だから、上手くは踊れない」

　舞踏会が始まるまではまだ少し時間があるということで、しばらくの間、アリサと並んで満天の星空を眺ながめる。

　こうして彼女と星を見るのは、二班との試合を終えたあの日の夜以来だ。

「今日は色々と大変だったな。お前にまた、随分と助けられてしまった」

「そんなこと……むしろ、僕の方が助けてもらってばかりだよ。アリサがいてくれなかったら、きっとミストさんにも勝てなかったし」

「……やはり、お前は優やさしいな」

　そう呟いたアリサの顔には、少し影かげが差していた。

　どこか思い詰つめたような、そんな浮かない表情。

「アリサ……？」

「……実を言うとな、お前のその優しさが、私は少し怖こわい。誰も傷つけない、誰も見捨てない。そんなお前の優しさが、いつかお前自身を滅ほろぼしてしまうんじゃないかと……時々、不安になるのだ」

「僕自身を……滅ぼす……？」

　その言葉に、戒もぐっと表情を引き締しめて考える。

　彼女の言うことはもっともだ。イレーナの言っていた『願いの神樹イグドラシル』の破壊も、口で言うほど簡単なことではないはず。きっと今日のように、あるいは今日以上に危険な戦いになるだろう。

　そんな戦いに無む闇やみに首を突っ込んでいれば、いつか身の破は滅めつを招く日が来るかもしれない。だからこそ、イレーナは他人の意志ではなく、自分自身の意志で決めろと言ったのだろう。

　優しさと言えば聞こえはいいが、裏を返せばそれは、誰かのためという免めん罪ざい符ふを盾たてに自分の意志を放ほう棄きした行動とも言えるのだから。

「……そうだね。アリサの言う通り、きっとこの先、一人じゃ乗り越えられない事態や戦いがあると思う。でもね」

　勇気を振り絞しぼって、アリサの手をぎゅっと握にぎる。「うぇっ!?」と顔を真っ赤にしたアリサが、驚いたようにこちらを見た。

「君となら……君と一緒なら、出来る気がする。辛つらくても、苦しくても、君が傍そばにいてくれれば、僕は自分の意志を貫つらぬくことが出来る。だって、これまでもずっとそうだったから」

「カ、カイ……？」

　羞しゆう恥ちのあまり目を潤うるませ、口元をあわあわさせるアリサ。

　そんな彼女を正面から見つめながら、戒ははっきりと自分の想おもいを告げる──




「は～い。そこまでよ～♪」




　──はずだったのに。

　割り込んできた第三者の声がバズーカのごとく、その場の雰ふん囲い気きを盛せい大だいにぶち壊こわした。

「ジ、ジゼラ先せん輩ぱい!?」

「あらあら～なんだか前にもこんなことがあった気がするわ～。いわゆる一つの〝既視感デジヤヴユ〟というやつね～」

　パーティードレスに身を包んだジゼラが、頰に手を当てて困ったように笑う。

　もっとも、その目は全く笑っていなかったが。

「アリサ！　勝手に抜け駆がけは許しませんわよ！」

「卑ひ怯きよう、です……！　裏切り、です……！」

　同じくパーティードレスを着込んだミラとカリナも、腰こしに手を当ててお冠かんむり。

　戒は仕方なく握っていた手を離はなし、アリサと適度に距きよ離りを取った。

「さて、それじゃあ舞踏会に向かいましょうか～。カイくん、しっかりエスコートしてね～♪」

「ぅわっ……ジゼラ先輩、引っ張らないで……っていうかその、胸が当たって……」

「もちろん、当ててるのよ～♥」

「ダンスならわたくしが手取り足取り教えて差し上げますわよ！」

「カリナも、カイ先輩と踊りたい、です……」

　あっという間に三人に捕つかまり、ずるずると舞踏会の会場に引きずられていく戒。

　ぽつんと一人取り残されてしまったアリサは、しばし呆ぼう然ぜんと佇たたずんだ後、やがて全身をブルブルと震ふるわせ、

「カイ、お前は……お前という奴やつは……それでも男かぁぁぁぁぁああああああ!!」

　鬼おにの形相でそう叫さけぶと、猛もう然ぜんと四人の後を追った。




　中なか山やま戒の女難創世記ハーレムロード。その終わりは──まだ、見えない。
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　あとがき







　読者の皆みな様さま、お久しぶりです。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。

『剣けん帝ていの女難創世記ハーレムロード』三巻はいかがでしたでしょうか。

　本シリーズはこれにて完結となります。色々と完結できていない部分があるような気がしないでもないですが、これにて完結です、ハイ。

　一巻のあとがきでも書きましたが、今作のようなお色気要素をふんだんに使った作品を書くのは生まれて初めての経験でした。

　こうして完結した今だからこそ言えることですが、企き画かくを作った当初は「これ、本当に書けるのか？」と不安になりましたし、正直に言って非常に書き辛づらかったです。

　特にお色気シーンは書き慣れていないがゆえに筆が遅ち々ちとして進まず、原げん稿こうが毎度毎度締しめ切きりギリギリという悲ひ惨さんな事態に……。いや、締め切りギリギリなのは昔からかもしれませんが（汗あせ）。

　もっとも、普ふ段だん書かないジャンルに挑ちよう戦せんできたという意味では非常に貴重な経験になりました。今後の作品作りにも何かしらの形で活いかしていければと思います。

　ところで話は少し変わりますが、私は今年でラノベ作家を始めて三年目になります。

　ラノベ作家になると決めた時、まず最初に立てた目標が『五年間続ける』ことだったため、今年はちょうど中間地点。まだまだ道のり半ばではありますが、一種の区切りということで、今年からこっそりブログを始めました（http://inahiro.seesaa.net/）。

　次回作が出るまでには（今のところ出す予定です）少し時間がかかると思われますので、それまでにはこのブログで読者の皆様と交流できればいいなと思っています。興味のある方は是ぜ非ひ覗のぞいてみてくださいませ。

　さて、ブログの宣伝も終わりましたので、この辺りで恒こう例れいの謝しや辞じに移りたいと思います。

　まずイラストを描かいてくださったあゆや先生、シリーズを通してありがとうございました＆お疲つかれ様さまでした。素晴らしいイラストをたくさん描いて頂いたにもかかわらず、あっという間に終わってしまいまして申し訳ありません（汗）。

　また別の作品で先生のイラストと出会えることを心待ちにしております。

　続いて、新しい担当編集様。三巻からということで色々と大変だったと思いますが、お疲れ様でした。今後ともどうぞよろしくお願い致いたします。

　その他、本書の作成に尽じん力りよくしてくださった全ての皆様。毎度のことながら厚く御おん礼れい申し上げます。なかなか直接感謝を示す機会がないのが個人的には辛つらいところです。

　そして最後に、本書を手に取って下さった読者の皆様。このシリーズに最後までお付き合い頂きまして、本当にありがとうございました。よろしければ次回作にもお付き合い頂ければと思います。また、ブログにも是ぜ非ひ遊びに来て頂ければと。

　それでは、本日はこの辺りで。また次回作でお会いしましょう。








二〇一四年二月　稲葉洋樹












剣けん帝ていの女難創世記ハーレムロード３








稲いな葉ば洋ひろ樹き
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